
発表日 部局 所属   タイトル

2023/5/1

2023/5/1 経済産業部お茶振興課お茶振興班 採択結果発表！「ＣｈａＯＩ補助金を活用した静岡茶の新たな価値と需要創出事業」

2023/5/1 健康福祉部新型コロナ対策企画課企画調整班 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

2023/5/1 健康福祉部感染症対策課感染症対策課 インフルエンザ施設別発生状況について【第50報】

2023/5/1 健康福祉部感染症対策課感染症対策課 茨城県における麻しん（はしか）患者の発生について

2023/5/1 スポーツ・文化観光部世界遺産課交流・継承班 富士山世界文化遺産登録10周年記念式典の一般参加者を募集しています！

2023/5/1 経営管理部人事課人事班 静岡県職員再採用選考試験（キャリアリターン採用試験）が新たにスタートします

2023/5/2

2023/5/2 経済産業部富士農林事務所農村整備課農村計画班 みんなで仲良くお芋を植えよう！ 岩松幼稚園・岩松保育園の園児がサツマイモの 定植を行います

2023/5/2 経済産業部地域産業課地域産業班 第61回静岡ホビーショーにおける「小中高校生招待日」の開催及び知事視察

2023/5/2 健康福祉部新型コロナ対策企画課企画調整班 新型コロナウイルス感染症患者の死亡について

2023/5/2 健康福祉部新型コロナ対策企画課企画調整班 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

2023/5/2 健康福祉部新型コロナ対策企画課企画調整班 新型コロナウイルス感染症の５類移行に伴う今後の感染者情報等の公表について

2023/5/2 健康福祉部感染症対策課感染症対策課 インフルエンザ施設別発生状況について【第51報】

2023/5/2 スポーツ・文化観光部観光振興課観光振興班 「今こそ しずおか 元気旅（全国旅行支援）バス旅行促進キャンペーン」を開催します！

2023/5/2 くらし・環境部廃リサイクル課不法投棄対策班 廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づく措置命令を発出しました

2023/5/3

2023/5/3 健康福祉部新型コロナ対策推進課機動第4班 新型コロナの自己検査で、陽性となった方の登録は、5月7日（日）10:00で終了します

2023/5/3 健康福祉部新型コロナ対策企画課企画調整班 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

2023/5/4

2023/5/4 健康福祉部新型コロナ対策企画課企画調整班 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

2023/5/5

2023/5/5 健康福祉部新型コロナ対策企画課企画調整班 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

2023/5/6

2023/5/6 健康福祉部新型コロナ対策企画課企画調整班 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

2023/5/7

2023/5/7 健康福祉部新型コロナ対策企画課企画調整班 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

2023/5/8

2023/5/8
出納局用度課物品班、知事直轄組織デジタル戦略局電子県庁課技術
管理班

物品調達等及び一般業務委託等に係る入札参加停止

2023/5/8 教育委員会清水特別支援学校教頭 地域のプロバスケットボール選手と交流活動を行います！

2023/5/8 教育委員会社会教育課地域家庭班 令和３・４年度静岡県家庭教育実態調査の公表 ～家庭教育における保護者の実態～

2023/5/8 議会事務局議事課議会事務局 議事課 第２回議会運営世話人会議の開催

2023/5/8 交通基盤部港湾振興課港湾物流促進班 【参加者募集】御前崎港視察会参加者の募集

2023/5/8 交通基盤部建設業課建設業班 工事請負契約等に係る入札参加停止

2023/5/8 経済産業部農業ビジネス課担い手育成・支援班 ふじのくに農山漁村ときめき女性ポータルサイトの改ざんについて

2023/5/8 経済産業部マーケティング課マーケティング企画班 「バイ・ふじのくに」山梨県＆静岡県フェア！～５月15日（月）まで出展者募集中～

2023/5/8 健康福祉部新型コロナ対策企画課企画調整班 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について



発表日 部局 所属   タイトル

2023/5/8 健康福祉部感染症対策課感染症対策課 インフルエンザ施設別発生状況について【第52報】

2023/5/8 くらし・環境部廃リサイクル課資源循環班 プラスチックごみの清掃活動への補助金の申請受付を開始します。

2023/5/8 くらし・環境部自然保護課自然保護班 愛鳥週間（５月10日～16日）が始まります！！

2023/5/8 くらし・環境部くらし交通課交通安全班 令和５年「春の全国交通安全運動」を実施！

2023/5/8 経営管理部中部地域局地域課地域班 国際ウェルネスツーリズムＥＸＰＯに出展します

2023/5/8 経営管理部人事課人事班 静岡県職員における新型コロナウイルス感染症患者の発生

2023/5/8 危機管理部危機情報課 「次世代の防災リーダーの育成を応援してください！」 ～静岡県 ガバメントクラウドファンディング挑戦中～

2023/5/8 知事直轄組織地域外交課地域外交戦略班 在セブ日本国総領事が知事を表敬訪問します

2023/5/8 知事直轄組織デジタル戦略課デジタル戦略班 令和５年度ふじのくにデジタルサポーター受講団体募集中です！

2023/5/9

2023/5/9 交通基盤部建築企画課建築企画課 県有建築物のＺＥＢ化に向けた設計指針等の策定

2023/5/9 経済産業部西部農林事務所農村整備課農村計画班  静岡県天然記念物シブカワツツジ4000本が咲き誇る！ 「渋川つつじまつり」開催します！

2023/5/9 経済産業部地域産業課地域産業課 御殿場市産の日本酒の知事贈呈

2023/5/9 経済産業部マーケティング課食の魅力創造班 県内調理専門学校生による創作スイーツ販売会が開催されます

2023/5/9 健康福祉部感染症対策課感染症対策課 インフルエンザ施設別発生状況について【第53報】

2023/5/9 健康福祉部感染症対策課感染症対策課 インフルエンザ施設別発生状況について【第53報】

2023/5/9 スポーツ・文化観光部スポーツ政策課事業推進班 東京オリンピック自転車競技代表の脇本選手が来庁し自転車の交通安全ポスターを寄贈します

2023/5/9 スポーツ・文化観光部スポーツ政策課事業推進班
プロラグビークラブ「静岡ブルーレヴズ」が2022-2023シーズン終了報告のため、出野副知事を表敬訪問しま
す

2023/5/9 くらし・環境部中部県民生活セ中部県民生活センター 消費者行政班 定期購入に関するトラブルや若者からの相談が増加 －令和４年度 中部県民生活センター消費生活相談の概要－

2023/5/9 くらし・環境部中部県民生活セ消費者行政班 学生ボランティアも参加！消費者トラブル防止呼びかけをＪＲ静岡駅で実施！！

2023/5/9
知事直轄組織総合政策課知事直轄組織政策推進局総合政策課総合政
策班 くらし・環境部環境局自然保護課富士山・南アルプス保全班

住友ベークライト株式会社からの寄附金寄贈

2023/5/10

2023/5/10
教育委員会教育総務課 義務教育課 高校教育課 特別支援教育課
勤務条件・監察班

令和４年度セクシュアル・ハラスメントに係るアンケート調査結果

2023/5/10 交通基盤部富士土木事務所維持管理課維持調査班 一般県道富士公園太郎坊線の夜間通行止めの解除

2023/5/10 経済産業部農地保全課農村整備班
【つなぐ棚田遺産】 “久留女木棚田”で綿花の種まきを行います！ ～久留女木棚田×遠州織物 新たな保全プロ
ジェクト始動～

2023/5/10 経済産業部農地保全課農村整備班 【つなぐ棚田遺産】  “久留女木の棚田お話会”開催（５月１３日(土)） ～棚田と共に、豊かに暮らす～

2023/5/10 経済産業部職業能力開発課ものづくり人材班 WAZAチャレンジ教室の実施

2023/5/10
健康福祉部東部健康福祉センター総務課、東部保健所細菌検査課東
部健康福祉センター総務課

細菌検査手数料の誤徴収について

2023/5/10 健康福祉部薬事課薬物対策班 静岡県製薬協会からの薬物乱用防止のための寄附金贈呈式の開催

2023/5/10 健康福祉部障害福祉課障害福祉課 身体障害者手帳情報業務とマイナポータルとの情報連携の一時停止について

2023/5/10 スポーツ・文化観光部空港振興課 富士山静岡空港定期便におけるゴールデンウィークの利用実績

2023/5/10 スポーツ・文化観光部総合教育課総合教育班 人づくり推進員感謝状授与式及び委嘱式の開催

2023/5/10 スポーツ・文化観光部文化政策課文化振興班 令和５年度静岡県文化奨励賞受賞者が決定しました

2023/5/10 くらし・環境部建築安全推進課建築耐震班 木造住宅耐震化プロジェクト「ＴＯＵＫＡＩ－０」の令和４年度実績

2023/5/10 くらし・環境部住まいづくり課計画班 新設住宅着工統計 令和４年度計及び令和５年３月の主な動向

2023/5/10 知事直轄組織データ活用推進課データ活用推進班 景気動向指数は11か月連続で改善を示す～静岡県景気動向指数（令和５年２月分）～
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2023/5/10 知事直轄組織財政課計画班 令和５年度第３回、第４回（5年）公募公債の発行

2023/5/11

2023/5/11 経済産業部マーケティング課食の魅力創造班 「ふじのくに新商品セレクション2023」出品募集

2023/5/11 経済産業部新産業集積課新産業集積班 伊豆の温泉の活用を考える！ ＩＣＯＩプロジェクト成果発表会の開催

2023/5/11 健康福祉部地域医療課医師確保班 県医師会主催研修医向け「Welcome Seminar in Shizuoka 2023」の開講

2023/5/11 健康福祉部障害福祉課身体障害福祉班 要約筆記者養成講座を開講します

2023/5/11 健康福祉部障害福祉課身体障害福祉班 聴覚に障害のある児童を育てた経験のある人を対象とした｢ピアカウンセラー養成講座｣の受講生を募集します

2023/5/11 くらし・環境部水資源課水資源班
本日、ＪＲ東海に対し「山梨県側から県境付近に向けて実施する高速長尺先進ボーリング」に関する文書を発
出しました。

2023/5/11 くらし・環境部自然保護課富士山・南アルプス保全班 本川根中学校の生徒が南アルプスを満喫します

2023/5/11 くらし・環境部自然保護課自然保護班 御殿場市立印野小学校が環境大臣賞を受賞

2023/5/11 くらし・環境部環境政策課地球環境班 【訂正】令和５年度拡充！中小企業等の省エネ対策を支援します！

2023/5/11 危機管理部危機情報課静岡県地震防災センター 「第153回ふじのくに防災学講座」を開催します！

2023/5/11 知事直轄組織地域外交課海外交流班 ２１世紀の朝鮮通信使 友情ウォーク一行による出野副知事表敬訪問

2023/5/12

2023/5/12
知事直轄組織地域外交局地域外交課経済産業部農業局お茶振興課お
茶振興課世界緑茶班

韓国の「河東ワールドティーエキスポ２０２３」への出展

2023/5/12 人事委員会事務局職員課職員班 令和５年度静岡県職員採用試験の実施

2023/5/12 議会事務局議事課議会事務局 議事課 静岡県議会全員協議会及び令和５年５月臨時会の開催

2023/5/12 議会事務局議事課議会事務局 議事課 静岡県議会令和５年５月臨時会常任委員会の開催

2023/5/12 交通基盤部都市計画課都市行政班 都市計画決定のための公聴会開催

2023/5/12 経済産業部畜産振興課野生イノシシ対策班 野生イノシシの豚熱検査結果（4/28～5/11）

2023/5/12 健康福祉部感染症対策課感染症対策課 東京都における麻しん（はしか）患者の発生について

2023/5/12 健康福祉部感染症対策課感染症対策課 インフルエンザ施設別発生状況について【第54報】

2023/5/12 健康福祉部こども家庭課こども家庭班 ヤングケアラーのためのピアサポートの場を開設しました！

2023/5/12 スポーツ・文化観光部富士山世界遺産センタ企画総務課企画総務課 富士山世界遺産登録10周年記念国際シンポジウム 「世界の聖なる山と富士山」参加者を募集！

2023/5/12 スポーツ・文化観光部観光振興課観光振興班 本県への団体バス旅行に最大7万円/台を支援

2023/5/12 くらし・環境部自然保護課富士山・南アルプス保全班 リニア中央新幹線静岡工区有識者会議（環境保全有識者会議）に対する意見書の発出について

2023/5/12 くらし・環境部環境政策課地球環境班 【訂正】令和５年度拡充！中小企業等の省エネ対策を支援します！

2023/5/12 くらし・環境部環境政策課地球環境班 「プッシュ型」支援により中小企業等の脱炭素化を推進します！

2023/5/12 くらし・環境部環境局環境局 第22回リニア中央新幹線静岡工区有識者会議（第９回環境保全有識者会議）の開催

2023/5/12 くらし・環境部住まいづくり課計画班 省エネ住宅の新築・購入する方に最大70万円を補助します！

2023/5/12 くらし・環境部住まいづくり課計画班 令和５年度テレワーク対応リフォーム補助金の申請受付を令和５年５月15日（月）から開始します!

2023/5/12 くらし・環境部くらし交通課交通安全班 中学生・高校生を交通事故から守る！自転車マナー向上のため一斉街頭指導を行います。

2023/5/12 くらし・環境部くらし交通課交通安全班 静岡駅北口で自転車の安全利用広報啓発活動を実施します！！

2023/5/15

2023/5/15 経済産業部農林環境専門職大学大学・短期大学部事務局総務企画課 インドネシア国立ボゴール農科大学が県立農林環境専門職大学を訪問！～今後の交流について意見交換～

2023/5/15 経済産業部農林環境専門職大学大学・短期大学部事務局総務企画課 インドネシア国立ボゴール農科大学大学評議会関係者が知事を表敬訪問

2023/5/15 経済産業部農地保全課農地局農地保全課 #しずおかむらたび春2023Instagramフォトコンテスト 作品募集中です！
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2023/5/15 経済産業部商工振興課商工振興班 中小企業等の新事業展開を支援する補助金を募集中！

2023/5/15 健康福祉部感染症対策課感染症対策課 インフルエンザ施設別発生状況について【第55報】

2023/5/15 スポーツ・文化観光部観光政策課企画班 ふじのくに子ども観光大使認定講座「箱根西麓野菜のことを知ろう」

2023/5/15 スポーツ・文化観光部文化政策課 グランシップ館長の交代

2023/5/15 スポーツ・文化観光部文化政策課文化振興班 第27回伊豆文学賞作品募集

2023/5/15 スポーツ・文化観光部スポーツ振興課生涯・パラスポーツ班 週に１度はスポーツをしよう！ ニュースポーツふれあいフェスタin袋井の開催

2023/5/15 スポーツ・文化観光部スポーツ政策課企画班 ベルテックス静岡がプロバスケットボールリーグB2昇格のため知事を表敬

2023/5/15 スポーツ・文化観光部スポーツ政策課スポーツ政策課事業推進班 第６回静岡県サイクルスポーツの聖地創造会議を開催します。

2023/5/15 くらし・環境部くらし・環境管理局企画政策課移住・定住担当 令和４年度 移住者数・移住相談件数

2023/5/16

2023/5/16 教育委員会浜松西高校教頭 「浜西探究プログラム」フィールドスタディ報告会の開催

2023/5/16 経済産業部富士農林事務所農村整備課農村計画班 「一社一村しずおか運動」 大淵二丁目ささば景観保存会×株式会社伊藤園が 協定式を行います！

2023/5/16 くらし・環境部廃リサイクル課資源循環班 災害廃棄物処理に関する市町初任者研修会を開催します

2023/5/16 経営管理部市町行財政課行政班 令和５年度行政経営研究会を開催

2023/5/16 危機管理部消防学校教務課 消防職員初任教育初任科（第94期）第１回野外訓練を実施

2023/5/16 知事直轄組織地域外交課地域外交戦略班
タイ、インドネシアで静岡県や日本文化の魅力を伝えませんか？ 日本語パートナーズ静岡県推薦プログラム参
加者募集

2023/5/17

2023/5/17 教育委員会高校教育課学校づくり推進班 ふじのくに国際高校の校章デザイン募集

2023/5/17 経済産業部工科短期大学校学務課静岡キャンパス、沼津キャンパス 静岡県立工科短期大学校令和５年度オープンキャンパスを開催します！

2023/5/17 経済産業部東部農林事務所農村整備課東部農林事務所 農村整備課 地元の特産品を販売・展示する「邑マルシェ」開催！ in トヨタカローラ静岡(株) 大仁店

2023/5/17 経済産業部林業振興課林業振興課 林業振興班 第７２回静岡県乾しいたけ品評会の開催

2023/5/17 経済産業部農芸振興課みかん特産班 令和５年度静岡わさび農業遺産推進協議会総会の開催

2023/5/17 経済産業部マーケティング課ブランド戦略班 令和５年度「しずおか食セレクション」の募集

2023/5/17 経済産業部新産業集積課技術振興班 首都圏展示会「人とくるまのテクノロジー展」に 県内企業が出展

2023/5/17 健康福祉部感染症対策課感染症対策課 インフルエンザ施設別発生状況について【第56報】

2023/5/17 スポーツ・文化観光部観光振興課観光振興班 黄金KAIDOプロジェクト始動にかかる四県合同記者会見の開催

2023/5/17 スポーツ・文化観光部大学課大学・学術班
【定員を若干名拡充し、追加募集します】社会人の学び直しプログラム『今はじめるスキル・リノベーション
［マネジメント入門編］の開催について

2023/5/17 くらし・環境部男女共同参画課男女共同参画班 令和４年度あざれあ相談件数は過去最多

2023/5/17 経営管理部静岡財務事務所管理課管理課 〈自動車税種別割・軽自動車税種別割の納期限は５月３１日〉納期内納付促進街頭キャンペーンを行います！

2023/5/17 知事直轄組織地域外交課海外交流班 静岡県・忠清南道友好協定締結10周年記念公演及び両知事による懇談会、歓迎レセプション開催

2023/5/17
知事直轄組織総合政策課知事直轄組織政策推進局総合政策課総合政
策班 経済産業部就業支援局労働雇用政策課雇用推進班

多摩化学工業株式会社からの寄附金寄贈

2023/5/18

2023/5/18 経済産業部農業ビジネス課経営基盤強化推進班 農業法人の誘致を戦略的に推進するため、全県組織を発足

2023/5/18 経済産業部労働雇用政策課経済産業部就業支援局労働雇用政策課 【訂正】令和５年 春季賃上げ要求･妥結状況（第２報 ５月９日現在）

2023/5/18 経済産業部産業イノベーション推進課産業イノベーション推進班 「TECH BEAT Shizuoka 2023」開催！

2023/5/18 経済産業部産業イノベーション推進課産業イノベーション推進班 スタートアップ支援戦略策定委員会の開催

2023/5/18 健康福祉部介護保険課支援審査班 静岡県介護支援専門員実務研修受講試験



発表日 部局 所属   タイトル

2023/5/18 スポーツ・文化観光部観光政策課施設班 令和５年度の南アルプス山小屋の営業

2023/5/18 危機管理部危機対策課危機対策課長 令和５年度静岡県・浜松市・湖西市総合防災訓練第1回全体会議の開催

2023/5/18 知事直轄組織知事戦略課知事戦略班 「令和５年度定例第一回（春）関東地方知事会議」の開催

2023/5/19

2023/5/19 議会事務局議事課議会事務局 議事課 令和５年５月臨時会の概要【結果】

2023/5/19
交通基盤部港湾振興課静岡県RORO船利用促進協議会（港湾物流促
進班）

報道機関向け「RORO船セミナー」開催

2023/5/19 経済産業部中遠農林事務所治山課治山課 （株）ノダの寄附材が森の防潮堤で活用されています。

2023/5/19 経済産業部農地保全課中遠農林事務所農村整備課  【つなぐ棚田遺産】 菊川市倉沢の千框棚田で「田植え」が行われます！

2023/5/19 経済産業部畜産振興課野生イノシシ対策班 野生イノシシの豚熱検査結果（5/12～5/18）

2023/5/19 経済産業部労働雇用政策課経済産業部就業支援局労働雇用政策課 【訂正】令和５年 春季賃上げ要求･妥結状況（第２報 ５月９日現在）

2023/5/19 健康福祉部薬事課薬物対策班 令和５年度静岡県薬物乱用対策推進本部員会の開催

2023/5/19 健康福祉部衛生課食品監視班 令和５年度静岡県農畜水産物等の放射性物質検査結果（第１報）

2023/5/19 健康福祉部感染症対策課感染症対策課 インフルエンザ施設別発生状況について【第57報】

2023/5/19 健康福祉部医療政策課医療企画班 令和５年度静岡県保健医療計画策定作業部会の開催

2023/5/19 健康福祉部こども未来課子育て支援班 令和５年度ニッセイ財団「児童・少年の健全育成助成」及び「生き生きシニア活動顕彰」目録贈呈式

2023/5/19 スポーツ・文化観光部文化政策課文化振興班 文化芸術功労者表彰の表彰式開催

2023/5/19 くらし・環境部自然保護課自然保護班 齋藤 令和５年度 自然保護知事褒賞の表彰式を行います

2023/5/19 くらし・環境部自然保護課富士山・南アルプス保全班 富士山ごみ減量大作戦（６月２４日（土）開催）参加者募集！

2023/5/19 くらし・環境部自然保護課富士山・南アルプス保全班 オクシズ４校の小学生が南アルプスについて学びます

2023/5/19 くらし・環境部環境政策課企画班 株式会社静岡中央銀行から御寄付をいただきました。

2023/5/19 知事直轄組織統計調査課人口就業班 静岡県推計人口 前月比792人の減少

2023/5/19 知事直轄組織財政課計画班 静岡県第20回公募公債（20年定時償還）の発行

2023/5/22

2023/5/22 経済産業部農技研茶業研セ茶生産技術科育種担当 新しい茶品種「ゆめすみか」が品種登録出願公表されました！

2023/5/22 健康福祉部感染症対策課感染症対策課 インフルエンザ施設別発生状況について【第58報】

2023/5/22 スポーツ・文化観光部観光振興課観光振興班 豪華ホテルなどの利用券が当たる 駿河湾フェリー 新運賃導入キャンペーン実施中

2023/5/22 スポーツ・文化観光部総合教育課総合教育班 未来を切り拓くDream授業の参加者募集

2023/5/22 くらし・環境部生活環境課大気水質班 令和５年度環境保全功労知事表彰の表彰式

2023/5/22 くらし・環境部くらし交通課交通安全班 浜松市北区が交通死亡事故ゼロ連続300日を達成！

2023/5/22 知事直轄組織多文化共生課多文化共生班 令和４年度の外国人相談窓口への相談状況 -相談件数は過去最多-

2023/5/22 知事直轄組織財政課計画班 令和５年度６月補正予算編成要領

2023/5/23

2023/5/23 経済産業部中部農林事務所農村整備課中部農林事務所農村整備課 静岡市内の学生等が「清沢の棚田」で農業体験（田植え作業）を行います！

2023/5/23 経済産業部森林計画課森林計画課 森林分野のＪ－クレジット制度活用促進セミナー開催

2023/5/23 経済産業部お茶振興課お茶振興課世界緑茶班 2023年O-CHAパイオニア賞の受賞報告

2023/5/23 経済産業部新産業集積課新産業集積班 ファルマバレープロジェクト第４次戦略計画検討委員会の開催

2023/5/23 経済産業部新産業集積課技術振興班 【取材依頼】ふじのくにセルロース循環経済フォーラム設立記念キックオフセミナーを開催



発表日 部局 所属   タイトル

2023/5/23 健康福祉部感染症対策課感染症対策課 インフルエンザ施設別発生状況について【第59報】

2023/5/23
スポーツ・文化観光部空港振興局空港振興課、富士山静岡空港株式
会社空港振興課

令和５年４月の富士山静岡空港利用状況

2023/5/23 スポーツ・文化観光部空港振興課 富士山静岡空港における国際線の欠航期間の延長

2023/5/23 スポーツ・文化観光部観光振興課観光振興班 体験型旅行プログラムの最大半額キャンペーン

2023/5/23 スポーツ・文化観光部文化政策課文化振興班 令和５年度静岡県文化奨励賞授賞式を開催

2023/5/23 くらし・環境部環境政策課地球環境班 高校生のみなさん！脱炭素ワークショップに参加しませんか？

2023/5/23 くらし・環境部県民生活課消費者支援班 令和５年度 静岡県消費者支援功労表彰式を開催します！

2023/5/23 危機管理部消防保安課静岡県水難事故防止対策協議会事務局 静岡県水難事故防止対策協議会の開催

2023/5/24

2023/5/24 教育委員会中央図書館企画振興課企画班 令和５年度子ども図書研究室講演会を開催

2023/5/24 教育委員会社会教育課青少年指導班 静岡県青少年指導者級別認定証授与式及び上級取得研修会を開催します！

2023/5/24 交通基盤部河川企画課海岸企画班 三保松原の景観改善に関する技術的課題について検討します

2023/5/24 交通基盤部河川砂防管理課河川砂防管理班 河川・海岸統一美化運動の実施

2023/5/24 交通基盤部建設政策課交通政策推進班 【再変更】２０２３年度リニア中央新幹線建設促進期成同盟会総会の開催及び要望活動の実施

2023/5/24 経済産業部森林保全課治山班、農地保全班、河川砂防管理班 治山・農地・急傾斜地パトロールの実施

2023/5/24 経済産業部産業イノベーション推進課研究調整班 クラウドファンディングを活用した研究資金募集の開始

2023/5/24 健康福祉部衛生課食品監視班 アニサキス食中毒に注意！

2023/5/24 健康福祉部感染症対策課感染症対策課 インフルエンザ施設別発生状況について【第60報】

2023/5/24 健康福祉部こども家庭課ひとり親支援班
子どもの居場所応援基金への共同寄附金目録贈呈式（しずおか焼津信用金庫 ／ フコクしんらい生命保険株式会
社）

2023/5/24 スポーツ・文化観光部観光政策課企画班 観光アプリＴＩＰＳを使ったスタンプラリーを河津町で開催中です。

2023/5/24
くらし・環境部盛土対策課盛土規制班 盛土対策班 盛土監視機動
班

静岡県盛土等対策会議（第１回）を開催します。

2023/5/24 危機管理部危機情報課 令和４年度 自主防災組織実態調査結果（概要）

2023/5/25

2023/5/25 静岡県教育委員会義務教育課指導班 日本とベトナム友好の架け橋に！NPOがベトナム国籍児童在籍校へ漫画本寄贈

2023/5/25 教育委員会静岡城北高校教頭 山田 静岡城北高校吹奏楽部第30回定期演奏会を開催します！

2023/5/25 経済産業部マーケティング課マーケティング企画班 【バイ・ふじのくに】５月２９日（月）南アルプス市長が知事を表敬訪問します！～旬のさくらんぼを贈呈～

2023/5/25 経済産業部産業イノベーション推進課産業イノベーション推進班
ＭａＯＩ海洋微生物ライブラリーの事業化成果第６号 鰹由来の乳酸菌を利用した「焼津鰹のペペロンチーノ」
販売開始

2023/5/25 健康福祉部衛生課食品監視班 食品検査情報（第１報）

2023/5/25 健康福祉部衛生課食品監視班 令和５年度流通食品の放射性物質検査結果（第１報）

2023/5/25 健康福祉部健康増進課地域支援班 ６月は食育月間です！

2023/5/25 健康福祉部健康増進課地域支援班 ５月31日は「世界禁煙デー」静岡駅地下広場で街頭キャンペーンを行います！

2023/5/25 健康福祉部感染症対策課感染症対策課 インフルエンザ施設別発生状況について【第61報】

2023/5/25 健康福祉部こども未来課子育て支援班 第10回「あいのうた～出会いから子育てまでの短歌コンテスト～」作品募集を開始します

2023/5/25 スポーツ・文化観光部世界遺産課交流・継承班 富士山世界文化遺産登録10周年を記念して、富士山保全協力者証を木札ストラップにリニューアルしました！

2023/5/25 スポーツ・文化観光部スポーツ局スポーツコミッション担当 「スポーツコミッションShizuoka戦略検討委員会」の開催

2023/5/25 くらし・環境部生活環境課大気水質班 ６月から９月は「夏季のVOC対策」重点実施期間です！



発表日 部局 所属   タイトル

2023/5/25 知事直轄組織統計調査課商工・経済班 定期給与３か月連続で前年同月を上回る 毎月勤労統計調査地方調査結果（令和５年３月分）

2023/5/25 知事直轄組織統計調査課商工・経済班 生産・出荷ともに対前月比で上昇 静岡県鉱工業指数（令和５年３月分速報）

2023/5/25
知事直轄組織総合政策課知事直轄組織政策推進局総合政策課総合政
策班 経済産業部産業革新局産業イノベーション推進課産業イノベー

野村アセットマネジメント(株)からの寄附金寄贈と感謝状贈呈式の開催

2023/5/26

2023/5/26 教育委員会義務教育課指導班 令和５年度第２回静岡県教科用図書選定審議会の開催

2023/5/26 選挙管理委員会選挙管理委員会事務局書記 第31回静岡県議会議員選挙における年代別投票率（全年代・抽出調査）

2023/5/26 議会事務局政策調査課政策調査課 静岡県地方議会議長連絡協議会定期総会・政策研修会の開催（取材依頼）

2023/5/26 交通基盤部景観まちづくり課景観づくり推進班 美しいしずおかの景観づくりを募集します～第16回静岡県景観賞～

2023/5/26 交通基盤部砂防課砂防班 ６月は「土砂災害防止月間」です！～みんなで防ごう土砂災害～

2023/5/26 経済産業部畜産振興課野生イノシシ対策班 野生イノシシの豚熱検査結果（5/19～5/25）

2023/5/26 経済産業部企業立地推進課企業立地班 2022年の都道府県別企業立地件数で全国第４位

2023/5/26 経済産業部新産業集積課技術振興班 「ふじのくにセルロース国際展示会」出展者募集

2023/5/26 健康福祉部健康増進課健康増進班 ５月31日は「健診（検診）受けましょう街頭キャン ペーン」を行います！

2023/5/26 健康福祉部感染症対策課感染症対策課 インフルエンザ施設別発生状況について【第62報】

2023/5/26 スポーツ・文化観光部空港振興課 北海道と連携した観光誘客の取組（静岡県-北海道 観光促進ウィーク）

2023/5/26 くらし・環境部盛土対策課盛土規制班 盛土規制法の施行に対する知事コメント

2023/5/26 くらし・環境部環境政策課企画班 【延期】令和５年度第１回静岡県環境審議会を開催します

2023/5/26 経営管理部税務課企画管理班 自動車税種別割の納期内納付促進のためのYouTube動画を公開しました！

2023/5/26 知事直轄組織データ活用推進課データ活用推進班 人材育成拠点「ＳＨＩＰ」にデジタル戦略局職員が常駐します！！

2023/5/29

2023/5/29 交通基盤部砂防課課長代理 「全国治水砂防協会静岡県支部通常総会」の開催

2023/5/29 交通基盤部砂防課砂防班 「土砂災害防止を啓発する路線バス」出発式

2023/5/29 交通基盤部建設政策課交通政策推進班 【再変更】２０２３年度リニア中央新幹線建設促進期成同盟会総会の開催及び要望活動の実施

2023/5/29 経済産業部賀茂農林事務所賀茂農林事務所農村整備課 河津町沢田地区が「ふじのくに美しく品格のある邑」に登録されました！ ～登録証授与式のお知らせ～

2023/5/29 経済産業部農芸振興課浜名湖花博２０周年記念事業推進室花緑班 浜名湖花博2024に参画する石原和幸氏が英国チェルシーフラワーショー2023において金メダル獲得

2023/5/29 経済産業部地域産業課商業まちづくり班 地域で頑張るお店を応援～令和５年度「地域のお店」デザイン表彰の募集～

2023/5/29 経済産業部マーケティング課マーケティング企画班 今年も旬をお届けします！ 令和５年度「バイ・ふじのくに」・「バイ・山の洲」が始動

2023/5/29 経済産業部新産業集積課新産業集積班 温泉を使った新たなヘルスケアサービスを開発する事業者を募集！ＩＣＯＩプロジェクト実証事業公募開始！

2023/5/29 健康福祉部医療局地域医療課 医師確保班 県医学修学研修資金利用者の県内勤務状況

2023/5/29 健康福祉部健康政策課健康企画班
【取材依頼】スーパーマーケット、調味料製造メーカーが県と協働して、県民の野菜摂取増を応援！～「野菜
マシマシキャンペーン」の開催～

2023/5/29 健康福祉部感染症対策課感染症対策課 インフルエンザ施設別発生状況について【第63報】

2023/5/29 健康福祉部地域医療課医師確保班 令和５年度医学修学研修資金の二次募集を開始します！

2023/5/29 健康福祉部障害者政策課就労・施設班 障害者就労施設等からの物品等の調達に関する令和４年度実績及び令和５年度県調達方針の決定

2023/5/29 スポーツ・文化観光部文化政策課文化政策班 ふじのくに子ども芸術大学の参加者を募集します！

2023/5/29 スポーツ・文化観光部スポーツ振興課生涯・パラスポーツ班 【開催中止】週に１度はスポーツをしよう！ ニュースポーツふれあいフェスタin伊東の開催

2023/5/29 くらし・環境部くらし交通課交通安全班 高齢ドライバーを対象とした「危険予測トレーニング(ＫＹＴ)研修」を開催します！

2023/5/30



発表日 部局 所属   タイトル

2023/5/30 教育委員会浜松南高校生徒課 「新制服プロジェクト」の最終候補発表ショーを開催します！

2023/5/30 出納局会計総務課資金班 グリーンボンドを購入しました！ ～脱炭素社会の実現に向け、優先的に購入～

2023/5/30 交通基盤部砂防課砂防班 「土砂災害防止月間」啓発活動を行います！！

2023/5/30 交通基盤部建設政策課交通政策推進班 【再変更】２０２３年度リニア中央新幹線建設促進期成同盟会総会の開催及び要望活動の実施

2023/5/30 交通基盤部建設政策課交通政策推進班 自由民主党・政務調査会 超電導リニア鉄道に関する特別委員会に知事が出席します

2023/5/30 経済産業部労働雇用政策課就業支援班 静岡県ジョブコーチ養成研修2023の募集

2023/5/30 健康福祉部感染症対策課感染症対策課 インフルエンザ施設別発生状況について【第64報】

2023/5/30 スポーツ・文化観光部総合教育課総合教育班 令和５年度第１回地域自立のための「人づくり・学校づくり」実践委員会を開催します

2023/5/30 知事直轄組織広聴広報課県民広報班 スマホで読む「しずおか県民だより」

2023/5/31

2023/5/31 教育委員会ふじのくに中学校教頭  【開催延期・変更】生徒による校歌作成プロジェクトが始動します！

2023/5/31 教育委員会健康体育課危機管理・安全班 高等学校の交通安全教育担当教員を対象とした研修会を開催します。

2023/5/31 経済産業部農地保全課経済産業部農地局農地保全課 【一部開催中止】「静岡産直マルシェin大井町」が開催されます！

2023/5/31 経済産業部地域産業課地域産業班 「ふじのくに未来デザイン2023」募集開始

2023/5/31 経済産業部地域産業課地域産業班 「シズオカ［ＫＡＧＵ］メッセ２０２３」の開催

2023/5/31 経済産業部地域産業課地域産業班 「2023グッドデザインしずおか」募集開始

2023/5/31 経済産業部経営支援課経営革新班 経営革新計画の承認（令和５年４月分）

2023/5/31 経済産業部エネルギー政策課エネルギー政策班 令和５年度 夏季電力需給対策を決定

2023/5/31 経済産業部マーケティング課マーケティング企画班 イオンモール浜松志都呂で「静岡県フェア」を開催！

2023/5/31 経済産業部産業政策課産業政策班
経済団体、労働団体、行政機関の13機関が連名で共同宣言を発出 ～パートナーシップ構築宣言の普及・促進と
実効性向上を目指します～

2023/5/31 健康福祉部感染症対策課感染症対策課 インフルエンザ施設別発生状況について【第65報】

2023/5/31 健康福祉部こども未来課少子化対策班 静岡県フェアでふじのくに出会いサポートセンターのPRイベントを開催！

2023/5/31 スポーツ・文化観光部文化政策課文化振興班 【当日取材依頼】伊豆文学フェスティバル実行委員会の開催

2023/5/31 くらし・環境部廃リサイクル課不法投棄対策班 「環境月間」に向けて不法投棄防止統一パトロールを実施しました！

2023/5/31 危機管理部原子安全対策課原子力安全対策班 浜岡原子力発電所周辺の環境放射能調査結果（速報・第147報）

2023/5/31
危機管理部消防保安課水難事故防止対策協議会 （消防保安課 産業
保安班）

「水難事故注意報」の発令

2023/5/31 知事直轄組織データ活用推進課データ活用推進班 景気動向指数は12か月連続で改善を示す～静岡県景気動向指数（令和５年３月分）～



提 供 日 2023/05/01

タイトル 採択結果発表！「ＣｈａＯＩ補助金を活用した静岡茶
の新たな価値と需要創出事業」

担　　当 経済産業部 農業局お茶振興課

連 絡 先 お茶振興班

TEL 054-221-2674

採択結果発表！

「ＣｈａＯＩ補助金を活用した静岡茶の新たな価値と需要創出事業」

(趣旨)
県では、生産者や茶商、観光業者、大学・研究機関などの異業種連携による茶業のオープンイノベーション「ＣｈａＯＩプロ

ジェクト」に取り組んでいます。
このたび、一番茶を用いるなど季節性が重要視される事業を中間締切として公募し、審査の結果、３件を早期採択しました。
本事業を通じて、ＣｈａＯＩフォーラム会員によるオープンイノベーションを促進し、本県茶業の振興につなげていきます。
なお、下表のとおり通常の事業計画は募集中です。

□採択した事業計画

支援
メニュー

事業実施主体
　　　　（代表者）

所在地 事業計画内容

販路開拓
支援事業

業務用新市場開拓
コンソーシアム
（(株)カネス製茶）

島田市 業務用ノンアル市場の販路開拓

販路開拓
支援事業

菊川茶ブランディング
構築事業
（(株)美緑園）

菊川市 環境循環型農業によって生み出された
お茶の海外輸出を想定した販路開拓

販路開拓
支援事業

T to C Project
（(株)吉村）

東京都 国内外のコーヒー店向けのお茶の販路開拓

　　
□ＣｈａＯＩプロジェクト推進事業費補助金の概要

支援メニュー 事業実施主体 内　容 補助率
補助金
上限額

１ 新商品開発支援事業
・マーケット、嗜好調査
・成分分析、新商品試作
・新商品開発に必要な試験研究

商品開発：
1/2以内

試験研究：
2/3以内

  500万円
1,000万円

２ 販路開拓支援事業

ChaOIフォーラム会員２者以
上によるコンソーシアム
（県内茶業者が１者以上含
まれること）

・茶をテーマとした観光商品の開発
・飲食業等と連携した試飲の実施
・ＥＣサイトの構築やＷｅｂコンテンツ
の制作

1/2以内   300万円

３
複合作物のスタート
アップ支援事業

ChaOIフォーラム会員である
県内の茶業者

・茶園跡地での茶以外の複合作物
の導入に必要な取組

1/2以内   150万円

４
需要に応じた生産構
造の転換支援事業

・高付加価値需要や大量需要、環
境負荷低減に向けた生産体制への
転換
・認証取得対策

1/2以内 1,500万円

５
輸出需要等に対応し
た有機栽培拡大支援
事業

　ChaOIフォーラム会員２者
　以上によるコンソーシアム
　（事業実施者は県内茶業者
　に限る） ・有機茶生産拡大に必要な機械、

施設整備 1/2以内 1,500万円

□公募期間

区　分 開 始 中間締切 締　切 備　考

支援メニュー
１、２、３の事業

令和５年
４月３日（月）

令和５年
４月10日（月）

令和５年
５月１2日（金）

中間締切に申請できる事業は、一番茶を用いるな
ど季節性が重要視され早期の事業着手が必要な
事業に限る。

支援メニュー
４、５の事業

令和５年
５月１5日（月） ―

令和５年
６月30日（金）

―

○ ＣｈａＯＩプロジェクト（チャオープンイノベーションプロジェクト）
　 異業種が持つ技術やノウハウを組み合わせた革新的な商品や新しい利用方法の開発を促進することにより、静岡茶の新たな価
値の創造と需要の創出を図るプロジェクト
○ ＣｈａＯＩフォーラム
　 官民の総力を結集して本県茶業を再生するため、生産者、茶商、加工業者、飲料・食品・機械メーカーや大学・研究機関、関
係団体などで構成されるプラットフォーム

□問い合わせ先
　　静岡県経済産業部 農業局 お茶振興課
　　ＴＥＬ：054-221-2674



提 供 日 2023/05/01

タイトル 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班

TEL 054-221-2459

※本情報提供は、感染症予防・感染拡大防止の啓発目的に行うものです。
※報道機関各位におかれましては、患者等の個人に係る情報について、プライバシー保護等の観点から、提供資料の範囲内での報道に、格段の御配慮をお願
いします。
※県民の皆様におかれましては、患者・御家族の人権尊重・個人情報保護に御理解と御配慮をお願いします。

１ 　 本日の新規感染者数（ 政令市発表分を含む）

２ 　 本日の新規感染症患者等の年代別人数（ 県発表分のみ）

３ 　 コ ロナ患者受入病院の地域別及び重症者の病床占有率（ 本日正午現在）

※県全体、重症者欄のかっこ内は、施設数
＊本日の確保病床数（424床）と入院者総数（30人）を比較した病床占有率は7.1％
このほか、コロナ患者受入病院以外の入院者数は0名です。

４ 　 県内宿泊療養施設の入居状況（ 本日正午現在）

区分 施設数 総客室数 療養者用
客室数（Ａ）

入居者数 
（Ｂ）

占有率
Ｂ/Ａ

室数等 1施設 135室 135室 ３人 2.2％

５ 　 新型コ ロナウイ ルスワク チンの接種実績（ 前日時点）



提 供 日 2023/05/01

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第50報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 感染症対策課

TEL 054-221-2986

記者提供参考資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和５年５月１日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第50報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：054-221-2986 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第50報（５月１日受付分）】 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 中学校 駿東郡小山町 165 9 1 23 6 6 4月28日 ～ 5月
2 中学校 駿東郡小山町 165 9 1 24 7 7 4月28日 ～ 5月

本日合計 １中学校 2 47 13 13
１４９施設

本日までの累
計（実数） （ １３高等学校、　３５中学校、　８３小学校、　８幼稚園、

　６保育所、　２こども園、　２特別支援学校、　０高等専門学校）
268 7,765 2,503 2,385

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲
されています。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入してい
ます。 　 　 　 　 　 　 　
＊発生報告については、全国一律に令和４年９月５日から新しいシーズンとして集計・公表して
います。 　

　
　 　 　 　 　

＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は
咳のいずれか１つ以上）」）を対象としています。 　

　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊小中一貫学校は初等部を小学校、中等部を中学校として計上しています。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊前回の発表・・・令和５年４月26日（静岡市駿河区小学校、藤枝市小学校、浜松市南区中学校） 　



提 供 日 2023/05/01

タイトル 茨城県における麻しん（はしか）患者の発生について

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 感染症対策課

TEL 054-221-2986

～茨城県で麻しん（はしか）患者が発生しました～
接触した可能性がある方は、体調に注意してください！

１　要旨
　４月26日に麻しん患者が発生し、別添のとおり４月28日に茨城県が注意喚起しています。患者が周囲へ感染させる可能性がある
期間に、不特定多数の人が利用する施設を利用していたため、接触した可能性がある方は、「２　患者と接触した可能性がある方
へ」について、お願いします。

２　患者と接触した可能性がある方へ
麻しん患者と接触した場合は、接触後最大21日間、体調に注意してください。
発熱、発疹等の症状から「麻しん」が疑われる場合は、必ずマスクを着用し、事前に医療機関に「麻しんかもしれない」こと
を連絡の上、速やかに受診してください。
受診の際は、周囲の方へ感染を拡げないよう、公共交通機関等の利用を避けてください。 

３　麻しんについて
（１）症状等
　潜伏期は通常10～12日間（最大21日間）であり、38℃程度の発熱や咳、鼻汁といった風邪のような症状が２～４日続き、その後
39℃以上の高熱と共に発疹が出現します。また、麻しんに伴ってさまざまな合併症がみられ、全体では30％にも達するとされま
す。肺炎や、頻度は低いものの脳炎の合併例もあり、特にこの二つの合併症は麻しんによる２大死因となり、注意が必要です。

（２）感染経路
　空気（飛沫核）感染のほか、飛沫や接触感染など様々な経路があります。感染力はきわめて強く、麻しんの免疫がない集団に１
人の発症者がいたとすると、12～14人の人が感染するとされています(インフルエンザでは１～２人)。

（３）治療
　特異的な根治療法はなく、対症療法を行います。

（４）予防
　ワクチンの効果は非常に高く、ワクチン接種を受けた人の95％以上が免疫を獲得します。しかし、接種しても、数％は免疫が獲
得できない場合や、獲得した免疫が持続しない場合があります。現在、１歳（第１期）と小学校入学前年度（第２期）に、MRワク
チンの定期予防接種を実施しており、予防接種をしていれば感染するリスクは少なくなります。

（５）発生状況（単位：人　令和５年全国は4/28時点）

年
令和元年
（2019年）

令和２年
（2020年）

令和３年
（2021年）

令和４年
（2022年）

令和５年
（2023年）

全国 744  10  6  6  4  
静岡県 10   1  0  2  0  



提 供 日 2023/05/01

タイトル 富士山世界文化遺産登録10周年記念式典の一般参加者
を募集しています！

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局富士山世界遺産課

連 絡 先 交流・継承班

TEL 054-221-3745

富士山世界文化遺産登録10周年記念式典（東京都内）の
一般参加者を募集しています！

令和５年６月22日は、富士山が世界文化遺産に登録されてから10周年にあたります。
これを機に、富士山世界文化遺産協議会、静岡県、山梨県の共催で、東京都内にて記念式典を開催します。
開催にあたり、次のとおり一般参加者を募集しますので、ぜひ御応募ください。
応募の詳細は、ホームページを御覧ください。

ＵＲＬ：https://fujisan-10th.jp                                   

１　日　時
令和５年６月22日（木）13時30分から16時30分まで（予定）

２　会　場
東京国際フォーラム　ホールＢ５（東京都千代田区丸の内３丁目５番１号）

３　内　容（予定）
・主催者あいさつ 等
・富士山世界文化遺産登録10周年記念動画放映
・基調講演

講演テーマ:(仮)「世界遺産登録から10年の振り返りとこれからの歩みについて」
講師：青柳　正規(あおやぎ まさのり) 氏（多摩美術大学理事長）

・パネルディスカッション
テーマ:(仮)「富士山から発信する持続可能な社会の実現

－世界文化遺産として美しい富士山を未来に引き継ぐために－」
コーディネーター:小田　全宏(おだ ぜんこう) 氏
（認定NPO法人富士山世界遺産国民会議運営委員長）

パネリスト:岡橋　純子(おかはし じゅんこ) 氏（聖心女子大学教授）
織　朱實(おり あけみ) 氏（上智大学大学院教授）
近藤　光一(こんどう こういち) 氏（株式会社合力代表）

４　対象・定員
どなたでも応募可・定員100名程度（先着）

５　参加費
無料（交通費などは参加者の御負担となります）

６　応募方法
➀氏名、➁連絡先(電話番号及び電子メールアドレス)、➂同伴者氏名（最大４名）を記入の上、サイト内下部の「一般参加お申し込み
フォーム」より御応募ください。

７　応募締切
令和５年６月９日（金）まで（定員に達した時点で締切）

８　問合せ先
      静岡県スポーツ・文化観光部　富士山世界遺産課　　【電話】054-221-3747

  

https://fujisan-10th.jp


提 供 日 2023/05/01

タイトル 静岡県職員再採用選考試験（キャリアリターン採用試
験）が新たにスタートします

担　　当 経営管理部 行政経営局人事課

連 絡 先 人事班

TEL 054-221-2016

　過去に静岡県職員として一定期間の勤務実績があり、結婚・出産・育児・介護・転職などの事情により一度退職された方を対象
として、再度、県職員に採用する試験（キャリアリターン採用試験）を今回新たに開始します。

１　受付期間、試験日

受付期間 　令和５年５月８日（月）～令和５年９月30日（土）

試験日 　応募者と調整の上、随時実施

２　募集職種、採用予定人数

募集職種 採用予定人数

一般行政、心理、獣医師、薬剤師、農業、工業研究、
職業訓練指導員、土木、農業土木、林業 各職種 若干名

※採用者数が採用予定数に達した時点で、以降の募集及び採用選考を中止します。
※原則として退職時の職種で採用します。

３　勤務場所、職務内容

　　本庁各課及び出先機関等において、各職種に応じた職務に従事

４　受験資格

　　以下の要件のすべてを満たす者
　　・結婚、出産・育児、介護、転職などの事情により静岡県職員を退職した者
　　　（勧奨を受けて退職した職員を除く）
　　・静岡県の知事部局の職員としての実務経験（会計年度任用職員、任期付職員
　　　等は除く）を５年以上有する者（ただし、休職、停職、育児休業、配偶者同
　　　行休業、自己啓発休業等の期間は実務経験から除く）
　　・昭和38年４月２日以降に生まれた者
　　・平成24年度以降に静岡県職員を退職した者

５　試験の方法

　　口述試験及び県職員として在職時の勤務成績により選考を行います。

６　採用予定日

　　令和６年４月１日
　　（ただし、欠員の状況等により令和５年度中に採用する場合があります。）



提 供 日 2023/05/02

タイトル みんなで仲良くお芋を植えよう！
岩松幼稚園・岩松保育園の園児がサツマイモの
定植を行います

担　　当 経済産業部 富士農林事務所農村整備課

連 絡 先 農村計画班

TEL 0545-65-2201

【美農里プロジェクト】【美しく品格のある邑】

みんなで仲良くお芋を植えよう！
岩松幼稚園・岩松保育園の園児がサツマイモの定植を行います

１　要旨
　県が推進する「ふじのくに美農里(みのり)プロジェクト」に取り組む「岩本山とかりがね堤を
守る会」の協力のもと、岩松幼稚園・岩松保育園の園児35人がサツマイモの定植を行います。
　この活動は、今年から、遊休農地の活用と園児への食育活動場所の提供を目的に行われます。
秋には、同団体によりサツマイモ堀りも開催予定です！

２　概要

日　時 令和５年５月11日(木)午前９時30分～午前10時15分

場　所 富士市岩松1963番地　　対象面積：297ｍ²

主催者 岩本山とかりがね堤を守る会

参加者 岩松幼稚園の園児20人、岩松保育園の園児15人

備　考 新型コロナウイルス感染症対策を十分にとったうえで開催します。

３　取材について
　取材の許可は得られております。取材を希望される方は現地に直接お越しください。

■「ふじのくに美農里プロジェクト」とは？
　静岡県における多面的機能支払交付金に基づいた活動の愛称です。静岡県では平
成19年度からプロジェクトに取り組み、地域の農業を守り、美しい景観や、多様な
生態系をはぐくむ農地や農業用施設を保全し、未来につなぐ地域ぐるみの活動を支
援しています。令和５年３月末時点で237の組織が活動しています。

■「ふじのくに美しく品格のある邑」とは？
　静岡県では、農業や美しい景観、地域に伝わる文化・伝統などの県民共有の財
産でもある地域資源を保全・活用し、次世代に継承する活動を行う集落等を「美
しく品格のある邑(むら)」として登録し、情報発信や知事顕彰を行っています。
令和５年３月末時点で153の地域が認定されています。

■岩本山とかりがね堤を守る会
　「岩本山とかりがね堤を守る会」は、平成24年に「ふじのくに美農里プロジェクト」の活動組
織として設立され、同時に、活動地域一帯が「ふじのくに美しく品格のある邑」に登録されまし
た。同団体は、農地や農道の草刈り、農業用施設の点検や補修のほか、ヒマワリやソバなどの景
観植物の植栽等によって、遊休農地の活用や農業用施設の保全を行い、良好な地域環境・農村環
境の形成に尽力しています。
　この地域は、平成24年にふじのくに美しく品格のある邑に登録されました。



提 供 日 2023/05/02

タイトル 第61回静岡ホビーショーにおける「小中高校生招待
日」の開催及び知事視察

担　　当 経済産業部 商工業局地域産業課

連 絡 先 地域産業班

TEL 054-221-2520

　静岡ホビーショーにおける「小中高校生招待日」を開催します

　第61回静岡ホビーショーにおいて、「小中高校生招待日」を開催します。
　本事業は、子供たちにプラモデルを通じて「ものづくり」の素晴らしさを体感してもらうことを目的として、令和元年に初開催
し、昨年に引き続き３回目の開催となります。
　なお、当日、午前９時30分から知事が視察を行います。

１　日時　　　　令和５年５月12日（金）午前９時～午後５時
　　　　　　　　　　　　　　　　
２　会場　　　　ツインメッセ静岡（静岡市駿河区曲金３丁目１番10号）

３　参加人数　　小中高校生　約3,700人（57校）

４　内容　　　　・静岡ホビーショーの見学（出展：95企業・団体）
　　　　　　　　・製造工程見学、模型製作体験　等

５　知事視察　　午前９時30分～午前10時30分
　　　　　　　　※ツインメッセ静岡・北館及び南部体育館（RCカーフェスティ
　　　　　　　　　バル）を視察予定

６　主催　　　　静岡模型教材協同組合

７　問合せ先　　静岡模型教材協同組合事務局　TEL：054-287-5931

＜参考＞第61回静岡ホビーショー開催概要
　静岡ホビーショーは、プラモデル出荷額の国内シェア９割を誇る静岡県で、毎年５月に開催される国内最大級のプラモデルや鉄
道模型などの見本市。
　毎年６万人以上が来場し、展示作品数１万点で、国内はもとより海外からもマニアが集結し、経済波及効果は87億円（平成28年
度開催実績から静岡市が試算）と地域経済に大きな影響をもたらしている。
　今回の出展数は95企業・団体で、昨年度の82企業・団体を大きく上回る見込み。
　
　【開催日時】
　業者招待日　　　：５月10日（水）、11日（木）午前９時30分～午後４時30分
　小中高校生招待日：５月12日（金）　　　　　　午前９時～午後５時
　一般公開日　　　：５月13日（土）、14日（日）午前９時～午後５時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（最終日は午後４時まで）
　
※WEBによる事前申請が必要です。
　URL：https://www.hobby-shizuoka.com/info/media.html
　取材希望の方で、事前の申請をされていない方は、会場総合受付にお越しください。

https://www.hobby-shizuoka.com/info/media.html


提 供 日 2023/05/02

タイトル 新型コロナウイルス感染症患者の死亡について

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班

TEL 054-221-2459

新型コロナウイルス感染症患者の死亡について（県内1407例目）

新型コロナウイルス感染症の患者１名の死亡が確認されたとの報告がありました。

お亡くなりになられた患者様に対し、謹んで哀悼の意を表しますとともに、御遺族
の皆様には心よりお悔やみ申し上げます。

病状等の詳細につきましては、御遺族の意向により公表を差し控えさせていただき
ます。
また、報道に際しましては、患者様及び御遺族の皆様の人権の尊重並びに個人情報
の保護に御配慮をお願いします。



提 供 日 2023/05/02

タイトル 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班

TEL 054-221-2459

※本情報提供は、感染症予防・感染拡大防止の啓発目的に行うものです。
※報道機関各位におかれましては、患者等の個人に係る情報について、プライバシー保護等の観点から、提供資料の範囲内での報道に、格段の御配慮をお願
いします。
※県民の皆様におかれましては、患者・御家族の人権尊重・個人情報保護に御理解と御配慮をお願いします。

１ 　 本日の新規感染者数（ 政令市発表分を含む）

２ 　 本日の新規感染症患者等の年代別人数（ 県発表分のみ）

３ 　 コ ロナ患者受入病院の地域別及び重症者の病床占有率（ 本日正午現在）

※県全体、重症者欄のかっこ内は、施設数
＊本日の確保病床数（424床）と入院者総数（32人）を比較した病床占有率は7.5％
このほか、コロナ患者受入病院以外の入院者数は0名です。

４ 　 県内宿泊療養施設の入居状況（ 本日正午現在）

区分 施設数 総客室数 療養者用
客室数（Ａ）

入居者数 
（Ｂ）

占有率
Ｂ/Ａ

室数等 1施設 135室 135室 ２人 1.5％

５ 　 新型コ ロナウイ ルスワク チンの接種実績（ 前日時点）



提 供 日 2023/05/02

タイトル 新型コロナウイルス感染症の５類移行に伴う今後の感
染者情報等の公表について

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班

TEL 054-221-2459

新型コロナウイルス感染症が５月８日から感染症法上の５類感染症に移行することに伴い、感染者情報等の公
表方法・内容を５月９日から変更します。

１ 　 公表方法・ 内容の変更の概要
　５類感染症に移行することに伴い、現在、毎日公表している新型コロナウイルス感染症患者等の発生について、以下のとおり変
更します。

（ １ ） 毎日の公表から 週１ 回（ 金曜日） の公表に変更し ます
　・５月７日をもって感染症法に基づく毎日の全数把握は終了し、あらかじめ指定した医療機関（県内139か所）による週１回の
感染動向把握（定点把握）に変更することから、５類移行後の感染者数等の情報の公表については、週１回に変更します。
　・毎週金曜日14時に以下の静岡県のホームページで公表します。
　　（原則、記者提供は行いません）
　　　https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/covid19/kansenjoukyou/1053777/index.html

（ ２ ） 変更時期
　　現行の公表：令和５年５月８日（月曜日）をもって終了
　　５類移行後の公表：令和５年５月12日（金曜日）から毎週金曜日に公表

（ ３ ） 公表内容

　

https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/covid19/kansenjoukyou/1053777/index.html


提 供 日 2023/05/02

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第51報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 感染症対策課

TEL 054-221-2986

記者提供参考資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和５年５月２日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第51報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：054-221-2986 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第51報（５月１日受付分）】 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 こども園 熱海市 76 3 1 32 11 11 5月1日 ～ 5月
2 中学校 浜松市中区 231 9 1 32 8 8 5月2日 ～ 5月
3 小学校 浜松市中区 658 26 1 31 13 8 5月2日 ～ 5月
4 小学校 浜松市北区 517 21 1 30 13 12 5月2日 ～ 5月

本日合計 １中学校、２小学校、１こども園 4 125 45 39
１５２施設

本日までの累
計（実数） （ １３高等学校、　３５中学校、　８５小学校、　８幼稚園、

　６保育所、　３こども園、　２特別支援学校、　０高等専門学校）
272 7,890 2,548 2,424

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲
されています。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入してい
ます。 　 　 　 　 　 　 　
＊発生報告については、全国一律に令和４年９月５日から新しいシーズンとして集計・公表して
います。 　

　
　 　 　 　 　

＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は
咳のいずれか１つ以上）」）を対象としています。 　

　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊小中一貫学校は初等部を小学校、中等部を中学校として計上しています。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊前回の発表・・・令和５年５月１日（駿東郡小山町中学校） 　



提 供 日 2023/05/02

タイトル 「今こそ しずおか　元気旅（全国旅行支援）バス旅行
促進キャンペーン」を開催します！

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光交流局観光振興課

連 絡 先 観光振興班

TEL 054-221-3637

今こそ しずおか 元気旅（全国旅行支援）の貸切バスを利用した旅行に参加して応募

静岡県特産品が300名様に当たるキャンペーンを開催します！
静岡県では、コロナ禍で減少した団体旅行の更なる回復を図るため、新たに、静岡県特産品（5,000円相当）が300名様に当たる「今こそ し

ずおか　元気旅（全国旅行支援）バス旅行促進キャンペーン」を開催します。「今こそ しずおか 元気旅（全国旅行支援）」で、静岡県をお得に
旅行し、ぜひ、キャンペーンに御参加ください。



提 供 日 2023/05/02

タイトル 廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づく措置命令
を発出しました

担　　当 くらし・環境部 環境局廃棄物リサイクル課

連 絡 先 不法投棄対策班

TEL 054-221-3810

廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づく措置命令を発出しました。

１　要　旨
　掛川市横須賀字早稲ケ谷地先の土地において、産業廃棄物を不適正に処分した法人等に対し、県は廃棄物の処理及び清掃に関す
る法律(以下「法」という。）第19条の５第１項に基づき措置命令を発出しました。
 
２　措置命令の概要
     

区　分 内　　　容

被命令者

(1)　掛川市西大渕6408番地の142　

オシリス株式会社（旧 遠州ＥＧＧ株式会社）
(2)　上記(1)法人の前代表取締役

命令内容 掛川市横須賀字早稲ケ谷2531番及び同2528番の土地に堆積する産業廃棄

物及び当該土地から流出した産業廃棄物について全量撤去し、法第12条

第１項の規定を遵守し適正に処理すること。

命令日 令和５年５月２日

履行期限 令和６年11月４日

根拠条文 法第19条の５第１項

措置を命じ
た理由

本件区域に産業廃棄物（鶏ふん）を当該法人の業務活動の一環として処

分した行為は、法第12条に規定される産業廃棄物処理基準である法施行

令第６条第１項第３号で準用する同第３条第１号イ(1)「廃棄物が飛散

し、及び流出しないようにすること」に適合していない。当該処分行為

により、産業廃棄物が更に流出し、河川の水質汚濁等の生活環境保全上

の支障が生じるおそれがあると認められるため。

    



提 供 日 2023/05/03

タイトル 新型コロナの自己検査で、陽性となった方の登録は、
5月7日（日）10:00で終了します

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策推進課

連 絡 先 機動第4班

TEL 054-221-2727

　 １ 　 概要
　　　県では、医療機関の医療ひっ迫状況の解消を目的として、「自己検査・療養
　　受付センター」を、令和4年8月10日から設置していました。
　　　新型コロナウイルス感染症の５類感染症への位置付けの変更に伴い、以下
　　のとおり登録を終了します。
　　
　　※「自己検査・療養受付センター」は、抗原定性検査キット等の自己検査で陽
　　　性となった方で、重症化リスクの低い方などが、本センターの「自己検査・
　　　療養受付サイト」に自分の情報を登録することで、医療機関を受診すること
　　　なく、新型コロナの陽性患者として、公的支援を受けることができる仕組み
　　　です。

　 ２ 　 自己検査・ 療養受付センタ ーの登録の終了日時

　　　令和５年５月７日（日）10:00まで

　　　※この日時までに適正に登録された場合、医師が診断し、当日中に診断結果
　　　　を本人あて連絡します。
　　　※コールセンターは、５月７日（日）17:00で終了します。
　　　※県のホームページでも、終了した旨の案内を掲載しています。
　　【県ホームページ】（「静岡県　自己検査」でも検索できます。）
　　　https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/covid19/kojin/1053084/1043436.html

　 ３ 　 登録サイ ト 終了後に、 自己検査で陽性結果が出た場合

　　　薬局等で購入した抗原定性検査キット等で陽性の結果が出た方のうち、解熱
　　剤の処方や症状が重いなどで医療機関の受診を希望する方は、かかりつけ医や
　　発熱等診療医療機関を受診してださい。

　　※発熱等診療医療機関の一覧
　　【県ホームページ】（「静岡県　発熱」でも検索できます。）
　　　https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/covid19/kojin/1053084/1024340.html

https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/covid19/kojin/1053084/1043436.html
https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/covid19/kojin/1053084/1024340.html


提 供 日 2023/05/03

タイトル 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班

TEL 054-221-2459

※本情報提供は、感染症予防・感染拡大防止の啓発目的に行うものです。
※報道機関各位におかれましては、患者等の個人に係る情報について、プライバシー保護等の観点から、提供資料の範囲内での報道に、格段の御配慮をお願
いします。
※県民の皆様におかれましては、患者・御家族の人権尊重・個人情報保護に御理解と御配慮をお願いします。

１ 　 本日の新規感染者数（ 政令市発表分を含む）

２ 　 本日の新規感染症患者等の年代別人数（ 県発表分のみ）

３ 　 コ ロナ患者受入病院の地域別及び重症者の病床占有率（ 本日正午現在）

※県全体、重症者欄のかっこ内は、施設数
＊本日の確保病床数（424床）と入院者総数（33人）を比較した病床占有率は7.8％
このほか、コロナ患者受入病院以外の入院者数は0名です。

４ 　 県内宿泊療養施設の入居状況（ 本日正午現在）

区分 施設数 総客室数 療養者用
客室数（Ａ）

入居者数 
（Ｂ）

占有率
Ｂ/Ａ

室数等 1施設 135室 135室 １人 0.7％



提 供 日 2023/05/04

タイトル 新型コロナウイルス感染症患者当の発生について

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班

TEL 054-221-2459

※本情報提供は、感染症予防・感染拡大防止の啓発目的に行うものです。
※報道機関各位におかれましては、患者等の個人に係る情報について、プライバシー保護等の観点から、提供資料の範囲内での報道に、格段の御配慮をお願
いします。
※県民の皆様におかれましては、患者・御家族の人権尊重・個人情報保護に御理解と御配慮をお願いします。

１ 　 本日の新規感染者数（ 政令市発表分を含む）

２ 　 本日の新規感染症患者等の年代別人数（ 県発表分のみ）

３ 　 コ ロナ患者受入病院の地域別及び重症者の病床占有率（ 本日正午現在）

※県全体、重症者欄のかっこ内は、施設数
＊本日の確保病床数（424床）と入院者総数（33人）を比較した病床占有率は7.8％
このほか、コロナ患者受入病院以外の入院者数は0名です。

４ 　 県内宿泊療養施設の入居状況（ 本日正午現在）

区分 施設数 総客室数 療養者用
客室数（Ａ）

入居者数 
（Ｂ）

占有率
Ｂ/Ａ

室数等 1施設 135室 135室 １人 0.7％



提 供 日 2023/05/05

タイトル 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班

TEL 054-221-2459

※本情報提供は、感染症予防・感染拡大防止の啓発目的に行うものです。
※報道機関各位におかれましては、患者等の個人に係る情報について、プライバシー保護等の観点から、提供資料の範囲内での報道に、格段の御配慮をお願
いします。
※県民の皆様におかれましては、患者・御家族の人権尊重・個人情報保護に御理解と御配慮をお願いします。

１ 　 本日の新規感染者数（ 政令市発表分を含む）

２ 　 本日の新規感染症患者等の年代別人数（ 県発表分のみ）

３ 　 コ ロナ患者受入病院の地域別及び重症者の病床占有率（ 本日正午現在）

※県全体、重症者欄のかっこ内は、施設数
＊本日の確保病床数（424床）と入院者総数（33人）を比較した病床占有率は7.8％
このほか、コロナ患者受入病院以外の入院者数は0名です。

４ 　 県内宿泊療養施設の入居状況（ 本日正午現在）

区分 施設数 総客室数 療養者用
客室数（Ａ）

入居者数 
（Ｂ）

占有率
Ｂ/Ａ

室数等 1施設 135室 135室 １人 0.7％



提 供 日 2023/05/06

タイトル 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班

TEL 054-221-2459

※本情報提供は、感染症予防・感染拡大防止の啓発目的に行うものです。
※報道機関各位におかれましては、患者等の個人に係る情報について、プライバシー保護等の観点から、提供資料の範囲内での報道に、格段の御配慮をお願
いします。
※県民の皆様におかれましては、患者・御家族の人権尊重・個人情報保護に御理解と御配慮をお願いします。

１ 　 本日の新規感染者数（ 政令市発表分を含む）

２ 　 本日の新規感染症患者等の年代別人数（ 県発表分のみ）

３ 　 コ ロナ患者受入病院の地域別及び重症者の病床占有率（ 本日正午現在）

※県全体、重症者欄のかっこ内は、施設数
＊本日の確保病床数（425床）と入院者総数（34人）を比較した病床占有率は8.0％
このほか、コロナ患者受入病院以外の入院者数は0名です。

４ 　 県内宿泊療養施設の入居状況（ 本日正午現在）

区分 施設数 総客室数 療養者用
客室数（Ａ）

入居者数 
（Ｂ）

占有率
Ｂ/Ａ

室数等 1施設 135室 135室 １人 0.7％



提 供 日 2023/05/07

タイトル 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班

TEL 054-221-2459

※本情報提供は、感染症予防・感染拡大防止の啓発目的に行うものです。
※報道機関各位におかれましては、患者等の個人に係る情報について、プライバシー保護等の観点から、提供資料の範囲内での報道に、格段の御配慮をお願
いします。
※県民の皆様におかれましては、患者・御家族の人権尊重・個人情報保護に御理解と御配慮をお願いします。

１ 　 本日の新規感染者数（ 政令市発表分を含む）

２ 　 本日の新規感染症患者等の年代別人数（ 県発表分のみ）

３ 　 コ ロナ患者受入病院の地域別及び重症者の病床占有率（ 本日正午現在）

※県全体、重症者欄のかっこ内は、施設数
＊本日の確保病床数（425床）と入院者総数（34人）を比較した病床占有率は8.0％
このほか、コロナ患者受入病院以外の入院者数は0名です。

４ 　 県内宿泊療養施設の入居状況（ 本日正午現在）

区分 施設数 総客室数 療養者用
客室数（Ａ）

入居者数 
（Ｂ）

占有率
Ｂ/Ａ

室数等 1施設 135室 135室 1人 0.7％



提 供 日 2023/05/08

タイトル 物品調達等及び一般業務委託等に係る入札参加停止

担　　当 出納局用度課物品班、知事直轄組織デジタル戦略局電

子県庁課技術管理班 

連 絡 先

TEL 物品班054-221-2138､技術管理班054-221-3218

物品調達等及び一般業務委託等に係る入札参加停止

不正又は不誠実な行為等の再発を防止し、受注者としてふさわしくないものを入札から排除し反省を促すため、本県は、物品調達等及び一般業務委
託に係る入札参加停止基準第２条第７号の規定等に基づき、以下のとおり、下記業者に対し、入札参加停止を行いました。（１件１者）

１　入札参加停止の内容
(1)物品調達等及び一般業務委託に係る入札参加停止基準第２条第７号に該当する。
(2)静岡県情報システム開発等の業務委託に係る入札参加資格の停止基準第２条第７号に該当する。

　２　措置対象業者及び停止期間
項目 措置対象業者 停止期間

商　　　号 三菱電機株式会社
代表者氏名 代表執行役　漆間　啓
本店所在地 東京都千代田区丸の内２－７－３

１か月

　　
　３　入札参加停止の理由

　登録に係る業務の実施の方法によらないで点検業務を行い、また、無線局の検査のために作成する点検結果を記載した書類（点検結果通知書）
を事実と異なる内容で免許人へ通知したとして、令和５年３月17日に総務省関東総合通信局から、電波法に基づく業務停止命令を受けたことによ
る。

　４　停止期間の始期及び終期
　　　　令和５年５月９日から令和５年６月８日まで

　５　該当要綱
要綱等 措置要件 措置期間

(1)

物品調達等及び一般業務
委託に係る入札参加停止
基準第２条第７号

業務に関し法令に違反し、又は不正若
しくは不誠実な行為をしたために、契約
の相手方として不適当であると認められ
るとき。

１か月以上９
か月以内

(2)

静岡県情報システム開発
等の業務委託に係る入札
参加資格の停止基準第２
条第７号

業務に関し法令に違反し、又は不正若
しくは不誠実な行為をしたために、業務
委託の契約の相手方として不適当であ
ると認められるとき。

１か月以上９
か月以内

　
　６　その他

要綱等 担当課 電話番号

(1)
物品調達等及び一般業務
委託に係る入札参加停止
基準第２条第７号

出納局用度課 054-221-2138

(2)

静岡県情報システム開発
等の業務委託に係る入札
参加資格の停止基準第２
条第７号

知事直轄組織デジタル戦略局
電子県庁課

054-221-3218



提 供 日 2023/05/08

タイトル 地域のプロバスケットボール選手と交流活動を行いま
す！

担　　当 教育委員会 清水特別支援学校

連 絡 先 教頭　松浦

TEL 054-368-6800

プロバスケットボールチーム「ベルテックス静岡」の選手と
交流活動を行います！

　清水特別支援学校では、スポーツや地域への興味関心を深めることを目的として、静岡市をホームとするプロバスケットボール
チーム「ベルテックス静岡」の２選手をお招きし、プロの技術を見たり、生徒たちが５対１で本気の勝負を挑んだりする交流活動
を行います。
　また、当日に向けて応援グッズの作成、バスケットボールやチアリーディングの練習を行います。

１　開催日時
　　令和５年５月15日（月）
　　10時00分～11時40分

２　会　　場
　　静岡県立清水特別支援学校体育館
　　（住所：静岡市清水区八坂東１－16－１）

３　参加者
　　生徒　64人（中学部１、２、３年生）
　　教師　26人

４　その他
　　取材可。取材の際には、５月11日（木）16時までに清水特別支援学校へご連絡
　ください。

５　問い合わせ先
　　静岡県立清水特別支援学校
　　電話：054-368-6800
　　担当：教頭　松浦

「有徳の人づくり」を進めています。
静  岡  県  教  育  委  員  会　



提 供 日 2023/05/08

タイトル 令和３・４年度静岡県家庭教育実態調査の公表
～家庭教育における保護者の実態～

担　　当 教育委員会 社会教育課

連 絡 先 地域家庭班

TEL 054-221-3162

令和３・４年度静岡県家庭教育実態調査の公表
～　家庭教育における保護者の実態　～

１　概要

　時代の変化に対応した家庭教育支援を行っていくため、令和３年度から４年度にかけて10年ぶりに静岡県家庭教育実態調査を実
施しました。このたび、結果をとりまとめましたので公表します。

２　調査方法

　インターネット調査、選択方式、令和３年度：全24問、令和４年度：全21問
調査時期 調査対象 回答数（調査対象）

 令和３年８～９月  乳児・幼児の保護者  1,721（4,486人）
 令和４年７～８月  小学校３、４年生の保護者  2,136（15,321人）
 令和４年９～10月  中学校１、２年生の保護者  2,369（20,085人）

３　実態調査結果からわかった家庭教育における保護者の実態

○家庭教育（しつけ等）ができていないと感じるのは、乳幼児をもつ親に多い。
○多くの親が、しかることよりもほめることの難しさを感じている。
○小学生の親は、子どもと接することの必要性を特に感じている。
○中学生の親は、スマホやネット等の使い方に不安を感じている。
○ほめることがうまくできないと感じている親ほど、悩みや不安を感じやすい。
○多くの親が、相談相手として同年代の保護者を希望している。

４　今後の対応

・今後の取組の参考とするよう、各市町に対し調査結果を周知する。
・福祉部局や幼児教育関係者等と連携して、未就学児の保護者に対する家庭教育支援を推進していく。
・「つながるシート」を活用した交流会型の家庭教育講座のような保護者同士をつなげていく試みを推進していく。
・時代のニーズに沿ったテーマとなるよう「つながるシート」の見直しを行う。

※「静岡県家庭教育実態調査報告」及び「つながるシート」の詳細については、下記URLを御覧ください。
調　査　報　告：https://www.pref.shizuoka.jp/kodomokyoiku /shogaigakushu /kateikyoiku /1040796/1003932/1031978 .html
つながるシート：https://www.pref.shizuoka.jp/kodomokyoiku /shogaigakushu /kateikyoiku /1040796/1003935/1031986 .html

 調査報告                         つながるシート
「有徳の人づくり」を進めています。
　静　岡　県　教　育　委　員　会　

https://www.pref.shizuoka.jp/kodomokyoiku/shogaigakushu/kateikyoiku/1040796/1003932/1031978.html
https://www.pref.shizuoka.jp/kodomokyoiku/shogaigakushu/kateikyoiku/1040796/1003935/1031986.html


提 供 日 2023/05/08

タイトル 第２回議会運営世話人会議の開催

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議会事務局　議事課

TEL 054-221-2555

　５月19日開催予定の県議会臨時会について協議するため、下記のとおり第２回
議会運営世話人会議を開催する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　記
　
■日　　時　令和５年５月12日(金)　午前10時30分から

■場　　所　議会運営委員会室（静岡県庁本館３階）

■協議事項　令和５年５月臨時会について
    
【参考】議会運営世話人会議の概要

　・一般選挙後、組織議会までの間における議会の運営に関する協議又は調整
　を行う。

　・構成員：12人

座　　　長   和　田　篤　夫（自民改革会議）

世　話　人

　植　田　　　徹（自民改革会議）

  天　野　　　一（自民改革会議）

　相　坂　摂　治（自民改革会議）

  佐　地　茂　人（自民改革会議）

  落　合　愼　悟（自民改革会議）

  河原崎      聖（自民改革会議）

　中　谷　多加二（自民改革会議）

　良　知　駿　一（ふじのくに県民クラブ）

　阿　部　卓　也（ふじのくに県民クラブ）

　田　内　浩　之（ふじのくに県民クラブ）

　盛　月　寿　美（公明党静岡県議団）



提 供 日 2023/05/08

タイトル 【参加者募集】御前崎港視察会参加者の募集

担　　当 交通基盤部 港湾局港湾振興課

連 絡 先 港湾物流促進班

TEL 054-221-3779

令和５年度「御前崎港視察会」参加者を募集中です
　
　御前崎港ポートセールス実行委員会（委員長：静岡県知事）では、御前崎港の一層の
利用促進と物流への理解を深めていただくことを目的として、「御前崎港視察会」を
開催します。
　現在、御前崎港の利用を検討している荷主企業様等を対象に参加者を募集中です。
　　　
　　　　

１　開催日時
　　令和５年５月31日(水)、６月14日(水)、６月28日(水)　11時～15時　※各回共に同一内容です

２　会場
　(1)説明会：御前崎市観光物産館１階展示スペース（御前崎市港6099-1）
　(2)視察会：御前崎港内各所

３　募集人数
　　各回40名（御前崎港の利用を検討されている又は利用中の荷主・企業等担当者様）

４　内容
（1）説明会　　11時～　　　　　　　　※開催日により一部内容を動画等で行います。

内容 説明者等
主催者挨拶 御前崎港ポートセールス実行委員会副委員長 ※
御前崎港の紹介 御前崎港管理事務所
コンテナ航路等利用助成 御前崎港振興会
御前崎港の通関事務 清水税関支署御前崎出張所 ※
航路サービスの紹介 OOCL日本支社、CMA CGM JAPAN(株)、商船三井フェリー(株)※
 

（2）視察　　13時10分～
　バスで御前崎港国際コンテナターミナルを中心に港内を視察します。
　※天候等の状況により、内容が変更となる場合があります。

５　申込方法・申込先
　　 申込書 に 必要事項 を 記載 の 上 、 ５ 月17 日 （ 水 ） までにをメール 、ＦＡＸ 等 でお 送 り 下 さい 。
　　　御前崎港ポートセールス実行委員会事務局（御前崎港管理事務所内）
　　　メール：omaezakiport@po.across.or.jp　　FAX：0548-63-2173
　　　TEL：0548-63-2567（担当：松下、中島）（平日 9時～17時）
　　　　※募集定員に達した際、他の開催日に変更をお願いする場合があります。

６　その他
　・参加費は無料です。（当日は昼食をご用意します）
　・会場に駐車場のご用意があります。また、浜松駅・掛川駅からシャトルバスもあります。
　・ 御前崎港 の 利用 を 検討 されている 方 （ 又 は 利用中 ） 以外 の 方 の 申込 はご 遠慮 ください 。
　・本視察会への取材を希望される際は、取材希望日の前日までに御前崎港ポートセール
　　ス実行委員会（TEL：0548-63-2567）へお電話でご連絡ください。

【参考】昨年度開催時の風景

   

  

mailto:omaezakiport@po.across.or.jp


提 供 日 2023/05/08

タイトル 工事請負契約等に係る入札参加停止

担　　当 交通基盤部 建設経済局建設業課

連 絡 先 建設業班

TEL 054-221-3059

工事請負契約等に係る入札参加停止

贈賄等の再発を防止し、受注者としてふさわしくないものを入札から排除し反省を促すため、本県は、静岡県工事請負契約等に係る入札参加停止等
措置要綱第２条第１項の規定等に基づき、以下のとおり、入札参加停止を行いました。（４件４者）

【１】
　１　入札参加停止の内容

静岡県工事請負契約等に係る入札参加停止等措置要綱別表第２第３号（贈賄）に該当する。

　２　措置対象業者及び停止期間
項目 措置対象業者 停止期間

商　　　号 株式会社増岡組 １か月
代表者氏名 代表取締役社長　増岡　聡一郎
本店所在地 広島県広島市中区鶴見町4-25

　
　３　入札参加停止の理由

株式会社増岡組の使用人は、広島県発注の広島県立高校改修工事の入札において、同県職員が予定価格を伝え、その謝礼としてスポーツ観戦
チケットを渡したとして、令和５年２月22日、公契約関係競売等妨害と贈賄の疑いで広島県警に逮捕され、同年３月15日、公契約関係競売等妨害及び
贈賄の罪で起訴された。

　４　停止期間の始期及び終期
　　　令和５年５月９日から令和５年６月８日まで

【２】
　１　入札参加停止の内容

(1) 静岡県工事請負契約等に係る入札参加停止等措置要綱別表第２第10号（不正又は不誠実な行為）に該当する。
(2) 物品調達等及び一般業務委託に係る入札参加停止基準第２条第７号（不正又は不誠実な行為）に該当する。

　２　措置対象業者及び停止期間
項目 措置対象業者 停止期間

商　　　号 株式会社フソウ １か月
代表者氏名 代表取締役　角　尚宣
本店所在地 香川県高松市郷東町792-8

　
　３　入札参加停止の理由

株式会社フソウの取締役らは、平成30年８月６日に行われた埼玉県三郷市発注の配水場機械設備更新等工事の一般競争入札において、同市水
道部の主幹兼係長から、秘密事項である予定価格に近い金額を事前に入手して落札し、その謝礼として、飲食やゴルフ等、７回にわたる約11万円相
当の接待を行った。

なお、同社取締役らの贈賄罪は公訴時効が成立しているが、同市水道部の主幹兼係長が官製談合防止法違反と加重収賄の疑いで令和４年12月
に逮捕され、その公判において本件事実が明らかになった。

　４　停止期間の始期及び終期
令和５年５月９日から令和５年６月８日まで

【３】
　１　入札参加停止の内容

静岡県工事請負契約等に係る入札参加停止等措置要綱別表第２第10号（不正又は不誠実な行為）に該当する。

　２　措置対象業者及び停止期間
項目 措置対象業者 停止期間

商　　　号 株式会社フジタ １か月
代表者氏名 代表取締役社長　奥村　洋治
本店所在地 東京都新宿区西新宿4－32－22

　
　３　入札参加停止の理由

株式会社フジタの従業員は、防衛省沖縄防衛局発注の「石垣島（３）宿舎新設建築工事（その１）」において、令和５年３月31日、石垣簡易裁判所か
ら、労働安全衛生法違反で罰金刑の略式命令を受けた。

　４　停止期間の始期及び終期
令和５年５月９日から令和５年６月８日まで

【４】
　１　入札参加停止の内容

静岡県工事請負契約等に係る入札参加停止等措置要綱別表第２第10号（不正又は不誠実な行為）に該当する。

　２　措置対象業者及び停止期間
項目 措置対象業者 停止期間

商　　　号 株式会社ナカヤ １か月
代表者氏名 代表取締役　守屋　祐弥
本店所在地 磐田市国府台7-21トワール国府台101

　
　３　入札参加停止の理由

中部地方整備局発注の「令和３年度　天竜川飯田地区樹木伐開工事」において、令和４年10月12日、不整地運搬車が河川内で横転した状態で見
つかり、作業員が運転席で発見されたが、その後死亡が確認された事故に関し、浜松簡易裁判所は、令和５年４月11日、労働安全衛生法違反で株式
会社ナカヤ及び同社現場責任者に罰金20万円の略式命令を行った。

　４　停止期間の始期及び終期
令和５年５月９日から令和５年６月８日まで

（参考）　　静岡県工事請負契約等に係る入札参加停止等措置要綱別表第２第３号



措置要件 措置期間
次のイ、ロ又はハに掲げる者が県外の他の公共機関の職員に
対して行った贈賄の容疑により逮捕され、又は逮捕を経ないで
公訴を提起されたとき。
イ　代表役員等
ロ　一般役員等
ハ　使用人

１か月以上９か月以内

　　静岡県工事請負契約等に係る入札参加停止等措置要綱別表第２第10号
措置要件 措置期間

業務に関し不正又は不誠実な行為をし、工事等の契約の相手
方として不適当であると認められるとき。

１か月以上９か月以内

　　物品調達等及び一般業務委託に係る入札参加停止基準第２条第７号
措置要件 措置期間

業務に関し法令に違反し、又は不正若しくは不誠実な行為をし
たために、契約の相手方として不適当であると認められるとき。

１か月以上９か月以内



提 供 日 2023/05/08

タイトル ふじのくに農山漁村ときめき女性ポータルサイトの改
ざんについて

担　　当 経済産業部 農業局農業ビジネス課

連 絡 先 担い手育成・支援班

TEL 054-221-2754

１　要旨
　・令和４年12月３日（土）、県が運営する農山漁村で活躍する女性の情報などを発信する「ふじのくに農山漁村ときめき女性

ポータルサイト」が不正アクセスを受け、一時、同サイトが閲覧できなくなる等の被害が発生した。個人情報流出等の被害
は確認されていない。

　・同サイトは、外部のサーバーで運用していたが、同サイトは閉鎖し、今後は県庁のサーバーで運用していく。
　・なお、被害のあったことを県警サイバー犯罪対策課に連絡（情報提供）した。

２　被害
　・本来のホームページが正常に表示されなくなる。
　・訪問者が外部ＷＥＢサイトに遷移される。
　　※個人情報流出等の被害は確認されていない。

３　対応
　・同ポータルサイトは、不正アクセスによる被害を復旧させた後、閉鎖。
　・今後は県庁のサーバーでの運用に切替え。
　・被害のあったことを県警（サイバー犯罪対策課）に連絡。
　・農山漁村ときめき女性やときめきメールマガジン登録者に対して状況を説明し、被害の有無を確認するとともに謝罪。

４　経過
年月日 内容

令和４年12月３日 サイトへの不正アクセル発生
（ＨＰ管理会社からの調査報告より）

令和４年12月16日 農業ビジネス課職員がアクセス障害を確認。
ＨＰ管理会社に連絡

令和４年12月20日 不正ファイルを削除。
改ざんされたファイルを復旧

令和５年１月19日 同上（削除、復旧が不十分であったため）
（アクセスログ等による被害状況確認）

令和５年３月17日 不正アクセスについて、県警サイバー犯罪対策課へ連絡
～現在まで 不正アクセスの分析結果とときめき女性等の被害の有無を

確認

（参考）
　(1)農山漁村ときめき女性
　　農林水産業における女性活躍推進の一環として、農山漁村で活躍する女性を県が認定。
　　わざあり（加工技術等）、むらおこし（特産品づくり等）、ひとづくり（後継者育成等）の３分野で認定。
　　平成６年度から制度がスタートし、現在85名が認定されている。
　(2)農山漁村ときめき女性ポータルサイト
　　(1)の情報発信のため、県が平成24年度に開設したポータルサイト。
　　農山漁村ときめき女性の活動紹介や最新情報等を発信。



提 供 日 2023/05/08

タイトル 「バイ・ふじのくに」山梨県＆静岡県フェア！～５月
15日（月）まで出展者募集中～

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 マーケティング企画班

TEL 054-221-3713

「バイ・ふじのくに」山梨県＆静岡県フェア！

～５月１５日（月）まで出展者募集中～

（要　旨）

○静岡県、山梨県は、新型コロナウイルス感染症の影響を受けた生産者等を支援するため、２県で連携して域内消費を促進する「バイ・

ふじのくに」の取組を進めています。

○この取組の一環として、このたび、イオン浜松志都呂店にて、２県の「食」等を集めた物産展を開催することに伴い、出展希望者を下

記のとおり募集します。

１　物産展の概要
催事名 「バイ・ふじのくに」山梨県＆静岡県フェア　
日　時 令和５年８月４日（金）～６日（日）
場　所 イオン浜松志都呂店　１階食品売場催事場（浜松市西区志都呂２丁目37-１）
主　催 主催：イオンリテール（株）東海カンパニー、共催：静岡県、協力：山梨県

２　出展者募集の概要
対　象  県内で産出された農林水産物及びその加工食品の生産、製造、加工事業者

 ただし、酒類の販売は不可
手数料  売上の約15％程度（帳合先への手数料は別途発生）

出展経費  出張、宿泊経費、搬出入経費、必要な消耗品、電気器具等は出展者が負担

申込方法

 (1)「出展申込書」を県マーケティング課ホームページからダウンロード　   
   https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/shokogyoservice/1040791/1053782 .html

　※出展に係る詳細はホームページに掲載の募集要領を御確認ください。
 (2)「出展申込書」を県マーケティング課宛メールまたはＦＡＸにて提出
　　※御応募いただいたものの中から、品目や各県のバランスを考慮した上で、
       イオンリテール（株）東海カンパニー（主催者）が事業者の選定を行います。

申込先  静岡県経済産業部産業革新局マーケティング課
 E-mail：marke@pref.shizuoka.lg.jp

申込締切  令和５年５月15日(月)午後５時まで（必着）
備　考  募集事業者は数者程度（山梨県の事業者は別途、山梨県庁にて公募中）

３　問合せ先
物産展の内容、出展に関すること 「バイ・ふじのくに」に関すること

イオンリテール（株）東海カンパニー
エリア政策推進グループ静岡駐在　岩崎

静岡県経済産業部マーケティング課
マーケティング企画班　永田

電話：054-221-3713　　

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/shokogyoservice/1040791/1053782.html
mailto:marke@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2023/05/08

タイトル 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班

TEL 054-221-2459

※本情報提供は、感染症予防・感染拡大防止の啓発目的に行うものです。
※報道機関各位におかれましては、患者等の個人に係る情報について、プライバシー保護等の観点から、提供資料の範囲内での報道に、格段の御配慮をお願
いします。
※県民の皆様におかれましては、患者・御家族の人権尊重・個人情報保護に御理解と御配慮をお願いします。

１ 　 本日の新規感染者数（ 政令市発表分を含む）

２ 　 本日の新規感染症患者等の年代別人数（ 県発表分のみ）

３ 　 新型コ ロナウイ ルスワク チンの接種実績（ 前日時点）

※病床占有率及び宿泊療養施設の入居状況の公表はあり ません。



提 供 日 2023/05/08

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第52報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 感染症対策課

TEL 054-221-2986

記者提供参考資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和５年５月８日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第52報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：054-221-2986 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第52報（５月２日受付分）】 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 小学校 駿東郡長泉町 1,045 38 1 32 16 6 5月1日 ～ 5月
2 小学校 駿東郡小山町 129 6 1 25 6 6 5月2日
3 こども園 静岡市葵区 79 5 1 24 12 12 5月1日 ～ 5月

本日合計 ２小学校、１こども園 3 81 34 24
１５５施設

本日までの累
計（実数） （ １３高等学校、　３５中学校、　８７小学校、　８幼稚園、

　６保育所、　４こども園、　２特別支援学校、　０高等専門学校）
275 7,971 2,582 2,448

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲
されています。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入してい
ます。 　

　
　 　 　 　 　

＊発生報告については、全国一律に令和４年９月５日から新しいシーズンとして集計・公表して
います。 　 　 　 　 　 　 　
＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は
咳のいずれか１つ以上）」）を対象としています。 　 　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊小中一貫学校は初等部を小学校、中等部を中学校として計上しています。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊前回の発表・・・令和５年５月２日（熱海市こども園、浜松市中区中学校、浜松市中区小学校、浜松市北
区小学校） 　



提 供 日 2023/05/08

タイトル プラスチックごみの清掃活動への補助金の申請受付を
開始します。

担　　当 くらし・環境部 環境局廃棄物リサイクル課

連 絡 先 資源循環班

TEL 054-221-3349

【令和５年度】プラスチックごみの清掃活動への補助金の申請受付を開始します！

県は、日常生活で使用されたプラスチック製の持ち帰り容器や不織布マスク等のごみがポイ捨てなどで散乱・流出するのを防止し、海に与え
る影響を軽減するため、民間団体等が取り組む森・川・海等での清掃活動に対し助成します。

１　事業概要

区分 内容

補助の対象 清掃活動を行う民間団体

補助対象経費

トング、軍手、ごみ袋、ごみ処分費、感染予防のための消毒液、草刈用具、

水中清掃用具、環境学習器具等（草刈用具と環境学習器具は、清掃活動を

同時に実施する場合に限る。）

補助額 補助対象経費の10/10（上限10万円）

２　受付期間

　　令和５年４月17日（月）～令和５年11月30日（木）

　　※予算がなくなり次第終了

３　受付窓口・問合せ先（清掃活動場所別）

活動場所 受付窓口・問合せ先

森・その他

（道路・公園等）

静岡県環境衛生自治推進協会連合会　事務局

（県廃棄物リサイクル課内）

〒420-8601静岡市葵区追手町9番6号

Tel : 054-221-3349

E-mail : hai@pref.shizuoka.lg.jp

川

静岡県河川協会　事務局 (県河川砂防局内)

〒420-8601 静岡市葵区追手町9番6号

Tel : 054-221-3032

E-mail : kasenk_shizuoka@yahoo.co.jp

海

美しく豊かな静岡の海を未来につなぐ会　事務局

（一般財団法人マリンオープンイノベーション機構内）

〒424-0922 静岡市清水区日の出町9番25号 清水マリンビル２階

Tel　: 054-340-1800

E-mail : tsunagukai@maoi-i.jp

４　申請の手続き

　　詳細は、「３　受付窓口・問合せ先」の団体のホームページに掲載します。

　　（同時提供資料のQRコードからもホームページにアクセスできます。）

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/recycle/1040876/1017770.html

0508tirashi.pdf0508tirashi.pdf  

mailto:hai@pref.shizuoka.lg.jp
mailto:kasenk_shizuoka@yahoo.co.jp
mailto:tsunagukai@maoi-i.jp
https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/recycle/1040876/1017770.html


提 供 日 2023/05/08

タイトル 愛鳥週間（５月10日～16日）が始まります！！

担　　当 くらし・環境部 環境局自然保護課

連 絡 先 自然保護班　織田

TEL 054-221-2719

愛鳥週間（5/10～5/16）が始まります！
県と野鳥愛護団体による野鳥観察会等を実施します。

　愛鳥週間（５月10日（水）～16日（火））に関連して、県と野鳥保護団体が次の行事を実施します。

　１ 愛鳥週間ポスターコンクール優秀作品展
　　・内容　昨年度県内の保育所・幼稚園、小・中・高等学校から応募のあった
　　　　　　愛鳥週間ポスターコンクールの優秀作品（15点）を展示します。
　　・期間　 ５ 月10 日 （ 水 ） 午前 ９ 時 から16 日 （ 火 ） 午後 ６ 時 まで
　　・場所　県庁別館21階　展望ロビー（土、日曜日の入場も可）
　　・主催　県くらし・環境部環境局自然保護課

　２ 県民を対象とした野鳥観察会
　　・県内の野鳥保護団体が県民を対象とした野鳥観察会を各地で開催します。
　　　詳細は県のホームページで紹介しています。
　　　https://www.pref.shizuoka.jp/kankyou/ka-070/wild/birdweek/event.html
　　・事前申込の有無や雨天時の取扱い等は各観察会の連絡先に確認してください。

https://www.pref.shizuoka.jp/kankyou/ka-070/wild/birdweek/event.html


提 供 日 2023/05/08

タイトル 令和５年「春の全国交通安全運動」を実施！

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 交通安全班

TEL 054-221-2104

　～　交通ルールを守って交通事故をゼロにしよう　～

令和５年「春の全国交通安全運動」を実施します！

静岡県交通安全対策協議会（会長：知事）では、市町や関係機関・団体と連携し「春の全国交通安全運
動」を実施します。

運動期間中は、県内各地において、街頭指導、交通安全教育や広報啓発活動を行い、交通事故防止を図り
ます。

 １　運動の概要

運動の期間 ５月１１日（木）～２０日（土）までの１０日間
１　こどもを始めとする歩行者の安全の確保
２　横断歩行者事故等の防止と安全運転意識の向上
３　自転車のヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底

運動の重点

４　各市町交通安全対策協議会等が決定する事項
５月１１日（木） 運動初日広報街頭指導の日
５月１９日（金） 自転車安全利用強化の日統一主要行事
５月２０日（土） 交通事故死ゼロを目指す日

２　出発式の開催
　　県警察本部主催の令和５年「春の全国交通安全運動出発式」が下
　記のとおり、実施されます。
（１）　日時
　　　　５月１１日（木）午前１０時から（概ね２０分間）
（２）　場所
　　　　静岡県庁本館玄関前
（３）　参加者（約７０人）
　　　　知事、警察本部長　ほか
（４）　内容
　　　ア　警察本部長挨拶
　　　イ　知事挨拶
　　　ウ　来賓紹介
　　　エ　自転車安全利用宣言
　　　オ　部隊出発
　　　カ　参加者によるのぼり旗掲出
（５）　その他
　　　　雨天の場合は中止となります。



提 供 日 2023/05/08

タイトル 国際ウェルネスツーリズムＥＸＰＯに出展します

担　　当 経営管理部 中部地域局地域課

連 絡 先 地域班

TEL 054-644-9102

国際ウェルネスツーリズムＥＸＰＯに中部地域局が出展します︕

ワーケーションの推進は、地方創生に資する交流・関係人口の拡大、

サテライトオフィスの誘致や移住・定住の促進につながる有効な手段ですが、

送り手である企業にとって、ワーケーション自体の認知度が低いことや、

相談先や導入検討のきっかけが無いこと等が課題となっています。

そこで、 当局 は 「 国際 ウェルネスツーリズム ＥＸＰＯ ※ １ 」 にブース 出展し、

「静岡県中部テレワークコンシェルジュ※２」の活用をＰＲすることで、ワーケーション誘致につなげます。

ブースでは、昨年度当局で作成したパンフレットやＰＲ動画を使用して、

ワーケーションのモデルプランや企業研修プランを紹介すると共に、コワーキングスペース等を紹介します。

　

※１「国際ウェルネスツーリズムＥＸＰＯ」

国内初開催となる、国内・国外のウェルネスコンテンツが出展される国際展示会。

「ＢｔｏＢ」に特化した商談型展示会であり、全国の企業の人事総務担当者や旅行会社等と幅広い業界と商談ができる。

※２「静岡県中部テレワークコンシェルジュ」

静岡県中部地域局が設置した、企業等からのサテライトオフィス、

ワーケーション、移住・定住等に関する相談を受け付けるワンストップ窓口。

　　　

項目 内容

日時 令和５年５月10日（水）～12日（金）

会場 東京ビッグサイト　東３ホール（東京都江東区有明３丁目11－１）

入場料 無料

出展者数 150団体（予定）

主催 RX Japan株式会社　国際ウェルネスツーリズムＥＸＰＯ事務局

〈出展詳細〉

https://www.wellnesstourism-expo.jp/ja-jp/search/2023/directory/directory-details.%E9%9D%99%E5%B2%A1%E4%B8%AD%E9%83%A8%E3%83%86%E

3%83%AC%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%82%AF%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%82%B7%E3%82%A7%E3%83%AB%E3%82%B8%E3%83%A5%EF%BC%88%E9%9D%

99%E5%B2%A1%E7%9C%8C%E4%B8%AD%E9%83%A8%E5%9C%B0%E5%9F%9F%E5%B1%80%EF%BC%89.org-62def84d-03c8-4985-b9e8-94c287787fa5.ht

ml#/

〈特集ページ〉

https://www.wellnesstourism-expo.jp/ja-jp/visit/iwtnews/exhibitor/15.html

https://www.wellnesstourism-expo.jp/ja-jp/search/2023/directory/directory-details.%E9%9D%99%E5%B2%A1%E4%B8%AD%E9%83%A8%E3%83%86%E
https://www.wellnesstourism-expo.jp/ja-jp/visit/iwtnews/exhibitor/15.html


提 供 日 2023/05/08

タイトル 静岡県職員における新型コロナウイルス感染症患者の
発生

担　　当 経営管理部 行政経営局人事課

連 絡 先 人事班

TEL 054-221-2016

静岡県職員の新型コロナウイルス感染状況（令和５年４月２９日～５月７日）

所属 勤務地 発症日 陽性確認日 濃厚接触者

１ 知事直轄組織 出先機関 令和５年５月１日 令和５年５月２日 なし

２ 危機管理部 本庁 令和５年４月28日 令和５年４月29日 同居家族

３ 危機管理部 本庁 令和５年４月29日 令和５年４月29日 なし

４ 交通基盤部 出先機関 令和５年４月27日 令和５年４月28日 同居家族

５ 交通基盤部 出先機関 令和５年４月27日 令和５年４月28日 なし

６ 交通基盤部 出先機関 令和５年４月27日 令和５年４月29日 なし

７ 交通基盤部 出先機関 令和５年４月29日 令和５年４月30日 同居家族

※職員は陽性判明後、勤務を行っておらず、医療機関の指示に従い療養中
※勤務中はマスクを着用し、職場内の消毒等感染対策を行っており、業務に影響な
　し

※本情報提供は、新型コロナウイルス感染症が５月８日から感染症法上の５類感染
　症へ移行することに伴い、今回の発表をもって終了します。



提 供 日 2023/05/08

タイトル 「次世代の防災リーダーの育成を応援してくださ
い！」
～静岡県 ガバメントクラウドファンディング挑戦中～

担　　当 危機管理部 危機情報課

連 絡 先 西島

TEL 054-221-3694

「次世代の防災リーダーの育成を応援してください！」
～　静岡県 ガバメントクラウドファンディング挑戦中　～

１　要旨
　
　　静岡県は、地域防災を支える次世代防災リーダー育成のため、ふるさと納税
　「ガバメントクラウドファンディング」により寄附を募集します。
　　令和４年度に続き、今回も県民の皆さまからの応援をお願いいたします！

２　内容
　
募集期間 令和５年５月８日～８月６日までの90日間
募集額 目標額100万円

（2,000円から寄附が可能です、返礼品はございません）
目的 少子高齢化が進行する中、将来にわたり地域防災力の維持・向上

を図るため、県・各市町の教育委員会と連携して、子ども達への防
災啓発を更に進め、多くの次世代防災リーダー育成に資する

寄附の使い道 防災講座に必要な資料づくりや物品購入等の経費に充当
寄附方法 ふるさと納税総合サイト「ふるさとチョイス」

　（５月８日公開予定）から申し込み可能
　（スマートフォン対応あり）
　https://www.furusato-tax.jp/gcf/2254

３　参考

　・ふるさと納税は、自分の選んだ自治体に寄附を行うと、控除上限額内の2,000円
　　を超える部分について税金が控除されます。

　・ガバメントクラウドファンディングとは、ふるさとチョイスが提供するふるさ
　　と納税制度を活用して行う、クラウドファンディングです。

https://www.furusato-tax.jp/gcf/2254


提 供 日 2023/05/08

タイトル 在セブ日本国総領事が知事を表敬訪問します

担　　当 知事直轄組織 地域外交局地域外交課

連 絡 先 地域外交戦略班

TEL 054-221-3325

在セブ日本国総領事が知事を表敬訪問します

（要旨）
　フィリピン・在セブ日本国総領事館の山地秀樹総領事が、本県とフィリピン・セブとのつながりを紹介す
るため、知事を表敬訪問します。

（概要）

１　日　時　令和５年５月12日（金）11時30分～12時00分（30分間）

２　場　所　知事室（県庁東館５階）

３　訪問者                               （敬称略）

氏名 役職

山地　秀樹（やまじ　ひでき） 総領事

４　本県とフィリピン・セブとのつながり
　・1994年、（株）タミヤがセブに同社唯一の海外製造拠点を設立。
　　製造品の65％が日本に輸出されている。
　・2006年、戦後60年を迎えるに当たり、「英霊にこたえる議員連盟」が慰霊碑を建立。



提 供 日 2023/05/08

タイトル 令和５年度ふじのくにデジタルサポーター受講団体募
集中です！

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局デジタル戦略課

連 絡 先 デジタル戦略班

TEL 054-221-2915

静岡県では、日常生活においてデジタル技術が広がっていく中で、
デジタル機器に不慣れな方が取り残される恐れがあることを踏まえ、
情報格差(デジタルデバイド)解消に向けて、スマホの使用方法に関して身近で気軽に相談できる人材となる「デジタルサポーター」を育成しています。
現在、令和５年度に本講習会の受講を希望する団体を募集しています。

募集期間
　2023年４月７日（金）～2023年５月31日（水）
　※募集期間を延長しました。

募集対象
　静岡県内の複数地域で活動している団体が対象です。
　※１：民間、NPO法人等、団体の種別は問いません。
　※２：団体向けのプログラムのため、個人での申し込みはできません。

応募方法
　静岡県デジタル戦略課のホームページから応募様式をダウンロードし、必要事項を記載の上、電子メールにて提出してください。
　応募に当たっては、ホームページの受講要領をご一読ください。
静岡県デジタル戦略課のホームページ
https://www.pref.shizuoka.jp/kikaku/ki-510/digitalsupporter .html　
　送付先メールアドレス
digital@pref.shizuoka.lg.jp

問合せ先
　講習の内容や応募の手続等について不明な点は以下にお問い合わせください。
　静岡県デジタル戦略局デジタル戦略課
　電話番号：054-221-2915
　メールアドレス：digital@pref.shizuoka.lg.jp

jigyoannai.pdfjigyoannai.pdf

https://www.pref.shizuoka.jp/kikaku/ki-510/digitalsupporter.html
mailto:digital@pref.shizuoka.lg.jp
mailto:digital@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2023/05/09

タイトル 県有建築物のＺＥＢ化に向けた設計指針等の策定

担　　当 交通基盤部 建築管理局建築企画課

連 絡 先 建築企画課

TEL 054-221-3091

県有建築物のＺＥＢ化に向けた設計指針等の策定

～県有建築物の脱炭素化～

１　要旨
　県は、2050年の脱炭素社会の実現に向け、率先して県有建築物のZEB化に取り組み、これを効率的に進めるため「ＺＥＢ

※
化設計指針」及び

「同指針活用マニュアル」を策定した。
　
　※　ＺＥＢ（ゼブ）：ネット・ゼロ・エネルギー・ビル（室内環境の質を維持しつつ、省エネ・創エネ技術の導入によりエネルギー消費量を正味ゼ
ロにすることを目指した建築物）

２　概要
（１）内容等

区分 ＺＥＢ化設計指針 同指針活用マニュアル

目的
　県有建築物のＺＥＢ化を効率的かつ効果
的に実現

　新築時に、効率的にZEB Ready
＊

以上を達成
対象 　新築する全ての県有建築物（住宅等を除く。）

主な
内容

１　基本方針
(1) 本県の気候特性等を活かした省エネ
化、再生可能エネルギーの導入
(2) 設備容量の適正化や建築時の省エネ　
性能を維持する仕組みの導入
(3) 工事費に加え維持管理費等を考慮しラ
イフサイクルコストを抑制
２　目標
　　原則ZEB Ready

＊
以上

高断熱化、空調容量の最適化、自
然採光の導入や照明のＬＥＤ化な
ど、各種ＺＥＢ化手法を分かりやす
く解説

　＊　ZEB Ready：エネルギー消費量を基準値に対し、50％以上削減できる建築物

（２）策定経緯
　令和４年２月に「脱炭素社会へ向けた県有建築物ＺＥＢ化懇話会」（委員長　田辺新一　早稲田大学創造理工学部建築学科 教授）を設置
し、有識者からの意見を反映したうえで、設計時に効果的な省エネ手法等を盛り込み、効率的に設計を進められるよう、より現実的な設計指
針として策定した。

（３）今後の取組
　今後は、県有建築物の設計時に活用することでＺＥＢ化を効率的に実現するとともに、これらをホームページへ掲載し、各種講習会等を利用
し広く周知していく。
　
　＜県建築管理局ＨＰ＞https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/introduction/soshiki/1003451/1001562/index.html

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/introduction/soshiki/1003451/1001562/index.html


提 供 日 2023/05/09

タイトル 静岡県天然記念物シブカワツツジ4000本が咲き誇る！
「渋川つつじまつり」開催します！

担　　当 経済産業部 西部農林事務所農村整備課

連 絡 先 農村計画班　

TEL 053-458-7224

【当日取材希望】

【ふじのくに美しく品格のある邑】

静岡県天然記念物シブカワツツジ4000本が咲き誇る！
「渋川つつじまつり」開催します！

１　要旨
　「ふじのくに美しく品格のある邑」に登録されている「大好き！渋川」が活動する浜松市北区引佐町渋川で、「渋川つつじまつり」が開催されます。地域が
守る美しい景観にピンクが映えるシブカワツツジが楽しめます。

２　概要
（１）日　 時　：　令和５年５月13日（土）～５月14日（日）
　　　　　　　　　　10：00～15：00（※一部イベントについてはこれに限りません。）

（２）会　 場　：　静岡県浜松市北区引佐町渋川　渋川親水公園、渋川つつじ公園と周辺
　　　　　　　　　　（雨天：渋川生活改善センター※ライブのみとなります。）

（３）駐車場　：　旧渋川小学校（浜松市北区引佐町渋川3484）

（４）内　 容　：　渋川つつじまつり、新茶・五平餅・渋川つつじ苗・地場産品等販売、
フルヤトモヒロ氏（裾野市出身のシンガーソングライター）による司会およびライヴ、
木の笛コカリナ演奏、国指定無形民俗文化財「寺野ひよんどり」からくり人形上演、
てんてんゴーしぶ川のつつじやコテージを見に行く「つつじウォーク」。

（５）連絡先　：　奥浜名湖観光協会（053-522-4720）

【紹介】
　● ふじのくに 美 しく 品格 のある 邑

　静岡県では、農業や美しい景観、地域に伝わる文化・伝統などの県民共有の財産でもある地域資源を保全・活用し、次世代に継承する活動を行う集落等を「美しく
品格のある邑（むら）」として登録し、情報発信や知事顕彰を行っています。令和５年３月末時点で153の地域が登録されています。

　● 大好 き ！ 渋川
　平成24年に「ふじのくに美しく品格のある邑」の活動組織として登録され、NPO法人「大好き渋川」が中心となり、地域住民とともに地域文化や自然の保全活動をして
います。

　● てんてんゴーしぶ 川
　NPO法人「大好き渋川」が運営している奥浜名湖の山々に囲まれた自然豊かなキャンプ場です。渋川が大好きな会員が、ここでしかできない体験やイベントを企画
しています。

　● シブカワツツジ
　蛇紋岩地帯にのみ生息し分布範囲の限られた貴重な植物です。渋川つつじ公園内に自生する約4000本の群落は静岡県の天然記念物に指定されています。



提 供 日 2023/05/09

タイトル 御殿場市産の日本酒の知事贈呈

担　　当 経済産業部 商工業局地域産業課

連 絡 先 地域産業課　宇佐美

TEL 054-221-2516

御殿場市産の新酒２ 種類を 知事に贈呈! !

　御殿場市の「つぼぐちフードサービス」が製造した「御殿場こしひかり」を原料とする初の日本酒「さくや
　雪解（ゆきげ）」など２種類の新酒を、御殿場市長等から知事に贈呈します。

日　時：令和５年５月12日（金）午後１時半から午後２時
場　所：県庁東館５階　知事室
出席者：知事
　　　　御殿場市長
　　　　株式会社つぼぐちフードサービス代表取締役　坪口榮二氏　ほか



提 供 日 2023/05/09

タイトル 県内調理専門学校生による創作スイーツ販売会が開催
されます

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 食の魅力創造班

TEL 054-221-3713

　調理専門学校生による創作スイーツ販売会が開催されます

　静岡県では、料理人を目指す専門学校生を対象に、県産食材の特長や魅力、地
域に根ざし育まれてきた食文化等を学ぶ機会を提供する食の都の授業を実施して
います。

　　この食の都の授業を契機に、調理専門学校生が県産食材を活用し、静岡県ゆか
　りの「家康」をキーワードとして創作したスイーツを静岡伊勢丹で販売します。

（概要）

販売期間 令和５年５月10日（水）から16日（火）

実施校 学校法人　鈴木学園　中央調理製菓専門学校静岡校
製菓衛生師科　２年生　66人

販売場所 静岡伊勢丹地下１F「食品売り場」フードステージ
（静岡市葵区呉服町１丁目７番地）

販売時間 午前10時から午後７時まで（売り切れ次第終了）

（参考）食の都の授業とは
　県では調理関係の専門学校において、県産農林水産物や食文化等を学ぶ実習や生
産現場訪問を行う授業を開催し、未来の仕事人の育成や県産食材の活用を推進して
いる。

（その他） 取材 を 希望 する 場合 は 、 事前 に 本課 に 御連絡 をください 。



提 供 日 2023/05/09

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第53報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 感染症対策課

TEL 054-221-2986

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和５年５月９日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第53報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：054-221-2986 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第53報（５月８日受付分）】 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 小学校 藤枝市 375 16 2 68 10 10 5月2日
本日合計 １小学校 2 68 10 10

１５６施設
本日までの累

計（実数） （ １３高等学校、　３５中学校、　８８小学校、　８幼稚園、
　６保育所、　４こども園、　２特別支援学校、　０高等専門学校）

277 8,039 2,592 2,458

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲
されています。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入してい
ます。 　

　
　 　 　 　 　

＊発生報告については、全国一律に令和４年９月５日から新しいシーズンとして集計・公表して
います。 　

　
　 　 　 　 　

＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は
咳のいずれか１つ以上）」）を対象としています。 　 　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊小中一貫学校は初等部を小学校、中等部を中学校として計上しています。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊前回の発表・・・令和５年５月８日（長泉町小学校、小山町小学校、静岡市葵区こども園） 　



提 供 日 2023/05/09

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第53報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 感染症対策課

TEL 054-221-2986

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
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タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第53報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：054-221-2986 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第53報（５月８日受付分）】 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 小学校 藤枝市 375 16 2 68 10 10 5月2日
本日合計 １小学校 2 68 10 10

１５６施設
本日までの累

計（実数） （ １３高等学校、　３５中学校、　８８小学校、　８幼稚園、
　６保育所、　４こども園、　２特別支援学校、　０高等専門学校）

277 8,039 2,592 2,458

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲
されています。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入してい
ます。 　

　
　 　 　 　 　

＊発生報告については、全国一律に令和４年９月５日から新しいシーズンとして集計・公表して
います。 　

　
　 　 　 　 　

＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は
咳のいずれか１つ以上）」）を対象としています。 　 　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊小中一貫学校は初等部を小学校、中等部を中学校として計上しています。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊前回の発表・・・令和５年５月８日（長泉町小学校、小山町小学校、静岡市葵区こども園） 　



提 供 日 2023/05/09

タイトル 東京オリンピック自転車競技代表の脇本選手が来庁し
自転車の交通安全ポスターを寄贈します

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局スポーツ政策課

連 絡 先 事業推進班

TEL 054-221-2838

東京オリンピック自転車競技代表の脇本雄太選手が来庁し
自転車の交通安全ポスターを寄贈します！！

ブリヂストンサイクル（株）が「自転車安全利用五則」ポスターを制作し、その寄贈式を県庁にて行います。
静岡県サイクルスポーツの聖地創造会議が受領し、教育委員会と連携して、チームブリヂストンサイクリングの拠点がある静岡県内の高校に配布すると

ともに、自転車の安全教育等に活用します。

１. 日時　令和５年５月11日（木）９時30分から10時00分まで（約30分間）
２. 場所　県庁別館20階ツナグオフィス
３. 出席者（予定）
　　＜ポスター寄贈者＞

チームブリヂストンサイクリング所属　脇本雄太選手（東京2020オリンピック日本代表）
　　＜ポスター受取者＞

静岡県文化観光部理事兼スポーツ局長　鈴木学
静岡県教育委員会教育部長　水口秀樹
＜出席者＞
ブリヂストンサイクル(株)

市場開拓推進室　　室長　高井幸次郎
　　　チーム戦略部　　　部長　渋谷淳一

市場開発部　　　　部長　奥出泰之
４．内容
（１）参加者紹介
（２）ポスター作成趣旨説明
（３）寄贈式
（４）写真撮影

【参考】
＜静岡県サイクルスポーツの聖地創造会議＞

　　・東京2020オリンピック・パラリンピック自転車競技の本県開催を契機に、
　　　国内外のサイクリストの憧れを呼ぶ聖地を実現するため平成30年４月に設立した組織
　　・自転車競技の振興とアスリート育成、県民の興味喚起や自転車愛好者の裾野の拡大、

安全走行のための技術向上やマナーの周知について、協議検討し、施策に反映してい　ます。
＜脇本雄太選手＞
　【経歴】
　・1989年３月21日生（34歳）福井県福井市出身

・2008年に競輪選手として福井所属94期としてデビュー
・2019年にチームブリヂストンサイクリングに加入

　【主な戦績】
・2016年　　リオデジャネイロ2016オリンピック自転車男子ケイリン　13位
・2017年　　ワールドカップチリ大会・ケイリン優勝
・2018年　　ワールドカップフランス大会・ケイリン優勝
・2019年　　アジア自転車競技選手権2019・ケイリン優勝
　　　　　　アジア自転車競技選手権大会2020・ケイリン優勝、スプリント準優勝
・2020年　　世界選手権・ケイリン準優勝
・2022年　　東京2020オリンピック自転車男子ケイリン７位、スプリント９位

＜自転車安全利用五則（令和４年11月１日警察庁交通安全対策本部決定）＞
１　車道が原則、左側を通行 歩道は例外、歩行者を優先
２　交差点では信号と一時停止を守って、安全確認
３　夜間はライトを点灯
４　飲酒運転は禁止
５　ヘルメットを着用

BSposter.pdfBSposter.pdf



提 供 日 2023/05/09

タイトル プロラグビークラブ「静岡ブルーレヴズ」が
2022-2023シーズン終了報告のため、出野副知事を表敬
訪問します

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局スポーツ政策課

連 絡 先 事業推進班　市川

TEL 054-221-3744

プロラグビークラブ「静岡ブルーレヴズ」が2022-2023シーズン
終了報告のため、出野副知事を表敬訪問します︕︕

１．⽇時　令和５年５⽉12⽇（⾦）　16時30分 から 17時00分 まで（約30分間）

２．場所　県庁東館５階　出野副知事室

３．訪問者
　　静岡ブルーレヴズ株式会社　代表取締役社⻑　⼭⾕　拓志（やまや　たかし）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　選手　奥村　翔（おくむら　かける）

４．内　容
　（１）訪問者紹介
　（２）リーグ閉幕報告
　（３）歓談
　（４）記念撮影

【参考】
　＜静岡ブルーレヴズ＞
・2022年1⽉に開幕したジャパンラグビーリーグワンに参⼊している、静岡を拠点とするプロフェッショナルラグビークラブ。（令和３年６⽉22⽇事業会
社設⽴）
・前身のヤマハ発動機ジュビロが築き上げてきた伝統や技を活かしながらも、新たな挑戦とともに、静岡から心踊る最高の感動を世界へ届けていく。 
・令和２年６⽉　静岡県とラグビーを通じたスポーツ振興等に関する覚書を締結（令和３年６⽉21⽇までヤマハ発動機ジュビロ）し、共にラグビー
の聖地化を推進。
・令和３年12⽉　静岡県と密接な相互連携により、双⽅の資源を有効に活⽤した協働による活動を推進し、地⽅創⽣の実現を図ることを⽬的とし
て、包括連携協定を締結。

　　



提 供 日 2023/05/09

タイトル 定期購入に関するトラブルや若者からの相談が増加
－令和４年度 中部県民生活センター消費生活相談の概
要－

担　　当 くらし・環境部 中部県民生活センター

連 絡 先 中部県民生活センター 消費者行政班

TEL 054-202-6016

　

１　概要

令和４年度に当センターに寄せられた消費生活相談は2,141件で、前年度と比べて481件（対前年度比129%）増加しました。ま
た、成年年齢の引き下げの影響を受けて16～19歳からの相談件数は約３倍となりました。
相談内容では、「定期購入」に関するものが265件と多く、前年度と比べ151件（232.5%）増加し、相談者は幅広い年齢層にわ

たっています。
このほか、「脱毛エステ」に関するものが57件と、前年度と比べて46件（518.2%）増加しましたが、契約当事者の平均年齢は

26.6歳となっており、若者が巻き込まれやすい案件と言えます。
いずれの事案も、消費者がSNSを通して商品・サービスの情報に接している事例が目立ち、スマートフォンの普及とコロナ禍

を契機に事業者の広告戦略の変化の影響を受け、相談件数が増加したと考えられます。

２　令和４年度の特徴

（１）定期購入に関する相談の増加
　　1回限りのつもりで注文した商品が実は定期購入だった、との相談が多数寄せられました。

（２）脱毛エステに関する相談の増加
　　解約のために電話をかけたが何度掛けても繋がらない、等の相談が多数寄せられました。

（３）16歳～23歳 の相談の増加
相談内容は、脱毛エステや副業についてが多く見られました。また、10歳代に限ってみると、昨年度まで20歳代以上からしか寄せられな

かった相談内容（出会い系サイト・アプリ等）が寄せられるなど、若者がトラブルに巻き込まれていることが分かります。これは、成年年齢が
18歳となったことにより、親の同意を得ずに様々な契約ができるようになったことが影響していると考えられます。

　　　〈16歳～23歳 からの相談件数の推移〉



３　中部県民生活センターの取組
　　県内の高校生を対象に「消費者教育出前講座」を開講し、成年年齢引き下げに伴う注意点等を案内しています。また、５月と12月には消
費者街頭キャンペーンを実施しており、直接県民の皆様に注意喚起を行っています。
　　少しでも不安なことがあれば、お近くの県民生活センター、居住市町の相談窓口にお電話ください。



提 供 日 2023/05/09

タイトル 学生ボランティアも参加！消費者トラブル防止呼びか
けをＪＲ静岡駅で実施！！

担　　当 くらし・環境部 中部県民生活センター

連 絡 先 消費者行政班

TEL 054-202-6016

学生ボランティアも参加！ 

消費者トラブル防止呼びかけをＪＲ静岡駅で実施！！

　５月は消費者月間です。
　消費者を取り巻く環境は、デジタル社会の進展、成年年齢の引き下げなどにより大きく変化しています。
　県民の皆さんに、消費者トラブル防止のための情報提供や相談窓口の利用などを、関係団体や行政、学生ボランティアの皆さん
と一緒にＪＲ静岡駅構内で呼びかけます。
　

　○日　　時：令和５年５月12日（金）9：30～9：50（予定）　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　
　○場　　所：ＪＲ静岡駅コンコース（改札口前）

　○配布物等：相談窓口一覧、啓発リーフレット、啓発グッズ等　400部

　○参加団体等：静岡県弁護士会、静岡県司法書士会
              　静岡県警察本部、静岡中央警察署
              　東海財務局静岡財務事務所
　　　　　　　　ヤング防犯ボランティア「しずおか・ぴーす」
　　　　　　　　（県警主催の防犯キャンペーンを中心に活動、県内大学生で構成）
　　　　　　　　常葉大学水落キャンパス 防犯サークル「ＪＵＳＴＩＣＥ」
　　　　　　　　（詐欺防止のキャンペーン、見守りパトロールなどの活動）
　　　　　　　　同ボランティアサークル「ＨＯＰＥ」
　　　　　　　　（様々なボランティアや各種イベントなどの活動）
              　静岡市消費生活センター
　　　　      　静岡県（中部県民生活センター、県民生活課）
　　　　　　　　「ふじっぴー」静岡県イメージキャラクター
　　　　　　　　「かいけつ！ハナミン」静岡市消費生活センターイメージキャラクター
　　　　　　　　（以上10団体）
　　　　　　　
　○全国統一テーマ：デジタルで快適、消費生活術
　　　　　　　　　　～デジタル社会の進展と消費者のくらし～

　　　
<取材をされる際には＞
　事前に取材する旨を、下記に御連絡願います。
　（連絡先）ＪＲ東海静岡支社　静岡広報室 

＜参考：令和４年５月17日の呼びかけ実施の様子（JR静岡駅構内）＞

　　



提 供 日 2023/05/09

タイトル 住友ベークライト株式会社からの寄附金寄贈

担　　当 知事直轄組織 政策推進局総合政策課

連 絡 先 知事直轄組織政策推進局総合政策課総合政策班

くらし・環境部環境局自然保護課富士山・南アルプス

保全班

TEL 総合政策班054-221-2184

富士山･南ｱﾙﾌﾟｽ保全班054-221-2963

住友ベークライト株式会社からの寄附金寄贈について
１　要　旨
　　南アルプスの環境保全活動に活用される「南アルプス環境保全基金」に対し、住友ベークライト株式会社から企業版ふるさと納税を活用し
て御寄附いただきました。

２　住友ベークライト株式会社について
項　目 内　容

企業名 住友ベークライト株式会社
本社所在地 東京都品川区東品川
従業員数 １，５３８名（２０２３年３月現在）
事業内容 半導体関連材料、高機能プラスチックなど、プラスチック関連素材の製造
企業紹介 日本初のプラスチック製造をおこなった会社を起源にもち、「プラスチックのパイオニア」として、急激な社会変化

のなかプラスチックの可能性を追求し、グローバル規模で事業を展開。
高度な専門技術と最新の設備とにより、次々に新しい技術開発を行い、あらゆる分野で、安全で快適な生活環境
づくりに貢献している。

３　南アルプス環境保全事業について
項　目 内　容

寄附金充当先 南アルプス環境保全基金
取組 世界共有の財産として、他に類を見ない貴重な自然環境を現在に残す南アルプスの保全や魅力発信に関する取

組に活用
（取組例）
　・ニホンジカによる食害から貴重な高山植物を保全する防鹿柵の設置
　・絶滅の危機に瀕する高山植物の種子保存に取り組む高校生を支援し、南アルプスの自然環境と恵みを未来

に引き継ぐプロジェクト
　・専門家による特別講座や、ドローンを活用した高画質撮影映像をYouTubeで動画配信
　・南アルプスをより良い形で未来に引き継ぐため、次代を担う子ども達が南アルプスに触れ、楽しみ、学び、理解

し、参画する機会を創出するための環境学習

４　寄附金額
　非公表



提 供 日 2023/05/10

タイトル 令和４年度セクシュアル・ハラスメントに係るアン
ケート調査結果

担　　当 教育委員会 教育総務課　義務教育課　高校教育課　特

別支援教育課

連 絡 先 勤務条件・監察班

TEL 054-221-3580

（概要）
　令和４年度に実施した県立学校及び公立小中学校の児童生徒を対象としたセクシュアル・ハラスメント（セクハラ）に関する実
態調査の結果をまとめた。

（調査結果等）
１　実態調査の目的
　(1) 潜在的事案の早期発見
　　　学校内における児童生徒の実態を把握し、重大事案につながる潜在的事案の早期発見と対応を行う。
　(2) 意識啓発
　　　教員については、生徒指導等をハラスメントの視点から見直すことで適切な指導の共通理解を図り、安心・安全な教育活動

につなげる。
　　　児童生徒については、身体的、精神的に困ったことがあった場合には一人で悩まず、声をあげる等、自己管理の意識を高め

る。

２　調査方法
　(1) 対象　　
　　　すべての県立学校及び政令市立を除く全ての公立小中学校に在籍する小学５年生から高校３年生までの児童生徒（特別支援

学校については、学校長が実施困難と判断した生徒を除く）
　　　アンケート対象児童生徒数　153,394人（小学校38,938人、中学校54,885人、高校54,573人、特支4,998人）
　(2) 実施期間　　
　　　令和４年11月14日から令和５年３月３日まで
　(3) 実施方法　　
　　　啓発資料によりセクハラについて説明したうえで、児童生徒が家庭等で記載し提出（無記名も可）。回収は、担任等を介さ

ず、管理職が行う。

３　調査結果
　(1) 概要
　　　・回答者数（「セクハラを受けたと感じた」と回答した人数）139 人（小60人、中55人、高19人、特5人）
　　　・昨年度の回答者数から、全体で24人増加した（R3：115人）。特に、小学校の回答者数が28人増加した（R3：小32人、中

52人、高28人、特3人）。
　　　・強制わいせつや盗撮等、わいせつ行為に関する回答はなかったが、懲戒処分の対象となる事案が１件確認された（児童生

徒性暴力等（生徒へのセクハラ）により令和５年１月26日に停職４月の懲戒処分）。
　　　・距離が近い、触られたなど、一方的な接近や接触を伴う言動に関する回答が最も多く、全体の５割を占めた。　　　
　(2) 回答内容（教職員の言動に係るもの）
　　ア　学校生活（セクハラを受けたと感じた）※同一案件の重複除く
　　　　全体　126 件（小49件、中53件、高19件、特5件）
　　　・自分　90 件（小36件、中35件、高15件、特4件）
　　　・友人　36 件（小13件、中18件、高 4件、特1件）
　　イ　自分又は他人が受けたと感じたセクハラの内容（一部の事例を紹介）
　　（ア）不必要な身体的接触　63 件
　　　　・頭をなでられた。頭をポンポンと触られた。
　　　　・リボンが結べないときに「結んであげる」と手を伸ばされた。
　　　　・部活動の練習中に体や手を触れられた。
　　　　・休み時間終了時に教室へ戻るよう手で腰の辺りを押して促された。
　　　　・授業中座る姿勢を直されるとき、おしりをたたかれた。
　　（イ）不必要な接近、凝視　7 件
　　　　・授業中、教員の額が近接し不快に感じた。
　　　　・早く着替えるよう指導するためとはいえ、更衣室への入室が頻繁すぎると感じた。
　　（ウ）身体的特徴など羞恥心を害する内容の発言　21 件
　　　　・ＳＮＳで性的な内容のメッセージが送られてきた（後日懲戒処分）。
　　　　・授業中に「女性の裸を見たいよな」と質問をされ、嫌な気持ちになった。　　　　
　　　　・体育の授業で「太っている」「セルライトがたまっている」と言われた。
　　　　・体育の授業時にすね毛の濃さをからかうような発言があった。
　　（エ）特定の性別や容姿に対する差別的対応　8 件
　　　　・授業中「その大きな体ならもっと大きな声を出せるはず」と言われた。
　　（オ）連絡先等個人情報の要求　3 件
　　　　・「卒業したら、ＬＩＮＥを交換したい」と声を掛けられた。
　　（カ）性別を基準とした差別的言動　6 件
　　　　・理科の実験で唾液を扱う時、「女子は上手に出せないから、男子がやれ」と言われ嫌だった。
　　（キ）性別による役割やらしさの強要　9 件
　　　　・「男のくせに」「男が泣くな」といった性差別的な発言があった。
　　（ク）望まない性での行動の強要　1 件
　　　　・（ジェンダーについての悩みを伝えていたが）作業等する際「男の子グループと女の子グループに分かれて」などと指

示がなされて不快を感じた。

４　報告事案への対応と今後の方針
　　・「セクハラを受けたと感じた」という回答があった事案については、各学校において注意指導を行い改めさせたが、再発防

止を徹底するため、継続的に観察や指導を行うなど改善状況を確認する。
　　・６月の「不祥事根絶推進月間」において今回報告のあった言動（実事例）を参考とし、自らの言動を振り返るためのチェッ

クリストを作成するなどして教職員の意識啓発を図っていく。



提 供 日 2023/05/10

タイトル 一般県道富士公園太郎坊線の夜間通行止めの解除

担　　当 交通基盤部 富士土木事務所維持管理課

連 絡 先 維持調査班

TEL 0545-65-2237

一般県道富士公園太郎坊線の夜間通行止めの解除

富士山五合目（富士宮口）への一般県道富士公園太郎坊線（富士山スカイライン富士宮口二合目～五合目）については、令和５年４
月28日（金）午前１１時に冬期閉鎖を解除し、夜間（午後５時から翌朝午前８時まで）通行止めを行っていますが、凍結の恐れがなくなった
ため、令和５年５月１２日（金）午後５時に夜間通行止めを解除します。

１　夜間通行止め解除区間

　〇　富士宮口

　 ・路　線：一般県道富士公園太郎坊線（富士山スカイライン）

　 ・区　間：富士宮口二合目（富士市大淵）～富士宮口五合目　（全長約１３．０ｋｍ）

２　規制解除日時

　　令和５年５月12日（金）午後５時　夜間通行止め解除

　　ただし、大雨等の気象条件により通行止めになることがありますので、現地の交通規

　　制に従ってください。

　　

３　その他

 　・富士山富士宮口登山道（五合目から山頂区間）は、積雪や凍結等のため、引き続き、全面通行止めとしております。

　　危険なので、登山道へは立ち入らないようお願いします。

 　・五合目のトイレは緊急用の仮設トイレのみのため、五合目に上られる前に、二合目等（水ヶ塚駐車場）のトイレを利用してください。

※富士宮市記者クラブ（富士宮市経由）及び東部地域局へ同時に記者提供を行っております。



提 供 日 2023/05/10

タイトル 【つなぐ棚田遺産】
“久留女木棚田”で綿花の種まきを行います！
～久留女木棚田×遠州織物　新たな保全プロジェクト
始動～

担　　当 経済産業部 農地局農地保全課

連 絡 先 農村整備班

TEL 054-221-2714

（当日取材希望）

【つなぐ棚田遺産】

“久留女木棚田”で綿花の種まきを行います！
 ＼久留女木棚田×遠州織物　新たな保全プロジェクト始動／

１　趣　旨
浜松市北区引佐町の久留女木（くるめき）棚田において、久留女木地域振興協議会と企業が連携した棚田保全の 新 たなモデルケースとし

 て 今年度 、 遠州織物 を 使用 する 地元 アパレル 企業 「（ 株 ）HUIS （ ハウス ）」 とタッグを 組 み 、 保全 プロジェクトを 始動 させます 。
活動内容は、棚田の耕作放棄地において綿花の生産を行い、収穫した綿は地元の織布企業との連携により遠州織物とし、最終製品（シャ

ツ・ワンピース等）を製作して、全国の（株）HUISが展開する店舗や百貨店等での販売を計画しています。
　この度、 保全 プロジェクトの 第一歩 となる 「 綿花 の 種 まき 」 を 、 双方関係者 （ 児童等含 む ） が 久留女木棚田 において 行 います 。

２　日時・場所
（１） 日　　　時 令和５年５月14日（日）１４時から（13時30分受付開始）
（２） 実施場所 久留女木棚田（浜松市北区引佐町西久留女木）

　 　　※13時50分までに久留女木棚田へお越しください。駐車場等をご案内いたします。　　

　

３　参加者

　・久留女木地域振興協議会　約10名
　・(株)HUIS(ハウス)　約10名
　・その他関係者等　約10名　　　　延べ30名想定

４　お問合せ先

久留女木地域振興協議会 090-8869-0398 (事務局　鈴木　一記)
090-2433-3444 (事務局　友寄　隆裕)

(株)ＨＵＩＳ 090-8323-9497（代表取締役　松下　昌樹）

＜参考＞
【つなぐ棚田遺産】
　国民に棚田地域の活性化や、棚田の有する多面的な機能の理解と協力を得ることを
目的に、県内９箇所を含む全国２７１箇所の棚田を「つなぐ棚田遺産」として、農林
水産大臣が令和４年３月２５日に認定。

　　



提 供 日 2023/05/10

タイトル 【つなぐ棚田遺産】
　“久留女木の棚田お話会”開催（５月１３日(土)）
～棚田と共に、豊かに暮らす～

担　　当 経済産業部 農地局農地保全課

連 絡 先 農村整備班

TEL 054-221-2714

（当日取材希望）

【つなぐ棚田遺産】

　“久留女木の棚田お話会”開催（５月１３日(土)）

～棚田と共に、豊かに暮らす～

１　趣　旨
　　浜松市北区引佐町の【つなぐ棚田遺産】久留女木（くるめき）棚田の保全活動に取組む地元組織「久留女木竜宮小僧の会」が、同保全活
動への賛同者を増やすべく、浜松市の中心市街地の会場で、久留女木棚田の魅力についての説明会を、“久留女木の棚田　お話会”と称
して３年ぶりに開催します。（参加費無料　定員30名想定）

２　日時・会場
令和５年５月13日(土)　　※以下のとおり時間を変えて2会場で行います。

開催時間 会　　場
【第１回】 15時00分～16時30分　受付14時30分～ 浜松市市民協働センター（はまこら）
【第２回】 18時30分～20時00分　受付18時00分～ クリエート浜松　ふれあい広場

　
３　内　容

(１) 久留女木棚田の魅力について
　 　　・自分で食べるもの（お米）を自分で作れる
　 　　・子供の一緒に田植えや稲刈り体験が出来る
　 　　・美しい棚田の保全活動に参加できる
　 　　・久留女木棚田塾＆稲作体験会について
(２) 質疑応答

４　お申込み・お問合せ先

メール ryugukozou@gmail.com
電　話 090-8869-0398 (事務局　鈴木　一記)
電　話 090-2433-3444 (事務局　友寄　隆裕)

＜参考＞
【つなぐ棚田遺産】
　国民に棚田地域の活性化や、棚田の有する多面的な機能の理解と協力を得ることを
目的に、県内９箇所を含む全国２７１箇所の棚田を「つなぐ棚田遺産」として、農林
水産大臣が令和４年３月２５日に認定。

　　
　　　＜久留女木棚田＞

mailto:ryugukozou@gmail.com


提 供 日 2023/05/10

タイトル WAZAチャレンジ教室の実施

担　　当 経済産業部 就業支援局職業能力開発課

連 絡 先 ものづくり人材班　富永

TEL 054-221-2823

ものづくり体験教室「WAZAチャレンジ教室」
５月は６校で２１０人の児童・生徒が体験します。

「WAZAチャレンジ教室」は、技能士が小・中学校、特別支援学校等に出向き、「ものづくり体験」を通じて「ものづくり」の楽しさや面白
さを伝える事業です。
　県では、この体験を通じて、ひとりでも多くの子ども達に「ものづくり」の技術や技能に関心を持ってもらいたいと考えています。５月は
延べ６校で２１０人が「ものづくり」を体験します。

○５月の実施計画

実施日時 学校名　電話番号 担当者 体験メニュー
人
数

5月10日（水）
09:00-12:00

沼津特別支援学校伊
豆田方分校

055-970-2520
佐藤 ミニ畳 14

5月11日（木）
09:00-12:00

伊豆の国市立大仁中
学校

0558-76-1035
高木

アートモザイク、ミニ畳、紋様こて砂絵、盆景、
玉子焼き・鶏のくわ焼き、ウール地で作るコサージュ

92

5月17日（水）
13:00-15:00

静岡視覚特別支援学
校

054-283-7300
桑田 盆景 7

5月24日（水）
09:00-12:00

沼津特別支援学校伊
豆田方分校

055-970-2520
佐藤 篆刻 11

5月24日（水）
09:35-11:20

天竜特別支援学校
0539-26-2255

瀬戸 銅板へら出し 3

5月30日（火）
13:25-16:25

浜松開誠館中学校
053-456-7111

馬渕
ミニ畳、小座布団、フィルム切文字、篆刻、

ウール地で作るコサージュ
83

   　　　　　 　　　
ミニ畳　　　　　　　　　　　　　　盆景

○技能士とは
働く人々の有する技能を一定の基準により検定する技能検定(国家検定)に合格した方を

技能士と呼びます。確かな技能の証として各職場において高く評価されています。

○報道機関の方へのお願い
取材される際には、必ず事前に学校へ連絡をお願いします。



提 供 日 2023/05/10

タイトル 細菌検査手数料の誤徴収について

担　　当 健康福祉部 東部健康福祉センター総務課、東部保健所

細菌検査課

連 絡 先 東部健康福祉センター総務課

TEL 055-920-2071

（要　旨）
　東部保健所は、細菌検査手数料（県証紙による収入）が、令和４年４月１日に
改定（1,440円→1,520円：80円増額）されていたにもかかわらず、誤って改正前の
金額で徴収していた。

（概　要）
１　誤徴収の概要
（１）誤徴収をした検査の件数、対象者数及び金額
　　　令和４年４月５日から令和５年３月６日までに依頼のあった
　　　細菌検査（検便検査）
　　　・件数、対象者数　延べ106件、43者（19事業所：80件、24個人：26件）
　　　・金額　計8,480円
（２）経緯
　　　令和４年３月末に、本庁から各健福センター総務課及び本庁関係課あてに、
　　県衛生関係使用料手数料条例の改正通知のメール送信があったが、東部健康
　　福祉センター内で周知されなかったため、担当課が細菌検査手数料の改正に
　　ついて認知せずに、１件当たり80円少ない改正前の金額で徴収を続けてしま
　　った。

２　発覚した経緯
　　東部保健所の細菌検査課が、感染症管理センターへ令和６年度に移転するこ
　とを周知するため、ホームページの変更作業の一環として検査手数料を確認し
　たところ、料金が改定されていたことに気がついた。

３　誤徴収の原因
（１）令和４年３月末の本庁から当センターあてメールの内容を周知しなかった
　　こと。
（２）年度末に、東部保健所が手数料条例の改定の有無について確認しなかった
　　こと。
（３）本件検査の本庁所管課が決まっておらず、本庁担当課と保健所担当課との
　　検査手数料改定に係る情報共有が行われていなかったこと。

４　相手方への対応
　　対象者へ電話し、事情説明し謝罪するとともに、差額の納付（県証紙の購入・
　送付）について協力依頼しており、今後、同趣旨の文書を送付する。

５　再発防止策
（１）本件検査に係る本庁所管課の明確化並びに手数料改定時における保健所及び
　　本庁所管課との情報共有の徹底
（２）当センターに送付されるメールの確認及び周知等処理の徹底
（３）当保健所での手数料改定の確認の徹底



提 供 日 2023/05/10

タイトル 静岡県製薬協会からの薬物乱用防止のための寄附金贈
呈式の開催

担　　当 健康福祉部 生活衛生局薬事課

連 絡 先 薬物対策班

TEL 054-221-2413

薬物乱用防止のための寄附金贈呈式を開催します！

　静岡県製薬協会から、覚醒剤、大麻、危険ドラッグ等の薬物乱用防止のための啓発活動を行っている静岡県薬物乱用防止指導員
協議会（事務局：健康福祉部生活衛生局薬事課）へ寄附金が贈呈されます。
　併せて、健康福祉部長から健康福祉部長感謝状の贈呈を行います。

１　日時
　　令和５年５月17日（水）　13時40分から13時55分まで（15分間）

２　場所
　　静岡県庁西館３階　健康福祉部長室（静岡市葵区追手町９－６）

３　出席者
　　静岡県製薬協会　会長　　　　　　　　　　島野　正直（しまの　まさなお）
　　静岡県製薬協会　副会長　　　　　　　　　湯原　守　（ゆはら　まもる）
　　静岡県薬物乱用防止指導員協議会　副会長　大村　和枝（おおむら　かずえ）
　　静岡県健康福祉部長　ほか

４　寄附額：５万円

【参考１】静岡県製薬協会について
（1）会　長　島野　正直（科研製薬株式会社　静岡工場長）
（2）会員数　118社（令和５年４月１日現在）
（3）目的等　会員相互の親密なる連携を図り、薬事工業及び公共の福祉の増進に
　　　　　　 寄与することを目的に、静岡県内に事業所を設置している医薬品・
　　　　　　 医薬部外品・化粧品及び医療機器の製造業者を主にした任意団体
（4）その他
　・協会の活動のうち、行政と関係がある活動として、「医薬品製造業者等品質
　　管理講習会」など、製造業等に対する講習や研修会を協働で行っている。
　・平成６年以降、毎年、静岡県薬物乱用防止指導員協議会へ５万円の寄附を
　　行っている。（今年度　30回目、累計　150万円）

【参考２】静岡県薬物乱用防止指導員協議会について
（1）会　　長　現在は空席（６月に新たな会長が就任予定）
（2）指導員数　320人（静岡県保護司会連合会、静岡県薬剤師会、ラインズクラブ
　　　　　　　 国際協会３３４－Ｃ地区等からの推薦者で、知事の委嘱をうけた
　　　　　　　 方々）
（3）活動内容　地域に根ざした覚醒剤、大麻、麻薬等の薬物乱用防止のための
　　　　　　　 啓発活動を行う。
（4）その他
　・静岡県薬物乱用防止指導員協議会では、寄附金を研修会の開催や啓発資材の
　　作成等に活用している。



提 供 日 2023/05/10

タイトル 身体障害者手帳情報業務とマイナポータルとの情報連
携の一時停止について

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害福祉課

連 絡 先 障害福祉課

TEL 054-221-3319

身体障害者手帳情報業務とマイナポータルとの情報連携の一時停止について

静岡県では、マイナンバー法に基づき、様々な個人情報を中間サーバーに登録及び管理し、情報ネットワークシステムを通じて情報連携を

しており、身体障害者手帳保持者はマイナポータルにより自己の身体障害者手帳情報を入手することができる。

このたび、静岡県に対し、自分の情報が確認できない旨の照会があった。

現在、原因について詳細は確認中であるが、自らの情報が見られないケースや他者の情報が見られる可能性も考えられることから、身体障

害者手帳情報とマイナポータルの情報連携を一時停止する。

○対象者　

約６万人（県が交付を行った方）

○原因

　　現在、究明中



提 供 日 2023/05/10

タイトル 富士山静岡空港定期便におけるゴールデンウィークの
利用実績

担　　当 スポーツ・文化観光部 空港振興局空港振興課

連 絡 先 小野、大澤

TEL 054-221-3166

 富士山静岡空港定期便 におけるゴールデンウィークの 利用実績
１　要旨
　富士山静岡空港発着の定期便を運航する航空会社から、ゴールデンウィーク期間中（４/29から５/７まで）の利用実績の提供がありましたの
で、お知らせします（５/10現在）。

２　利用実績（令和５年４月29日から５月７日までの９日間）

路線名
航空
会社 運航頻度

提供座席数
（席）

搭乗者数
（人）

搭乗率
（％）

ＡＮＡ 2,988 1,496 50.1 
新 千 歳

1,512 1,191 78.8 

丘　　珠
ＦＤＡ

１往復／日

1,440 1,091 75.8 

札

幌

札幌線　小計 5,940 3,778 63.6 

出　　雲 １往復／日 1,368 1,133 82.8 

福　　岡 ４往復／日 5,976 4,469 74.8 

熊　　本 1,512 1,225 81.0 

鹿 児 島

ＦＤＡ

1,428 1,227 85.9 

沖　　縄 ＡＮＡ

１往復／日

2,988 1,543 51.6 

国内線　計 19,212 13,375 69.6 

７　Ｃ
（定期便）

３往復／週
（水金日)

1,512 1,142 75.5 

７　Ｃ
（臨時便）

４往復／週
（月火木土) 1,890 1,147 60.7 ソ ウ ル

ソウル線　小計 3,402 2,289 67.3 

国際線　計 3,402 2,289 67.3 

合計 22,614 15,664 69.3 

※国際線の台北線、上海線、寧波線、杭州線、南昌線は欠航中

○航空会社（お問合せ先）
　・ＡＮＡ：全日本空輸（電話：０７０－４８７４－０９２７）　　　
　・ＦＤＡ：フジドリームエアラインズ（電話：０５４－３５５－５６０２）
　・７　 Ｃ：チェジュ航空（電話：０５４８－２３－７６５５）

３　過年度実績との比較（※年度により対象日数が異なる）
（１）前年度比較（令和４年４月29日から５月８日までの10日間）

提供座席数 搭乗者 搭乗率
路線名

航空
会社 実績

（席）
増減
（席）

年度比
（％）

実績
（人）

増減
（人）

年度比
（％）

実績
（％）

増減
（pt）

年度比
（％）

ＡＮＡ 3,320 ▲332 90.0 1,124 372 133.1 33.9 16.2 147.8 
新千歳

1,680 ▲168 90.0 1,067 124 111.6 63.5 15.3 124.1 

丘　珠
ＦＤＡ

1,524 ▲84 94.5 932 159 117.1 61.2 14.6 123.9 

札

幌

札幌線　小計 6,524 ▲584 91.0 3,123 655 121.0 47.9 15.7 132.8 

出　雲 1,536 ▲168 89.1 1,198 ▲65 94.6 78.0 4.8 106.2 

福　岡 6,656 ▲680 89.8 4,529 ▲60 98.7 68.0 6.8 110.0 

熊　本 1,680 ▲168 90.0 1,283 ▲58 95.5 76.4 4.6 106.0 

鹿児島

ＦＤＡ

1,596 ▲168 89.5 1,294 ▲67 94.8 81.1 4.8 105.9 

沖　縄 ＡＮＡ 3,320 ▲332 90.0 1,190 353 129.7 35.8 15.8 144.1 

国内線　計 21,312 ▲2,100 90.1 12,617 758 106.0 59.2 10.4 117.6 

ソウル ７　Ｃ － 3,402 皆増 － 2,289 皆増 － 67.3 皆増 

国際線　計 － 3,402 皆増 － 2,289 皆増 － 67.3 皆増 

合計 21,312 1,302 106.1 12,617 3,047 124.1 59.2 10.1 117.1 



（２）コロナ禍前比較（令和元年４月26日から５月６日までの11日間）

提供座席数 搭乗者 搭乗率
路線名

航空
会社 実績

（席）
増減
（席）

年度比
（％）

実績
（人）

増減
（人）

年度比
（％）

実績
（％）

増減
（pt）

年度比
（％）

ＡＮＡ 3,652 ▲664 81.8 3,277 ▲1,781 45.7 89.7 ▲39.6 55.9 
新千歳

－ 1,512 皆増 － 1,191 皆増 － 78.8 皆増 

丘　珠
ＦＤＡ

1,848 ▲408 77.9 1,501 ▲410 72.7 81.2 ▲5.4 93.3 

札

幌

札幌線　小計 5,500 440 108.0 4,778 ▲1,000 79.1 86.9 ▲23.3 73.2 

出　雲 1,848 ▲480 74.0 1,583 ▲450 71.6 85.7 ▲2.9 96.6 

福　岡 7,392 ▲1,416 80.8 6,646 ▲2,177 67.2 89.9 ▲15.1 83.2 

北九州 1,848 ▲1,848 皆減 1,568 ▲1,568 皆減 84.8  ▲84.8 皆減 

熊　本 － 1,512 皆増 － 1,225 皆増 － 81.0 皆増 

鹿児島

ＦＤＡ

1,848 ▲420 77.3 1,713 ▲486 71.6 92.7 ▲6.8 92.7 

沖　縄 ＡＮＡ 3,652 ▲664 81.8 2,865 ▲1,322   53.9 78.5 ▲26.9 65.7 

国内線　計 22,088 ▲2,876 87.0 19,153 ▲5,778 69.8 86.7 ▲17.1 80.3 

ソウル Ｒ　Ｓ 1,950 1,452 174.5 1,521 768 150.5 78.0 ▲10.7 86.3 

台　北 Ｃ　 Ｉ 948 ▲948 皆減 746 ▲746 皆減 78.7 ▲78.7 皆減 

上　海 Ｍ　Ｕ 3,952 ▲3,952 皆減 3,294 ▲3,294 皆減 83.4 ▲83.4 皆減 

寧　波 Ｍ　Ｕ 936 ▲936 皆減 761 ▲761 皆減 81.3 ▲81.3 皆減 

Ｍ　Ｕ 936 ▲936 皆減 864 ▲864 皆減 92.3 ▲92.3 皆減 

Ｊ　  Ｄ 1,032 ▲1,032 皆減 1,017 ▲1,017 皆減 98.5 ▲98.5 皆減 杭　州

小計 1,968 ▲1,968 皆減 1,881 ▲1,881 皆減 95.6 ▲95.6 皆減 

煙　台 Ｋ   Ｎ 1,800 ▲1,800 皆減 1,263 ▲1,263 皆減 70.2 ▲70.2 皆減 

国際線　計 11,554 ▲8,152 29.4 9,466 ▲7,177 24.2 81.9 ▲14.6 82.2 

合計 33,642 ▲11,028 67.2 28,619 ▲12,955 54.7 85.1 ▲15.8 81.4 

　（航空会社）
　　Ｒ   Ｓ：エアソウル　　　　　　　　Ｃ　Ｉ ：チャイナエアライン
　　Ｍ Ｕ：中国東方航空　　　　　　Ｊ　Ｄ：北京首都航空　
　　Ｋ  Ｎ：中国聨合航空

　　　



提 供 日 2023/05/10

タイトル 人づくり推進員感謝状授与式及び委嘱式の開催

担　　当 スポーツ・文化観光部 総合教育局総合教育課

連 絡 先 総合教育班

TEL 054-221-3304

人づくり推進員感謝状授与式及び委嘱式を開催します！

　「人づくり推進員」は、本県が進める「有徳の人」の育成のため、「人づくり地域懇談会」等の開催を通じて、家庭や地域にお
ける子育てや人づくりへの助言を行うなど、人づくり実践活動の推進に取り組んでいます。
　このたび退任した人づくり推進員のうち、20年にわたり活動されてきた戸崎雅章（とざきまさあき）氏、17年活動されてきた増
田和男（ますだかずお）氏及び16年活動されてきた松浦正美（まつうらまさみ）氏に、知事から感謝状を授与します。
　知事感謝状は、これまで６名の方に授与されており、今回で計９名となります。
　また、新たに「人づくり推進員」となる方々に、知事から委嘱状を交付します。

日　時 令和５年５月18日（木）午後２時から２時40分まで

会　場 静岡県庁別館９階　特別第一会議室

授与者 知事(１)感謝状授与式

被授与者 戸崎雅章氏（静岡市、活動20年）
増田和男氏（藤枝市、活動17年）
松浦正美氏（清水町、活動16年）

交付者 知事(２)委嘱式

被交付者 新規人づくり推進員６名(うち１名欠席)

出席者 知事感謝状被授与者３名、
部長感謝状被授与者１名、
新規委嘱人づくり推進員５名
知事、スポーツ・文化観光部長

概　要

(３)懇談

内容 懇談、写真撮影

※知事感謝状授与式に先立ち、安藤裕夫氏（伊豆市、活動９年）に部長感謝状の授与を行います（時間：午後１時30分、場所：県
庁東館11階スポーツ・文化観光部長室）。

【参考】
○人づくり推進員
・本県が進める「有徳の人」づくりへの県民の理解を深め、「人づくり」の実践を促すため、平成12年度から本県独自に設けたも
のであり、市町から推薦された方（地域のリーダー等で、人づくり活動等を行っている方など）を「人づくり推進員」として委嘱
しています。
○人づくり地域懇談会
・県内各地域の小学校や幼稚園を中心に開催され、人づくり推進員が保護者等を対象に子育てや人づくりの助言等を行います。平
成12年度から開催され、令和４年度までに累計5,993回開催されています。



提 供 日 2023/05/10

タイトル 令和５年度静岡県文化奨励賞受賞者が決定しました

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 文化振興班

TEL 054-221-2254

令和５年度　静岡県文化奨励賞受賞者が決定しました

～戸﨑文葉氏ほか２者が受賞～

　静岡県は、芸術や学術を通じ、本県の文化の振興と向上に寄与する個人又は団体の活動を奨励するため、昭和37年に静岡県文化
奨励賞を設けました。
　62回目を迎える今年度は、優れた業績をあげ、かつ、将来その一層の発展が望まれるものとして、下記１の３者（２個人、１団
体）に静岡県文化奨励賞を授与します。
　また、授賞式を下記２のとおり開催します。

記
１　受賞者

氏名・名称 居住・所在地 職業 活動分野 年齢

戸﨑　文葉
（とざき　ふみよ）

静岡市葵区 合唱指揮者 音楽（合唱指揮） 53歳

前田　直紀
（まえだ　なおき）

静岡市葵区 陶芸家 美術（陶芸） 45歳

特定非営利活動法人
クロスメディアしまだ
（くろすめでぃあしまだ）

島田市 － 文化振興 －

２　授賞式
（１）日時　　５月26日（金）　午後３時から３時45分まで
（２）会場　　静岡県庁本館４階特別会議室
（３）出席者　受賞者、静岡県知事（授与者）予定
（４）次第　　賞状及び副賞の授与
　　　　　　　式辞
　　　　　　　受賞者挨拶
　　　　　　　
※授賞式の詳細については、５月23日（予定）に改めて記者提供します。



提 供 日 2023/05/10

タイトル 木造住宅耐震化プロジェクト「ＴＯＵＫＡＩ－０」の
令和４年度実績

担　　当 くらし・環境部 建築住宅局建築安全推進課

連 絡 先 建築耐震班

TEL 054-221-3076

木造住宅耐震化プロジェクト「ＴＯＵＫＡＩ－０」の令和４年度実績

１　要　旨
　静岡県耐震改修促進計画（第３期・令和３年度～７年度）に基づき、市町と連携し、木造住宅の耐震化を推進している。
　令和４年度の木造住宅の耐震診断助成実績は2,497件、耐震補強助成実績は640件で、耐震補強助成における事業開始（平成14年
度）からの実績累計は25,818件となった。

２　過去５か年のプロジェクト「ＴＯＵＫＡＩ－０」の実績　　　　　　　　　（単位：件）

３　令和４年度の分析
(1) 耐震診断助成事業は、令和４年度に広報を強化（テレビＣＭ、ダイレクトメール等）したことなどにより前年度から46.3％の
増となり、耐震補強助成事業も平成29年度以来５年ぶりに増加した。
(2) 建替助成事業は、耐震化が必要な木造住宅の築年数が既に40年以上を経過していることから、耐震補強よりも建替えを選択す
る方も増加しており、平成30年度に初めて100件を超え、以降ほぼ120件から160件の間で推移している。

４　今後の取組
(1) 木造住宅耐震化の総仕上げを図るため、計画期間の令和７年度までの残り３年間で耐震化に向けた周知を徹底して行う。
(2) 令和４年度に耐震診断を受けた方を耐震補強に移行させることで、更なる耐震補強助成事業の増加につなげていくほか、耐震
補強以外の方法として、耐震性がある住宅への住み替えや、防災ベッド又は耐震シェルターの設置を提案するなど、命を守るため
の様々な取組を進める。

＜参考：静岡県耐震改修促進計画における住宅の耐震化目標（令和７年度末）＞
　耐震化率95％（現状値89.3％（平成30年10月現在※））
　※耐震化率は５年ごとに実施する総務省調査「住宅・土地統計調査」の結果をもとに推計
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タイトル 新設住宅着工統計　令和４年度計及び令和５年３月の
主な動向

担　　当 くらし・環境部 建築住宅局住まいづくり課

連 絡 先 計画班

TEL 054-221-3080

新設住宅着工統計令和４年度計及び　
　　令和５年３月の主な動向

１　令和４年度計
＜総戸数＞
　令和４年度の新設住宅着工戸数は、19,911戸（対前年度増減比4.8％減）。前年度と比較して、貸家・給与住宅で増加したが、持家・分譲住
宅で減少したため、全体で減少となった。（国土交通省建築工事届集計データをもとに、静岡県分の住宅関連データを抽出処理）

＜利用関係別＞
　区　分 戸数 前年度戸数 対前年度増減比

　持　家 9,760 11,151 △12.5％
民　間　資　金 8,548 9,806 △12.8％
公　的　資　金 1,212 1,345 △9.9％
うち機構融資 ※１ 210 283 △25.8％

　貸　家 6,274 5,856 7.1％
民　間　資　金 5,648 5,298 6.6％
公　的　資　金 626 558 12.2％

　給　与　住　宅 ※２ 230 136 69.1％
　分　譲　住　宅 3,647 3,773 △3.3％
　うちマンション 374 303 23.4％

　合　計 19,911 20,916 △4.8％
※１　住宅金融支援機構から融資を受けて建てた住宅
※２　会社、官公署、学校等がその社員、職員、教員等を居住させる目的で建てた住宅

＜地域別＞
区　　分 戸数 前年度戸数 対前年度増減比
東　　部 5,837 6,232 △6.3％
中　　部 6,472 6,985 △7.3％
西　　部 7,602 7,699 △1.3％
合　　計 19,911 20,916 △4.8％

＜直近６か年間の推移＞
H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度

年度計着工戸数 23,589 22,953 21,863 20,528 20,916 19,911
対前年度増減比 △4.9％ △2.7％ △4.7％ △6.1％ 1.9％ △4.8％

＜資金別＞
区　　分 戸数 前年度戸数 対前年度増減比

民　間　資　金 17,565 18,619 △5.7％
公　的　資　金 2,346 2,297 2.1％

　　うち機構融資 367 409 △10.3％
　合　計 19,911 20,916 △4.8％

＜建築工法別＞
区　分 戸数 前年度戸数 対前年度増減比

在 来 工 法 13,066 13,522 △3.4％
プ レ ハ ブ 工 法 3,972 3,882 2.3％
枠 組 壁 工 法 2,873 3,512 △18.2％

合　計 19,911 20,916 △4.8％

＜構造別＞
区　分 戸数 前年度戸数 対前年度増減比
木　造 13,135 14,753 △11.0％

非　木　造 6,776 6,163 9.9％
合　計 19,911 20,916 △4.8％

＜参考＞
戸数 前年度戸数 対前年度増減比

全　国 860,828 865,909 △0.6％
　
２　令和５年３月
＜総戸数＞
　令和５年３月の新設住宅着工戸数は、1,656戸（対前年同月増減比4.3％減）。前年同月と比較して、貸家・給与住宅で増加したが、持家・分
譲住宅で減少したため、全体で減少となった。（国土交通省建築工事届集計データをもとに、静岡県分の住宅関連データを抽出処理）

＜利用関係別＞
　区　分 戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比

　持　家 717 849 △15.5％
民　間　資　金 631 757 △16.6％
公　的　資　金 86 92 △6.5％



うち機構融資 ※１ 12 19 △36.8％
　貸　家 686 531 29.2％

民　間　資　金 632 410 54.1％
公　的　資　金 54 121 △55.4％

　給　与　住　宅 ※２ 8 5 60.0％
　分　譲　住　宅 245 346 △29.2％
　うちマンション 0 54 △100.0％

　合　計 1,656 1,731 △4.3％
※１　住宅金融支援機構から融資を受けて建てた住宅
※２　会社、官公署、学校等がその社員、職員、教員等を居住させる目的で建てた住宅

＜地域別＞
区　　分 戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比
東　　部 524 578 △9.3％
中　　部 533 580 △8.1％
西　　部 599 573 4.5％
合　　計 1,656 1,731 △4.3％

＜直近６か月間の推移＞
10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

前年着工戸数 2,079 1,939 1,712 1,301 1,551 1,731
直近着工戸数 1,641 1,685 1,678 1,553 1,509 1,656

対前年同月増減比 △21.1％ △13.1％ △2.0％ 19.4％ △2.7％ △4.3％

＜資金別＞
区　　分 戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比

民　間　資　金 1,482 1,497 △1.0％
公　的　資　金 174 234 △25.6％

　　うち機構融資 45 25 80.0％
　合　計 1,656 1,731 △4.3％

＜建築工法別＞
区　分 戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比

在 来 工 法 1,070 1,115 △4.0％
プ レ ハ ブ 工 法 360 312 15.4％
枠 組 壁 工 法 226 304 △25.7％

合　計 1,656 1,731 △4.3％

＜構造別＞
区　分 戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比
木　造 972 1,173 △17.1％

非　木　造 684 558 22.6％
合　計 1,656 1,731 △4.3％

＜参考＞
戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比

全　国 73,693 76,120 △3.2％
表グラフなどの資料については、下記のＵＲＬを御覧ください。

　　https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kenchiku/garden/1015907.html

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kenchiku/garden/1015907.html


提 供 日 2023/05/10

タイトル 景気動向指数は11か月連続で改善を示す～静岡県景気
動向指数（令和５年２月分）～

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局データ活用推進課

連 絡 先 データ活用推進班

TEL 054-221-2298



詳しくは「統計センターしずおか」(https://toukei.pref.shizuoka.jp/)を御覧ください。

https://toukei.pref.shizuoka.jp/


提 供 日 2023/05/10

タイトル 令和５年度第３回、第４回（5年）公募公債の発行

担　　当 知事直轄組織 政策推進局財政課

連 絡 先 計画班

TEL 054-221-2036

５月に発行する公募公債の発行条件を決定しました。
５月18日（木）に10年債100億円及び5年債100億円を発行します。
なお、本日、本債に対し、格付投資情報センター（R＆I）からＡＡ＋、ムーディーズからＡ1の個別債格付けが付与される予定で
す。

１．発行条件
区　分 10年債 5年債

 表面利率、応募者利回り 0.711% 0.260%
 発行価格 100円につき100円 100円につき100円

２．発行債券の募集概要
区　分 10年債 5年債

 銘柄名  静岡県令和５年度
 第３回公募公債

 静岡県令和５年度
 第４回公募公債(5年)

 償還方法  10年満期一括
（償還日 令和15年３月18日）

 5年満期一括
（償還日 令和10年３月17日）

 利払日 毎年３月20日及び９月20日に支払
 募集期間 ※1 令和５年５月10日（水）から５月15日（月）まで
 募集単位 額面１万円から１万円単位
 募集取扱い
 機関 ※2

別途指定する金融機関（下記参照）

※1　募集期限は、５月15日（月）となっているが、売り切れの場合もある。
※2　募集に係る問い合わせは、下記募集取扱い機関にて受け付けている。

●募集取扱い機関一覧
銀　行 証券会社

静岡銀行 大和証券
スルガ銀行 ＳＭＢＣ日興証券
清水銀行 野村證券
みずほ銀行 みずほ証券
三井住友銀行 三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券

ＳＢＩ証券
岡三証券
東海東京証券
ゴールドマン・サックス証券
バークレイズ証券
ＢＮＰパリバ証券
ＢｏｆＡ証券
しんきん証券
丸三証券



提 供 日 2023/05/11

タイトル 「ふじのくに新商品セレクション2023」出品募集

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 食の魅力創造班

TEL 054-221-3713

「ふじのくに新商品セレクション2023」出品募集
～受賞商品の県内外への販路拡大を支援します!～

１　趣旨
　県産農林水産物の魅力を活かした商品を県が表彰する「ふじのくに新商品セレクション2023」の出品商品を募集します。
受賞商品の県内外への販路拡大を支援し、皆様の新たなチャレンジを応援します。

２　主な出品条件
・原材料に県産農林水産物を使用し、商品化後２年以内の加工品
・県内に住所又は主たる事務所を有する者
※食品以外の商品も対象

３　応募期限　　
　令和５年７月７日（金）必着

４　応募方法
　出品票に必要事項を記入の上、補足資料を添付し、メール等により静岡県経済産業部マーケティング課に提出

５　開催要領・出品票　　　
　静岡県のホームページからダウンロードできます。（URLは以下のとおり）　
　https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/shokogyoservice/shokunomiyako/1025546.html

６　審査会
　令和５年９月21日（木）予定

７　表彰
　最高金賞１点、金賞10点程度

８　主な受賞特典
項　目 内　容
販売機会の提供 ・静岡県商工会連合会の「商工会チャレンジショップ　アレモキッチン/コレモストア」等における、受賞商品の販売
商談機会の提供 ・「バイ・シズオカ　オンラインカタログ」でのオンライン商談会

・県が主催するマッチング交流会における静岡大型店・スーパーマーケット連絡会（事務局：静岡商工会議所）会員との商談
相談機会の提
供

・販路開拓等に関する専門家等との相談

その他 ・翌年度に開催される全国大会「優良ふるさと食品中央コンクール」への推薦（最高金賞又は食品の最高位受賞商品）

９　問合せ先・提出先
　静岡県経済産業部産業革新局マーケティング課
　〒420-8601　静岡市葵区追手町9-6　
　電話　054-221-3713、FAX 054-221-2698、E-mail：marke@pref.shizuoka.lg.jp　

 
参考写真：令和４年度最高金賞　富士山麓　潤いモッツァレラ

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/shokogyoservice/shokunomiyako/1025546.html
mailto:marke@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2023/05/11

タイトル 伊豆の温泉の活用を考える！
ＩＣＯＩプロジェクト成果発表会の開催

担　　当 経済産業部 産業革新局新産業集積課

連 絡 先 新産業集積班

TEL 054-221-2985

令和５年５月１８日（木）にＩＣＯＩプロジェクト成果発表会を開催します！

　静岡県では、伊豆地域において、温泉に食、スポーツ等を組み合わせた新しいヘルスケア産業を創出する「伊豆ヘルスケア温泉イノベー
ション（ＩＣＯＩ）プロジェクト」に取り組んでいます。
　このたび、ICOIプロジェクトの実績や成果について皆様にご報告する成果発表会を開催いたします。
　
１開催概要

　１）日　　時　令和５年５月１８日（木）　午後１時３０分から午後３時
　
　２）場　　所　三島文化会館（ゆうゆうホール）　小ホール
　　　　　　　　　（三島市一番町２０－５）
　
　３）参 加 費　無料
　
　４）参 加 者　ＩＣＯＩプロジェクトに関心がある企業、自治体、関係団体等
　※一般の方の参加も可能です。
　　 伊豆の温泉を活用した産業創出などの取組に興味のある方は是非御参加ください！

２成果発表会次第
　
　１）主催者挨拶
　
　２）プロジェクト活動報告及び令和５年度取組
　　　　
　３）令和４年度実証事業委託成果報告
　
　４）令和４年度補助事業成果報告
　
　５）ＩＣＯＩアンバサダー活動報告（天玲美音氏）

　※なお、成果発表会終了後に交流会を開催いたします。

問い合わせ先
　　静岡県経済産業部 産業革新局 新産業集積課　新産業集積班

　ＴＥＬ：054-221-2985　e-mail：trc@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:trc@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2023/05/11

タイトル 県医師会主催研修医向け「Welcome Seminar in  
Shizuoka 2023」の開講

担　　当 健康福祉部 医療局地域医療課

連 絡 先 医師確保班

TEL 054-221-2868

県医師会主催　研修医向け
「Welcome Seminar in Shizuoka 2023」の開講

　一般社団法人静岡県医師会は、県から委託を受け若手医師の県内定着促進等を目的に「Welcome Seminar in Shizuoka 2023」を開講しま
す。
　同セミナーは令和２年度から開催され、昨年度も約380名がＷｅｂ参加しました。開講となる第１回は、県知事からビデオメッセージも行われま
す。

１　日時
　令和５年５月13日（土）15：00～18：00

　＜次第＞
　15：00　開会
　15：05　ビデオメッセージ（静岡県知事　川勝　平太）
　15：10　『外傷初期診療ガイドラインＪＡＴＥＣから学ぶ　救急診療基本のキ』
　　　　　　（浜松医科大学医学部附属病院　救急部　助教　高橋　善明　先生）
　15：30　『感染症診療と対策の原則』
　　　　　　（静岡県立静岡がんセンター　感染症内科部長　倉井　華子　先生）
　16：50　『緩和ケア』
　　　　　　（聖隷三方原病院　副院長　森田　達也　先生）
　18：00　閉会
　
２　会場　
　静岡県医師会館４階講堂（静岡市葵区鷹匠３丁目６－３）＋Ｗｅｂ配信
　現地出席者：小林委員長、倉井先生ほか
　※高橋先生・森田先生はオンライン参加

３　受講対象
　静岡県内の臨床研修医等
　※参考　県内で臨床研修を開始する医師　約280人

４　今後の日程（全３回）
　第２回：令和５年６月24日（土）15：00～18：00
　第３回：令和５年７月15日（土）15：00～18：00

５　問い合わせ先
　静岡県医師会事務局　地域医療課　鈴木課長、河合主任
　（電話番号：054-246-6151）



提 供 日 2023/05/11

タイトル 要約筆記者養成講座を開講します

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害福祉課

連 絡 先 身体障害福祉班

TEL 054-221-2367

要約筆記者養成講座を開催します
　
  県が運営を委託している静岡県聴覚障害者情報センターでは、聴覚に障害のある人のコミュニケーション支援のため、会話の内
容をその場で文字で伝える「要約筆記者」の養成講座を実施します。
　この講座では、聴覚に障害のある人、とりわけ中途失聴・難聴者に関連する福祉制度や権利擁護、対人支援等についての理解を
深め、要約筆記を行うために必要な知識と技術を習得し、聴覚に障害のある人の暮らしをサポートできる人材を養成します。

１　開講式及び初回講座
　(1)日時　
　　　開講式　　令和５年５月21日（日）　10時00分～10時15分
　　　初回講座　　　　同　上　　　　　　10時15分～15時00分

　(2)場所
　　　掛川市総合福祉センター「あいり～な」共用会議室
　　　掛川市掛川910-1　
　　　　
２　講座内容

区　分 内容等 講義時間

共通科目
聴覚障害の基礎知識、聴覚障害者の福祉、要約
筆記の基礎知識・実技、要約筆記者のあり方等

５月21日～11月19日
全44時間

選択科目 手書きコース又はパソコンコース ６月11日～10月29日
全48時間

３　受講定員
　　20人（手書きコース10人、パソコンコース10人)

４　その他
　・講座修了者は要約筆記者登録試験を受験し、合格後は各市町の要約筆記者派遣
    事業において活動。
　・令和４年度末時点の県内の登録者（合格者)は114人。
　・取材を希望される場合は、５月19日（金）15時までに連絡をお願いします。



提 供 日 2023/05/11

タイトル 聴覚に障害のある児童を育てた経験のある人を対象と
した｢ピアカウンセラー養成講座｣の受講生を募集しま
す

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害福祉課

連 絡 先 身体障害福祉班

TEL 054-221-2367

聴覚に障害のある児童を育てた経験のある人を対象とした
　　　　　「ピアカウンセラー養成講座」の受講生を募集します！
 
 静岡県では、聴覚に障害のあるお子さんの保護者の不安や悩みに、同じ境遇の子育ての経験のある仲間（ピア）として、障害受
容などの相談に対応する「ピアカウンセラー」の養成講座を開催します。

１　日程
　　令和５年６月８日（木曜日）～令和６年２月８日（木曜日）（全14回)

２　受講対象者
　　聴覚に障害のあるお子さんの子育ての経験のある方若しくは現に子育てを
　している方　
　
３　受講定員 　　
　　６人(応募者多数の場合は選考)

４　受講料 　　
　　無料です。ただし、テキスト代として1,500円をいただきます。　
　
５　講座の内容
　　「カウンセリングの基本」、「聴こえ（障害）」、「制度と業務」などの
　講義や演習を予定しています。

６　会場
　　静岡県総合社会福祉会館（静岡市葵区）ほか

７　申込み締切　
　　５月31日(水曜日)※ただし、定員に満たない場合は締切後も随時受け付けま
　す。　
　　
８　申込み方法　
　　住所、氏名、電話番号を電話・FAX・E-maiのいずれかの方法により、
　下記宛て先までお申込みください。
　
９　申込み・問合せ先
　　〒420－8601　静岡市葵区追手町9－6　静岡県健康福祉部障害福祉課
　　TEL：054－221－2367　FAX：054－221－3267
　　E-mail:shougai-fukushi@pref.shizuoka.lg.jp

10　講座修了後の活動
　　講座修了後は、県が実施するピアカウンセラー派遣事業において、聴覚に
　障害のあるお子さんの保護者の支援に協力していただきます。

mailto:shougai-fukushi@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2023/05/11

タイトル 本日、ＪＲ東海に対し「山梨県側から県境付近に向け
て実施する高速長尺先進ボーリング」に関する文書を
発出しました。

担　　当 くらし・環境部 環境局水資源課

連 絡 先 水資源班

TEL 054-221-2304

　○本日、県中央新幹線対策本部長は、ＪＲ東海代表取締役副社長に対し、「山梨
　　県側から県境付近に向けて実施する高速長尺先進ボーリング計画について」を
　　発出しました。

　○併せて、知事は、ＪＲ東海代表取締役社長に対し、文書を発出しました。

１　概要

（１）山梨県側から県境付近に向けて実施する高速長尺先進ボーリング計画
　　　について

　　○令和５年４月26日に開催した第13回地質構造・水資源専門部会において、
　　　ＪＲ東海から「静岡県側の水が山梨県側へ流出した場合の取扱い」につい
　　　て、説明を受けましたが、詳細な内容について十分な対話が行われており
　　　ません。
　　　このため、令和５年１月31日付け本県中央新幹線対策本部長文書で県が要
　　　請した合意に至っていないことから、ＪＲ東海に対し、文書を発出しまし
　　　た。

（２）知事は、ＪＲ東海代表取締役社長に対し、社長就任挨拶に来静したことに
　　　対し、御礼を申し上げるとともに、県が強く要請している高速長尺先進ボ
　　　ーリングについての懸念を十分に理解するとともに、ＪＲ東海副社長を中
　　　心として、県との対話に真摯に対応するよう求めました。県の要請に応え
　　　ることなく、一方的に高速長尺先進ボーリングを進めることのないよう改
　　　めて強く要請しました。

２　発出文書

　　別添のとおり



提 供 日 2023/05/11

タイトル 本川根中学校の生徒が南アルプスを満喫します

担　　当 くらし・環境部 環境局自然保護課

連 絡 先 富士山・南アルプス保全班

TEL 054-221-2963

＜初開催！地元の本川根中学校が南アルプスを満喫！＞
「まるごと体験学習」南アルプス満喫体験inさわらじま

　県では、ユネスコエコパークにも登録され、他に類を見ない希少かつ貴重な自然環境を現在に数多く残す「南アルプス」が持つ
魅力の本質に触れ、楽しみ、学び、理解を深め、その自然環境の保全や魅力の発信に、自らの想いで参画できる人を育むことを目
指し、小中学校、高等学校等の教育機関での授業などで活用可能な魅力発信・環境学習サイト「南アルプスの宝箱」を本年３月に
開設しました。
　今回、初の試みとして「南アルプスの宝箱」内で紹介する体験プログラムのひとつを川根本町立本川根中学校の１・２年生に実
際に体験いただき、プログラムの評価や、新たなコンテンツ開発につなげます。
※「南アルプスの宝箱」　https://minamialps-shizuokaken.jp

１　内容
　(1)主　　催  静岡県
  (2)日　　時  令和５年５月14日（日）　午前８時15分から
　　　　　　　 　　　　５月15日（月）　午後４時15分まで（少雨決行、荒天中止）
　　　　　　 　※中止の判断は、５月13日（土）午後４時頃までに行います。
　(3)参加者　　川根本町立本川根中学校１・２年生18人、教員７人
　(4)活動場所　椹島ロッヂ（静岡市葵区田代1301－２）
　　　　　　　 資料館やまびこ（榛原郡川根本町犬間90－１）
　(5)日　　程
　　＜５月14日＞　８：15～　出発式（本川根中学校）
　　　　　　　　　12：30～　入所式（椹島ロッヂ）
　　　　　　　 　 その後　　トレイル、星空観察、ナイトハイク等
　　＜５月15日＞　早朝より　ウォーキング、伐木体験、アクセサリー作り等
　　　　　　　　　12：00～　退所式（椹島ロッヂ）
　　　　　　　　　14：30～　アクティビティ（資料館やまびこ）
　　　　　　　　　元赤石岳避難小屋管理人の榎田氏による講義
　　　　　　　　　15：30～　解散式（資料館やまびこ）
　　　　　　　　　16：15　　本川根中学校着

２　取材について
　　椹島ロッヂにつながる林道東俣線は一般車の通行規制があります。椹島ロッヂでの取材を希望される際は静岡県自然保護課ま
でお問い合わせください。

https://minamialps-shizuokaken.jp


提 供 日 2023/05/11

タイトル 御殿場市立印野小学校が環境大臣賞を受賞

担　　当 くらし・環境部 環境局自然保護課

連 絡 先 自然保護班　齋藤

TEL 054-221-2719

野生生物保護功労者表彰で
御殿場市立印野小学校が環境大臣賞を受賞しました

環境省で令和５年度野生生物保護功労者表彰が発表され、県内から御殿場市立印野小学校が環境大臣賞を受賞しました。
表彰式は、令和５年５月14日（日）に、常陸宮同妃両殿下の御臨席のもと、第77回愛鳥週間「全国野鳥保護のつどい」において行われま

す。

１　受賞学校プロフィール
学校名 御殿場市立印野小学校

功績概要 ○昭和44年８月に野鳥愛護林校に指定され、印野御胎内地区に11ヘクタールの
野鳥愛護林を設定した。以来、約半世紀にわたり学校として野鳥愛護活動を続け
ている。
○昭和45年から「愛鳥週間」に巣箱をかける活動を始め、野鳥のためにエサ台を
製作したり、ヒマワリを育てて、その種を野鳥のエサにする等、独自の愛鳥活動を
続けている。
○野鳥愛護林での観察調査を中心に、野鳥が生息する環境等も学び、児童の地
元の豊かな自然を守る意識を高める教育を行っている。
○校内のお祭りで、観察した野鳥をテーマにした企画展を開催する等、野鳥への
関心を高める活動に取り組んでいる。

２　第77回愛鳥週間「全国野鳥保護のつどい」
（１）日程　令和５年５月14日（日）
（２）場所　虎ノ門ヒルズフォーラム（虎ノ門ヒルズ森タワー）４階ホールＢ
　　　　　（東京都港区虎ノ門１－23－３）

３　参考（愛鳥週間野生生物保護功労者表彰）
（１）主催　環境省及び公益財団法人日本鳥類保護連盟
（２）表彰別受賞件数（全国）

表彰の種類 受賞件数
環境大臣賞 ６件（うち１件が印野小学校）
文部科学大臣賞 ２件
林野庁長官感謝状 ３件
環境省自然環境局長賞 ６件
（公財）日本鳥類保護連盟会長賞 ３件
（公財）日本鳥類保護連盟褒状 15件
（公財）日本鳥類保護連盟感謝状 ０件

計 35件



提 供 日 2023/05/11

タイトル 【訂正】令和５年度拡充！中小企業等の省エネ対策を
支援します！

担　　当 くらし・環境部 環境局環境政策課

連 絡 先 地球環境班

TEL 054-221-2208

　　　令和５年度拡充！中小企業等の省エネ対策を支援します！
　　　　　～省エネ設備導入支援と省エネ支援員の派遣～
　
　本県では、令和４年３月に策定した「第４次静岡県地球温暖化対策実行計画」の重点施策として、中小企業等の脱炭素化に向け
た取組の支援を掲げています。
　令和５年度は、県内の中小企業等を対象とした省エネ設備の導入に対する補助を拡充して実施いたします。あわせて、省エネ対
策等の専門家である省エネ支援員を派遣し、助言・提案を行います。

１　事業概要
（１）省エネ設備導入支援（補助金）

区分 内容

補助の対象
　中小企業（個人事業主含む）・組合・各種法人等
※県内外に設置する事業所（工場・事務所・その他事業場）全体での年間エネルギー使用量が原油換算
で1,500klに満たないこと

補助対象事業 　省エネ効果５％以上の設備（空調・給湯・照明・生産設備等）の導入
補助額等 　通常枠：補助対象経費の１／３以内

　　　　　（上限200万円・下限20万円）
　特別枠：補助対象経費の２／３以内
　　　　　（上限600万円・下限20万円）

令和４年度からの主な変
更点

・特別枠の創設
・照明設備が単体でも申請できるように変更
・生産過程で使用する機械設備も対象に追加

（２）省エネ支援員の派遣
区分 内容

支援の対象 　中小企業等（個人事業主含む）

支援の内容

・補助金制度の活用方法（（１）の制度の活用・申請方法等）への助言
・設備の運用改善や省エネ機器への更新の提案・助言
・エコアクション21認証の新規取得・更新への支援
※その他、省エネ全般の相談も電話・メールで受け付けます。

費用 　無料

２　受付期間
　　令和５年12月８日まで

３　受付窓口　※令和５年５月12日（金）15：00　専用HPのURLを修正しました（詳細はPDFを御確認ください）。
　　一般社団法人静岡県環境資源協会
　　専用HP：http://www.siz-kankyou.jp/sizhojo_r5sou.html 
　　※制度の詳細（募集要領等）は専用HPに掲載
　　電話：054-270-6165（受付時間　平日10時～17時）

http://www.siz-kankyou.jp/sizhojo_r5sou.html


提 供 日 2023/05/11

タイトル 「第153回ふじのくに防災学講座」を開催します！

担　　当 危機管理部 危機情報課

連 絡 先 静岡県地震防災センター

TEL 054-251-7100

「第153回ふじのくに防災学講座」を開催します！

テーマ　「南海トラフ地震臨時情報」を知り地震によりよく備える

講師　東北大学災害科学国際研究所　准教授　福島 洋 氏

概要
　
　西南日本では、太平洋沖の「南海トラフ」や「駿河トラフ」からフィリピン海プレートが日本列島下に沈み込んでおり、このプ
レート境界では過去に巨大地震（南海トラフ地震）が繰り返し発生してきました。昭和時代の巨大地震が起きてから75年以上が過
ぎたいま、次の巨大地震の発生が懸念されています。本講演では、地震による被害を減らす方策の一環である「南海トラフ地震臨
時情報」発表の仕組みやそれを防災行動に有効に活用するために知っておくとよいことなどについて解説します。

１　日　時　令和５年５月20日（土）午前10時30分から正午まで

２　場　所　静岡県地震防災センター２階ないふるホール
　　　　　　（静岡市葵区駒形通5-9-1）
３　内　容

　　・対　　象　どなたでも受講できます。

　　・受 講 料　無料

　　・開催方法　会場受講およびZoom配信

　　・その他

　　　（１）会場受講（定員190人）
　　　　　　定員に空きがある場合は、事前予約のない方も当日御来館いただき受講することが可能です。

　　　（２）Zoom配信での受講（定員450人）
　　　　　　お申込み時に視聴ＵＲＬ等を御案内します。

４　問い合せ先
　　　静岡県地震防災センター
　　　　電話：054-251-7100
        メール：bousaigaku@amail.plala.or.jp

mailto:bousaigaku@amail.plala.or.jp


提 供 日 2023/05/11

タイトル ２１世紀の朝鮮通信使 友情ウォーク一行による出野副
知事表敬訪問

担　　当 知事直轄組織 地域外交局地域外交課

連 絡 先 海外交流班

TEL 054-221-3325

「２１世紀の朝鮮通信使友情ウォーク」に参加している日本と韓国のメンバーが行程の途上、出野副知事

を表敬訪問します。

１　要　旨

江戸時代に朝鮮通信使がたどったソウル（韓国）から東京（日本）の足跡をめぐるウォーキング事業（全行程５３日間）に参加してい

る日本と韓国のメンバー３７人が、行程の途上、出野副知事を訪問します。

　

２　概　要

（１）日　時：　令和５年５月１６日（火）１０時００分から１０時３０分まで

（２）会　場：　静岡県庁西館４階第一会議室A

（３）訪問者：　２１世紀の朝鮮通信使友情ウォークメンバー　３７人

　　　　　内訳：

　　　　　日本隊：遠藤靖夫（えんどうやすお）隊長など１５人

　　　　　韓国隊：金　泰昊（キム・テホ）隊長など２２人

（４）応対者：　出野　勉静岡県副知事ほか

（参考）２１世紀の朝鮮通信使 友情ウォークについて

・（社）日本ウォーキング協会等の主催により実施される、日韓関係者による朝鮮通信使の足跡をたどるウォーキング事業。

・一行は、４月１日にソウル（韓国）を出発し、５３日間かけて、５月２３日（火）まで、ゴールの東京・皇居を目指してウォーキングをします。

　・本県には、５月１１日（木）に、弁天島から本県入りし、５月１９日（金）に三島から本県を離れる予定で、９日間かけて静岡県を横断します。



提 供 日 2023/05/12

タイトル 韓国の「河東ワールドティーエキスポ２０２３」への
出展

担　　当 知事直轄組織地域外交局地域外交課 経済産業部農業局

お茶振興課

連 絡 先 お茶振興課世界緑茶班

TEL 054-202-1488

韓国の「河東（ハドン）ワールドティーエキスポ２０２３」で
世界農業遺産「静岡の茶草場農法」認定１０周年をＰＲ

県ソウル事務所とお茶振興課は、東アジア文化都市の事業として韓国で開催されている「河東ワールドティーエキスポ２０２３」
に出展し、今年認定１０周年を迎える世界農業遺産「静岡の茶草場農法」を中心に静岡茶および静岡県のＰＲを行う。
なお、韓国・慶尚南道河東郡は平成２９年に「河東伝統茶農業」が世界農業遺産に認定された。

１．静岡県の出展日程
令和５年５月１８日（木）～２４日（水）　１０時～１８時

２．出展場所
河東スポーツパーク会場　
産業融合複合館　Ｂ－０１ブース（韓国慶尚南道河東郡）

３．出展内容
・世界農業遺産「静岡の茶草場農法」認定茶の試飲・ＰＲ
・静岡茶および静岡県の魅力ＰＲ

４．イベント概要

開　催　経　緯
平成２９年に「河東伝統茶農業」が世界農業遺産に認定されたことを契機とし、河東茶の魅力を伝え茶産業を新た
な成長動力として育てていくきっかけを作るために、韓国内初の政府公認の国際イベントとして開催される。

全　　期　　間 ５月４日（木）～６月３日（土）の計３１日間

場　　　　　　所
第一会場：河東スポーツパーク、
第二会場：河東野生茶ミュージアム

来  場  人  数 約１３５万人
主　　催　　者 慶尚南道、河東郡
ホームページ www.hadongt.co.kr
問  合  せ  先 +８２-５５-８８０-７０７０



提 供 日 2023/05/12

タイトル 令和５年度静岡県職員採用試験の実施

担　　当 人事委員会事務局 職員課

連 絡 先 職員班

TEL 054-221-2276

令和５年度静岡県職員採⽤試験を実施します︕
― 静岡県の未来を創る 静岡未来クリエイター を募集します︕ ―

★静岡県では、多様化、複雑化する行政ニーズに対応するため、様々な資質・能力を持った人材を求めています。魅力ある地域づくりや県
民生活の安全安心を支える仕事を通じて、静岡県の未来を創る「静岡未来クリエイター」（県職員）を募集します。
★大学卒業程度試験の申込みは、ふじのくに電子申請サービスで、本日から５月26日（金）午後５時まで受け付けます。土木など専門技術
系職種の採用予定者数は、昨年度より10人多い110人です。
★大学卒業程度試験の行政職のうち、「行政II」については、第１次試験を東京会場でも実施します。（先着200人）

１　採用試験の概要
　　試験区分ごとの募集職種、採用予定者数は次のとおりです。

試験区分 募集職種
採用予
定者数

申込受付期間 第１次試験 第２次試験
最終合格

発表
行政などの
事務系４職種 115人

大　　学
卒業程度 土木などの

専門技術系23職種 110人

５月12日(金）
～

５月26日(金)
６月18日(日)

７月11日(火)
～

８月10日(木)
の指定する日

８月下旬

臨床検査技師
（知事部局） １人

診療放射線技師
など３職種
（静岡がんセンター局）

４人
短期大学
卒業程度

司　書 ２人

８月１日(火)
～

８月24日(木)
９月24日(日)

10月17日(火)
～

10月25日(水)
の指定する日

11月上旬

行　政 ２人

小中学校事務 ２人

警察行政 ７人

高等学校
卒業程度

土　木 ３人

８月１日(火)
～

８月24日(木)
９月24日(日)

10月17日(火)
～

10月25日(水)
の指定する日

11月上旬

職　 務
経験者

土木など10職種 13人
５月24日(水)

～
６月９日(金)

７月９日(日)
ほか

８月14日(月)
～

８月21日(月)
の指定する日

９月上旬

行　政 ４人

小中学校事務 1人障害の
ある方

警察行政 １人

５月30日(火)
～

６月23日(金)
９月17日(日)

10月12日(木)
～

10月17日(火)
の指定する日

11月上旬

行　政 ３人

小中学校事務 １人
就   職
氷河期
世   代

警察行政 １人

７月28日(金)
～

８月10日(木)
９月24日(日)

10月17日(火)
～

10月25日(水)
の指定する日

11月上旬

２　申込方法
　ふじのくに電子申請サービス（https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/）から

３　その他
・各試験の詳細内容は、静岡県職員採用情報のホームページに掲載されている「受験

案内」を御確認ください。
（https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/saiyoinfo/employ/index.html）

・「受験案内」は、県庁東館２階の県民サービスセンター、県総合庁舎等でも配布しています。
・獣医師については、令和５年２月から、採用方法を選考による採用に変更したため、今回発表した受験案内には記載されていません。獣

医師の採用に関しては、静岡県ホームページを御確認ください。
　（https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/saiyoinfo/employ/saiyoshiken/1053691.html）

https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/
https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/saiyoinfo/employ/index.html
https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/saiyoinfo/employ/saiyoshiken/1053691.html


提 供 日 2023/05/12

タイトル 静岡県議会全員協議会及び令和５年５月臨時会の開催

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議会事務局　議事課

TEL 054-221-2555

■■静岡県議会全員協議会及び令和５年５月臨時会の開催■■

１　静岡県議会全員協議会　
(1)　日　　時　　令和５年５月19日（金）　午前10時30分から
(2)　場　　所　　静岡県議会　本会議場
(3)　内　　容　　令和５年５月臨時会知事提出予定議案の説明等

２　静岡県議会令和５年５月臨時会
　(1)　日　　時　　令和５年５月19日（金）　全員協議会終了後

(2)　場　　所　　静岡県議会　本会議場
(3)　議事日程　　表に記載のとおり　（会期１日）

月　日 曜日 議　　　　　　　　　　　　　　事 備　　考

５月19日 金

 
 開 会

 本会議

　　１　議長選挙

　　２　副議長選挙

　　３　会議録署名議員の指名

　　４　会期の決定

　　５　常任委員会の委員及び正副委員長の選任

　　６　議会運営委員会の委員及び正副委員長の選任

　　７　静岡地方税滞納整理機構議会議員の選挙

 常任委員会

 本会議

　　１　諸般の報告

　　２　知事提出議案の審議

　　　　（上程、説明、質疑、討論、採決）

 閉 会

議会運営委員会

本会議開議時刻　　　全員協議会終了後

知事提出議案　　 　 第75号

報　　　　告　　  　第９号、第10号



提 供 日 2023/05/12

タイトル 静岡県議会令和５年５月臨時会常任委員会の開催

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議会事務局 議事課

TEL 054-221-2555

　静岡県議会令和５年５月臨時会の常任委員会を下記のとおり開催します。
　なお、今回は所管事務調査は実施しません。

　　　　　　　　　                      記

委員会名 日時 場所 審査事項

総　　務 ５月19日（金）
本会議休憩中 第１委員会室

・視察日程等について
・閉会中の継続調査案件
　について

危機管理くらし環境 〃 第２委員会室 〃

文化観光 〃 第３委員会室 〃

厚　　生 〃 第５委員会室 〃

産　　業 〃 第７委員会室 〃

建　　設 〃 第４委員会室 〃

文教警察 〃 第６委員会室 〃

＊委員会は審査等が終了次第、閉会となります。
   なお、委員会室はすべて本館４階にあります。



提 供 日 2023/05/12

タイトル 都市計画決定のための公聴会開催

担　　当 交通基盤部 都市局都市計画課

連 絡 先 都市行政班

TEL 054-221-3062

都市計画決定のための公聴会開催について
～公聴会にて、意見の公述を希望される方を募集します～

　県は、都市計画の原案に、県民の皆様の意見を反映するため、都市計画原案の閲覧を行い、公聴会を開催します。公聴会におい
て意見を述べようとする方は、下記
のとおり公述申出書を提出して下さい。
  ※ 締 め 切 り 日 までに 公述申出書 の 提出 がなかった 場合 は 、 公聴会 は 開催 いたしません 。

１　公聴会の開催について
（１）案件概要
　東駿河湾広域都市計画道路（清水町）
　交通の安全かつ円滑な通行を確保するため、都市計画道路西間門新谷線を変更する。

（２）公聴会の日時、場所、原案の閲覧等

都市計画区域名 都市計画区域内市町 開催日時 開催場所 案の概要の閲覧期間※

東駿河湾広域都市
計画区域 清水町 令和５年５月26日（金）

午後２時から
清水町役場３階

大会議室
令和５年５月12日(金)から
令和５年５月19日(金)まで

※土日を除く午前８時30分から午後５時15分まで

（３）原案の閲覧場所
　・静岡県交通基盤部都市局都市計画課（静岡市葵区追手町９番６号）
　・清水町都市計画課（駿東郡清水町堂庭210番地１）
※県都市計画課のホームページ(下記アドレス)でも閲覧することができます。
　https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/toshikeikaku/1049266/1003591/index.html

（４）公聴会の傍聴
　公聴会の傍聴を希望する方は、公聴会当日、会場に直接来場してください。先着順に会場の定員まで受け付けます。

（５）公聴会の中止
　締切日までに公述の申出書の提出がなかった場合は、公聴会を中止します。
　公聴会の開催の有無は、原案の閲覧期間最終日の次営業日以降に、下記３にお問い合わせください。

（６）新型コロナウイルス感染拡大防止対策
　・開催の中止及び開催方法の変更
　　今後の感染拡大状況等をふまえて、公聴会の開催中止又は開催方法の変更を行う場合があります。
　・開催する場合の感染予防への配慮
　　公述人及び傍聴人の皆様には、マスクの着用、入室時のアルコール消毒及び検温に御協力をお願いいたします。　

２　公述申出書の提出方法及び締切日
（１）提出方法
　公述申出書に必要事項を記載し、別紙に意見の要旨及び理由を記載したものを添付して、（２）の締切日までに静岡県交通基盤
部都市局都市計画課に郵送又は持参にて提出してください。
　※公述申出書の様式(様式第１号)は、県都市計画課のホームページ(下記アドレス)よりダウンロードできます。
　https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/toshikeikaku/1049266/1003591/index.html

　▼二次元コード

（２）締切日
　令和５年５月19日（金）　午後５時15分必着

３　問い合わせ先
　〒420-8601　静岡市葵区追手町９番６号
　静岡県交通基盤部都市局都市計画課都市行政班
　TEL:054-221-3062

https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/toshikeikaku/1049266/1003591/index.html
https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/toshikeikaku/1049266/1003591/index.html


【参考図】県が定める都市計画の手続きの流れ
※現在は公聴会の開催による住民の意見反映の段階です



提 供 日 2023/05/12

タイトル 野生イノシシの豚熱検査結果（4/28～5/11）

担　　当 経済産業部 農業局畜産振興課

連 絡 先 野生イノシシ対策班

TEL 054-221-2709

県内における豚熱の防疫対策に関する情報（第489報）

＜野生イノシシの豚熱検査結果（4/28～5/11）結果判明分＞

静岡県は、県内全域を対象に、死亡及び捕獲野生イノシシの豚熱遺伝子結果を実施しています。

新たに検査結果が判明したのは、下表の78頭で、うち４頭で豚熱ウイルスの感染を確認しました。

陽性は、12番目（507例目）、22番目（508例目）、30番目（509例目）、59番目（510例目）です。

　

平成30年９月以降、10,753頭（死亡368頭、捕獲10,385頭）の検査を実施し、510頭の陽性（死亡160頭、捕獲350頭）を確認し

ています



＊過去の検査の情報は、静岡県ホームページに掲載しています。
（ホーム ＞ 産業・しごと ＞ 農業 ＞ 畜産業 ＞ 家畜衛生に関する情報）



提 供 日 2023/05/12

タイトル 東京都における麻しん（はしか）患者の発生について

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 感染症対策課

TEL 054-221-2986

危機管理情報
～東京都で麻しん（はしか）患者が発生しました～

接触した可能性がある方は、体調に注意してください！

１　要旨
　５月10日と11日に東京都で麻しん患者が２名発生し、別添のとおり、東京都が注意喚起しています。患者のうち１名が周囲へ感
染させる可能性がある期間に、静岡県内で公共交通機関を利用していたため、接触した可能性がある方は、「２　患者と接触した
可能性がある方へ」について、お願いします。
　なお、今回発生した患者２名は、いずれも５月１日に報道提供した茨城県で発生した患者と、同じ新幹線を利用していました。

【共通して利用した公共交通機関】

　４月２３日（日曜日）
新神戸（18:52発）

↓
東海道・山陽新幹線のぞみ５０号東京行　９号車（グリーン車）

↓
東京（21:33着）

【感染性のある期間に今回の東京都の患者が利用した公共交通機関】

　５月４日（木曜日）
三島（18:54発）

↓
東海道新幹線こだま７４０号東京行 １０号車（グリーン車）

↓
新横浜（19:29着）

２　患者と接触した可能性がある方へ
麻しん患者と接触した場合は、接触後最大21日間、体調に注意してください。
発熱、発疹等の症状から「麻しん」が疑われる場合は、必ずマスクを着用し、事前に医療機関に「麻しん患者と同じ新幹線を利用した」こと
受診の際は、周囲の方へ感染を拡げないよう、公共交通機関等の利用を避けてください。 

３　麻しんについて
（１）症状等
　潜伏期は通常10～12日間（最大21日間）であり、38℃程度の発熱や咳、鼻汁といった風邪のような症状が２～４日続き、その後
39℃以上の高熱と共に発疹が出現します。また、麻しんに伴ってさまざまな合併症がみられ、全体では30％にも達するとされま
す。肺炎や、頻度は低いものの脳炎の合併例もあり、特にこの二つの合併症は麻しんによる２大死因となり、注意が必要です。

（２）感染経路
　空気（飛沫核）感染のほか、飛沫や接触感染など様々な経路があります。感染力はきわめて強く、麻しんの免疫がない集団に１
人の発症者がいたとすると、12～14人の人が感染するとされています(インフルエンザでは１～２人)。

（３）治療
　特異的な根治療法はなく、対症療法を行います。

（４）予防
　ワクチンの効果は非常に高く、ワクチン接種を受けた人の95％以上が免疫を獲得します。しかし、接種しても、数％は免疫が獲
得できない場合や、獲得した免疫が持続しない場合があります。現在、１歳（第１期）と小学校入学前年度（第２期）に、MRワク
チンの定期予防接種を実施しており、 予防接種 をしていれば 感染 するリスクは 少 なくなります 。 麻 しんは 予防接種 で 防 げる 病気
 であり 、 ワクチン 接種 は 個人 でできる 有効 な 予防方法 です 。 麻 しんの 定期予防接種 をまだ 受 けていない 方 は 、 かかりつけ 医 に 相
 談 し 、 早 めに 予防接種 を 受 けましょう 。

（５）発生状況（単位：人）

年
令和元年
（2019年）

令和２年
（2020年）

令和３年
（2021年）

令和４年
（2022年）

令和５年
（2023年）

全国 744  10  6  6  6  
静岡県 10   1  0  2  0  



提 供 日 2023/05/12

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第54報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 感染症対策課

TEL 054-221-2986

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和５年５月12日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第54報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：054-221-2986 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第54報（５月11日受付分）】 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 幼稚園 賀茂郡河津町 43 3 1 11 5 5 5月12日～ 5月
2 小学校 浜松市中区 557 21 1 29 6 6 5月12日～ 5月

本日合計 １小学校、１幼稚園 2 40 11 11
１５８施設

本日までの累
計（実数） （ １３高等学校、　３５中学校、　８９小学校、　９幼稚園、

　６保育所、　４こども園、　２特別支援学校、　０高等専門学校）
279 8,079 2,603 2,469

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲
されています。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入してい
ます。 　 　 　 　 　 　 　
＊発生報告については、全国一律に令和４年９月５日から新しいシーズンとして集計・公表して
います。 　

　
　 　 　 　 　

＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は
咳のいずれか１つ以上）」）を対象としています。 　

　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊小中一貫学校は初等部を小学校、中等部を中学校として計上しています。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊前回の発表・・・令和５年５月９日（藤枝市小学校） 　



提 供 日 2023/05/12

タイトル ヤングケアラーのためのピアサポートの場を開設しま
した！

担　　当 健康福祉部 こども未来局こども家庭課

連 絡 先 こども家庭班

TEL 054-221-2307

ヤングケアラーのためのピアサポートの場を開設しました！

１ 要旨
ヤングケアラー当事者同士が交流できる「ピアサポートの場」を沼津市と富士市に開設しました。（委託先 一般社団法人ルミナス）

２　設置の理由
ヤングケアラーは学校等でケアの悩みを相談できる場が少なく、悩みを抱えたままケアが深刻化し、日常生活や学校生活に影響が出ることがあります。そ
のため、ヤングケアラーが同じ悩みを抱えた子どもや、元ヤングケアラーとの交流することにより、気軽にケアの悩みを相談でき、必要に応じて相談員が
伴走支援するピアサポートの場を開設しました。（参加無料）

３　ピアサポートの内容
当事者同士が交流できる居場所を設置いたします。相談員として元ヤングケアラーや社会福祉士が駐在し、ヤングケアラーの悩み等の相談に応じ、必要に
応じて伴走支援を実施します。

４ 開催場所等　  
（1）沼津市
　　 開催日　　a 第２木曜日　b 第４日曜日（月２回実施）
　　 開催時間　a 16：00～19：00　b 13：30～15：30
　　 開催場所　a及びb サンウエル沼津

（2）富士市
　　 開催日　　a 第１土曜日　b 第３日曜日（月２回実施）
　　 開催時間　a及びb 13：30～15：30
　　 開催場所　a 富士教育プラザ b 富士市民活動センター

５ 開始時期
　 令和５年５月から（開催中）

６ 連絡先
　 ピアサポートの場へ参加を希望される方は、電話もしくはメールでお問合せください。
　　（連絡先）
　　一般社団法人ルミナス　担当：佐々木
　　電話：080-1355-6721　メール:luminous1004151@gmail.com
　　※取材を御希望の場合は担当者に連絡をお願いいたします。

mailto:luminous1004151@gmail.com


提 供 日 2023/05/12

タイトル 富士山世界遺産登録10周年記念国際シンポジウム
「世界の聖なる山と富士山」参加者を募集！

担　　当 スポーツ・文化観光部 静岡県富士山世界遺産センター

企画総務課

連 絡 先 企画総務課

TEL 0544-21-3776

富士山世界遺産登録10周年記念国際シンポジウム
　　～世界の聖なる山と富士山～参加者募集中です！　

　富士山世界遺産登録10周年を記念し、今後の富士山の保全管理や世界遺産としての顕著な普遍的価値について広く発信すること
を目的とした国際シンポジウム「世界の聖なる山と富士山」を７月１日（土）、２日（日）に開催します。
　世界遺産に登録されている海外の山岳研究者等を招き、研究成果に関する講演やパネルディスカッションを通じて、世界遺産富
士山のこれからを考えていきます。
　現在、シンポジウムの参加者を募集しています。オンラインのライブ配信でも視聴できます。興味のある方ならどなたでも参加
できますので、奮ってご応募ください。

１　日時：令和５年７月１日（土）　９：３０～１５：５０（開場　９：１５）
　　　　　　　　　７月２日（日）１０：１５～１６：００（開場１０：００）
２　場所：富士市文化会館ロゼシアター　小ホール
　　　　　（富士市蓼原町１７５０　富士市文化会館）
３　出演：７月１日（土）
　　　　　基調講演　メヒティルド・ロスラー（元ユネスコ世界遺産センター長）
　　　　　　　　　　　「世界遺産と聖なる山」
　　　　　講演　　　鈴木正崇（慶応義塾大学名誉教授）
　　　　　　　　　　　「山の信仰と日本人」
　　　　　　　　　　稲葉信子（筑波大学名誉教授）
　　　　　　　　　　　「世界文化遺産としての富士山」
　　　　　　　　　　松島仁（静岡県富士山世界遺産センター教授
　　　　　　　　　　　　　　　／公益財団法人徳川記念財団特別研究員）
　　　　　　　　　　　「富士山－藝術の源泉として－」
　　　　　　　　　　大高康正（静岡県富士山世界遺産センター教授）
　　　　　　　　　　　「富士山の巡礼路調査の概要
　　　　　　　　　　　　～静岡県富士山世界遺産センターの研究成果」
　　　　　　　　　　パオロ・コッツォ（トリノ大学歴史学部教授）
　　　　　　　　　　　「イタリア　ピエモンテとロンバルディアの聖なる山々
　　　　　　　　　　　　：信仰、芸術、景観の相互におけるユネスコ世界遺産の
　　　　　　　　　　　　　歴史、特徴、評価」
　　　　　７月２日（日）
　　　　　講演　　　コニー・ノーゲート（ニュージーランド政府自然保護省
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マオリの土地保全担当官）
　　　　　　　　　　　「ニュージーランド　トンガリロの聖なる山々の管理」
　　　　　　　　　　テナエヘ・ワニコウ（トンガリロ国立公園の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マオリ部族首長）
　　　　　　　　　　　「トンガリロでの人と風土の聖なる繋がり」
　　　　　　　　　　郭旃（元中国イコモス副委員長）
　　　　　　　　　　　「泰山と中国の聖なる五山」
　　　　　討論　　　＜パネルディスカッション＞
　　　　　　　　　　コーディネーター：稲葉信子
　　　　　　　　　　パネリスト：メヒティルド・ロスラー、鈴木正崇、
　　　　　　　　　　　松島仁、パオロ・コッツォ、コニー・ノーゲート、
　　　　　　　　　　　テナエヘ・ワニコウ、郭旃

４　主催：静岡県富士山世界遺産センター
５　定員：ロゼシアターでの参加：各日先着３００名、要事前登録
　　　　　オンラインでの視聴　：要事前登録
６　事前申込方法：ホームページ又は二次元コードからお申し込みください。
　　　現地（ロゼシアター）で参加（各日先着300人まで）

　　　　　　　　　　
　　　　URL （https://forms.gle/NTJVmmCS3xC3iwqW6 ）

　　　
　　　オンラインで参加（Zoomライブ配信）

　　　　　　　　　　
　　　　URL（https://forms.gle/yvEWXr1cyrZ3f9Ac8）

　　　　　※登録いただいたメールアドレスあてに、６/３０（金）に
　　　　　　Zoomリンクを送付します。　　
７　事前申込期限：令和５年６月２０日（火）まで
８　問合せ：静岡県富士山世界遺産センター
　　　　　　電話　０５４４－２１－３７７６
　　　　　　（休館日　０５４４－２１－３６６０）

https://forms.gle/NTJVmmCS3xC3iwqW6
https://forms.gle/yvEWXr1cyrZ3f9Ac8


　　　詳しい内容は、当センター公式ホームページをご覧ください。

　　　　　　　　　　
　　　　　　URL（https://mtfuji-whc.jp/symposium2023/）
　　　　　　

　            　　　

https://mtfuji-whc.jp/symposium2023/


提 供 日 2023/05/12

タイトル 本県への団体バス旅行に最大7万円/台を支援

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光交流局観光振興課

連 絡 先 観光振興班

TEL 054-221-3696

本県への団体バス旅行に最大7万円/台を支援
県では、回復途上の旅行需要を本格軌道に乗せるため、本県を目的地に貸切バスを利用する旅行を催行する旅行会社に対して支援

金を交付します。
令和５年５月22日から令和６年２月18日までの旅行が対象で、申請の受付は5月15日から開始します。

１　制度の概要

＜貸切バスを利用した県内宿泊旅行支援＞

支援額

○貸切バス１台あたり30,000円　※１事業所あたり上限2,100,000円
○以下の要件に該当する場合、支援額を加算
・旅行行程の一部で富士山静岡空港または駿河湾フェリーを利用　10,000円/台
・本県に本・支店を持つ一般貸切自動車運送事業者の貸切バスを利用　10,000円/台
・訪日外国人(日本に居住する外国人は除く)が10名以上参加　20,000円/台

支援
条件

県内に宿泊する10名以上の団体旅行であること。1.
旅行行程の一部に貸切バスを利用すること。2.

＜歴史・文化を活用した団体旅行支援（日帰り）＞

支援額 貸切バス１台あたり20,000円　※１事業所あたり上限800,000円

支援
条件

県内の有料入場施設、飲食施設等を利用する10名以上の団体旅行であること。1.
旅行行程の一部で県内の歴史・文化スポットを訪れる旅行商品であり、貸切りバ2.
スを利用すること。

　２　申請方法・問い合わせ先等

対象期間 令和５年５月22日（月）～令和６年２月18日（日）

受付開始 令和５年５月15日（月）

申請方法

静岡県観光協会支援金申請システムから申請(マイページ登録が必要です）
＜マイページ登録URL＞
https://reg31.smp.ne.jp/regist/is?SMPFORM=njsf-lesdtd-4fcff8b7724875e
6cde7ad7ae83fcc8a

＜申請システムURL＞
https://area31.smp.ne.jp/area/p/njsf5pfpgp5lfrakh7/FIC8D9/login.htm

問い合わせ先

公益社団法人静岡県観光協会
住　所：〒422-8067静岡市駿河区南町14-1水の森ビル２階
担当課：国内マーケティング課
連絡先：054-202-5595

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

https://reg31.smp.ne.jp/regist/is?SMPFORM=njsf-lesdtd-4fcff8b7724875e
https://area31.smp.ne.jp/area/p/njsf5pfpgp5lfrakh7/FIC8D9/login.htm


提 供 日 2023/05/12

タイトル リニア中央新幹線静岡工区有識者会議（環境保全有識
者会議）に対する意見書の発出について

担　　当 くらし・環境部 環境局自然保護課

連 絡 先 富士山・南アルプス保全班

TEL 054-221-2963

本日、国土交通省に対し「リニア中央新幹線静岡工区有識者会議（環境保
全有識者会議）に対する意見について」の文書を発出しました。

１　概　要
令和５年４月11日に開催された第21回リニア中央新幹線静岡工区有識者会議

（第８回環境保全有識者会議）における議論について、留意点や課題点等を整
理し、現段階で伝えるべき意見として、本日、国土交通省へ発出した。
今後のリニア中央新幹線静岡工区有識者会議（環境保全有識者会議）におい

て、具体的な議論を進めるに当たり、意見が十分に反映されるとともに、ＪＲ
東海に対し、必要な指導を行うことを求める。

２　発出文書
別添のとおり

betsuzu1.pdfbetsuzu1.pdf

betsuzu2.pdfbetsuzu2.pdf



提 供 日 2023/05/12

タイトル 【訂正】令和５年度拡充！中小企業等の省エネ対策を
支援します！

担　　当 くらし・環境部 環境局環境政策課

連 絡 先 地球環境班

TEL 054-221-2208

　　　令和５年度拡充！中小企業等の省エネ対策を支援します！
　　　　　～省エネ設備導入支援と省エネ支援員の派遣～
　
　本県では、令和４年３月に策定した「第４次静岡県地球温暖化対策実行計画」の重点施策として、中小企業等の脱炭素化に向け
た取組の支援を掲げています。
　令和５年度は、県内の中小企業等を対象とした省エネ設備の導入に対する補助を拡充して実施いたします。あわせて、省エネ対
策等の専門家である省エネ支援員を派遣し、助言・提案を行います。

１　事業概要
（１）省エネ設備導入支援（補助金）

区分 内容

補助の対象
　中小企業（個人事業主含む）・組合・各種法人等
※県内外に設置する事業所（工場・事務所・その他事業場）全体での年間エネルギー使用量が原油換算
で1,500klに満たないこと

補助対象事業 　省エネ効果５％以上の設備（空調・給湯・照明・生産設備等）の導入
補助額等 　通常枠：補助対象経費の１／３以内

　　　　　（上限200万円・下限20万円）
　特別枠：補助対象経費の２／３以内
　　　　　（上限600万円・下限20万円）

令和４年度からの主な変
更点

・特別枠の創設
・照明設備が単体でも申請できるように変更
・生産過程で使用する機械設備も対象に追加

（２）省エネ支援員の派遣
区分 内容

支援の対象 　中小企業等（個人事業主含む）

支援の内容

・補助金制度の活用方法（（１）の制度の活用・申請方法等）への助言
・設備の運用改善や省エネ機器への更新の提案・助言
・エコアクション21認証の新規取得・更新への支援
※その他、省エネ全般の相談も電話・メールで受け付けます。

費用 　無料

２　受付期間
　　令和５年12月８日まで

３　受付窓口　※令和５年５月12日（金）15：00　専用HPのURLを修正しました（詳細はPDFを御確認ください）。
　　一般社団法人静岡県環境資源協会
　　専用HP：http://www.siz-kankyou.jp/sizhojo_r5sou.html 
　　※制度の詳細（募集要領等）は専用HPに掲載
　　電話：054-270-6165（受付時間　平日10時～17時）

http://www.siz-kankyou.jp/sizhojo_r5sou.html


提 供 日 2023/05/12

タイトル 「プッシュ型」支援により中小企業等の脱炭素化を推
進します！

担　　当 くらし・環境部 環境局環境政策課

連 絡 先 地球環境班

TEL 054-221-2208

　　　　　　「プッシュ型」支援により
　　　　中小企業等の脱炭素化を推進します！
　
　中小企業等の脱炭素経営転換を支援するため、地域の金融機関を公募し、中小企業等に対する「プッシュ型」かつ継続的な働き
かけをすることで、産業部門の脱炭素化を強力に推し進めます。　

１　事業概要
　公募により選定した地域の金融機関は、県内事業者に対し、脱炭素経営に関する以下の支援を行います。

項目 内容

温室効果ガス排出量の算定
　事業所内での温室効果ガス排出量のデータ（温室効果ガス種類別、排出要
因等）の作成

削減ポテンシャルの提示 　温室効果ガスを削減できる分野、削減量、費用等を分析・積算し、事業者
に提示

削減手法の提案 　ポテンシャルを踏まえた具体的な温室効果ガス削減に向けた取組の提案
温室効果ガス排出削減計画書制度（※）への参加 　温室効果ガス排出削減計画書の作成支援

２　公募期間
　令和５年５月12日から５月22日まで

３　受付窓口
　　一般社団法人静岡県環境資源協会
　　電話：054-270-6165（受付時間　平日10時～17時）

※温室効果ガス排出削減計画書制度とは
　静岡県地球温暖化防止条例により、温室効果ガスの大規模排出事業者に対して、３年間分の温室効果ガス排出削減計画書の提出
と、翌年度からの３年間の報告書の提出を義務づけています。
　ただし、提出義務がない事業者でも自主的に計画書・報告書を提出することができます。
　本事業は、提出義務のない中小企業等を対象として計画書制度への参加を支援し、効果的な目標に向けて意欲的に対策に取り組
んでいただくことで、温室効果ガスの排出を抑制することを目的としています。



提 供 日 2023/05/12

タイトル 第22回リニア中央新幹線静岡工区有識者会議（第９回
環境保全有識者会議）の開催

担　　当 くらし・環境部 環境局

連 絡 先 環境局

TEL 054-221-2421

　第22回リニア中央新幹線静岡工区有識者会議（第９回環境保全有識者会議）が開

催されます。

　本県からは森副知事がオブザーバーとして本会議に参加します。

１　日　時

　　令和５年５月１６日（火）９：３０～１１：３０

２　場　所

　　合同庁舎２号館地下２階　講堂(ＷＥＢで同時開催)【東京会場】

　　　　住所：東京都千代田区霞が関２－１－２

　※　会議は、県庁別館２階　第１会議室Ａで視聴できます。【静岡会場】

　　　【報道関係者のみ、一般の方の視聴はできません。】

　※　 会議終了後 の 記者 ブリーフィングの ＷＥＢ 配信 はありませんので 、 記者 ブ

　　　 リーフィングへの 参加及 び 取材 を 希望 される 方 は 、 東京会場 への 参加 をお

　　　 願 いします 。

３　議　事

　　リニア中央新幹線静岡工区について

４　構成員

　・委員９名（本県の地質構造・水資源専門部会委員１名、生物多様性専門部会

　　委員２名を含む)

　・オブザーバー…県、静岡市、大井川流域市町、関係省庁（文部科学省、農林

　　水産省（林野庁）、環境省）

　・説明責任者…ＪＲ東海

　・事務局…国土交通省鉄道局

５　現地取材等

（１）静岡会場

　　・会議は、県庁別館２階　第１会議室Ａで視聴できます。（申込不要）

　　　但し、 国土交通省 からの 要請 により 、 撮影 は 、 冒頭 のみ 可 とします 。

　　　 （ 冒頭以降 の 議事 は 撮影不可 ）

　　・報道関係者で、県庁で有識者会議を視聴される方は、県庁別館２階第１会議

　　　室Ａまでお越しください。資料は配付しませんので、下記のアドレス

　　　（国土交通省HP）より、 資料 を 入手 のうえ、お越しください。

  　　　https://www.mlit.go.jp/tetudo/tetudo_tk9_000011.html

　　・会議終了後の記者ブリーフィングのＷＥＢ配信はありません。

　　・記者ブリーフィングへの参加及び取材を希望される方は、東京会場への参加

　　　をお願いします。

（２）東京会場

　　・会議は傍聴可能です。但し、 国土交通省 からの 要請 により 、 撮影 は 冒頭 のみ

　　　 可 とします 。（ 冒頭以降 の 議事 は 撮影不可 ）

　　　 何卒 、 御理解 と 御協力 の 程 、 よろしくお 願 いいたします 。

　　・会議終了後、事務局より記者ブリーフィングが行われます。（会議終了後15

　　　分を目途に開始予定）

　　・記者ブリーフィングから参加を希望される場合は、会場入口前に11時30分ま

　　　でにお集まりください。

　　・記者ブリーフィングにおけるカメラ撮影は不可です。

　＜東京会場における取材申込＞

https://www.mlit.go.jp/tetudo/tetudo_tk9_000011.html


　　・取材を希望される方は、５月15日（月）12時までに、国土交通省まで、以下

　　　のとおりメールにて御連絡ください。（連絡が無いと入館できないことがあ

　　　りますので、御注意ください。）

　　　件名　：　【取材希望】リニア中央新幹線静岡工区有識者会議

　　　本文　：　氏名（ふりがな）、所属、連絡先（電話番号、メールアドレス）

　　　　　　　　１　会　議　の　傍　聴：会議室 or 希望しない

　　　　　　　　２　ブリーフィング参加：会議室 or 希望しない

　　　送付先　：　hqt-rsyjimukyoku@ki.mlit.go.jp

６　その他

　　・会議の様子は下記ＵＲＬでＷＥＢ配信される予定であり、一般の方の視聴は

　　　可能です。

　　　　配信ＵＲＬ＜https://youtube.com/live/IDWfvTTYIRU?feature=share＞

mailto:hqt-rsyjimukyoku@ki.mlit.go.jp
https://youtube.com/live/IDWfvTTYIRU?feature=share


提 供 日 2023/05/12

タイトル 省エネ住宅の新築・購入する方に最大70万円を補助し
ます！

担　　当 くらし・環境部 建築住宅局住まいづくり課

連 絡 先 計画班

TEL 054-221-3084

省エネ住宅の新築又は購入する方に最大70万円を補助
令和５年５月15日（月）から申請受付を開始します！

県では、脱炭素社会の実現に向け、省エネ性能が高い住宅を新築又は購入する方に対して補助します。
今年度の申請受付は、令和５年５月15日（月）から開始します。

ただし、国が「こどもエコすまい支援事業」において、子育て世帯及び若者夫婦世帯を対象に補助していることから、国の補助
対象とならない方が対象となります。
県では、幅広い世帯の省エネ住宅への取組を支援することで、より多くの方の快適でエコな住まいの実現を目指します。

１　申請受付期間
令和５年５月15日（月）～11月30日（木）（予定）
（ただし、予算がなくなり次第、受付を終了します。）

２　補助対象
以下の要件を全て満たす住宅を新築又は購入する場合に補助します。

(1) 一戸建ての住宅
(2) 県内中小工務店が施工

※1

※1 直近３年間において、元請けとして請け負った新築住宅の戸数平均が年間50戸未満である事業者が施工することを条
件とします。

(3) ＺＥＨ水準の省エネ性能
(4) 子育て世帯及び若者夫婦世帯

※2
を除く世帯

（国の「こどもエコすまい支援事業」の対象外世帯）
※2 子育て世帯  ：18歳未満の子を有する世帯

 若者夫婦世帯：夫婦のいずれかが39歳以下の世帯

３　補助額　　定額40万円 ＋ 最大30万円加算
※3
（合計で最大70万円）

 ※3 しずおか優良木材等を４m
3
以上使用した場合、使用割合及び使用量に応

  じて補助金を加算します。

使用割合 補助単価 上限額

50%以上 15,000円/㎥ 30万円

50%未満 10,000円/㎥ 20万円

４　補助予定件数　　約50件

５　申請方法　　オンライン
県公式ホームページのリンクからフォームにアクセスして申請してください。
 https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kenchiku/garden/1015901.html

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kenchiku/garden/1015901.html


提 供 日 2023/05/12

タイトル 令和５年度テレワーク対応リフォーム補助金の申請受
付を令和５年５月15日（月）から開始します!

担　　当 くらし・環境部 建築住宅局住まいづくり課

連 絡 先 計画班

TEL 054-221-3084

令和５年度テレワーク対応リフォーム補助金の

申請受付を令和５年５月15日（月）から開始します！

　県では、住まいと仕事の両立が出来る住環境の整備を促進するため、テレワークスペースの新設、感染予防対策及び省エネ化な
どの住宅リフォームを行う方へ補助をしています。
　本制度は、好評をいただいており、令和２年度の制度開始からこれまでに２千件を超える住宅に活用していただいています。
　今年度は、多くの方に活用していただけるよう申請募集を２期に分けて行い、１期の申請受付を令和５年５月15日（月）から開
始します。
　積極的な御活用をお願いします。

１　募集要件・制度概要
　

区分 募集期間 募集件数

１期 ５月15日(月)～８月15日(火) 約150件一般
募集 ２期 ９月１日(金)～12月15日(金) 約150件

対象者
限定募集

５月15日(月)～８月15日(火)
９月１日(金)～12月15日(金)

以下のいずれかに該当する方
・静岡県へ移住する方
・空き家バンクの物件を購入
　又は賃借する方
・耐震対策を併せて行う方

制度概要

＜対象住宅＞　以下の要件いずれにも該当する住宅
　・居住者または居住予定者である個人がリフォーム工事を
　　実施する新築後１年以上経過した静岡県内の住宅
　・耐震性を有するまたは耐震対策を併せて実施する住宅

　詳細は、県ホームページを参照願います。
  URL：https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo /kenchiku/garden/1015915.html

２　申請・問合せ窓口

　　静岡県くらし・環境部建築住宅局住まいづくり課
 　 TEL：054-221-3084、E-mail：sumai@pref.shizuoka.lg.jp

＜参考＞　これまでの活用実績（令和２～４年度）
　　

申請件数 移住型利用 県産材加算利用

2,255件 12件 210件

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kenchiku/garden/1015915.html
mailto:sumai@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2023/05/12

タイトル 中学生・高校生を交通事故から守る！自転車マナー向
上のため一斉街頭指導を行います。

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 交通安全班

TEL 054-221-2104

中学生・高校生を交通事故から守る！

　　自転車マナー向上のため一斉街頭指導を行います。

　本年度は５月、10月及び１月に自転車マナー向上キャンペーン「指導強化の日」を設け、
中学生・高校生を対象とした一斉街頭指導を実施します。
　５月は、中学校・高等学校の通学路を中心に、市町、学校、警察、ＰＴＡ、民間交通指導員、
交通安全指導員等が協力して、自転車マナーやルールについての指導を実施します。

　
１　日時　令和５年５月19日（金）　
　　　　　概ね午前７時30分から午前８時30分の間で実施場所により異なります。

２　場所　県内各中学校・高等学校の通学路
　　　 　 ＊県内各市町で実施。以下の３か所を中心に取材をお願いします。

　（１）　沼津市（午前７時20分から午前８時）
　　　　　実施場所　沼津市杉崎町周辺
　　　　　　　　　　（杉崎町交差点、学園通り）
　　　　　関係学校　沼津市内全高等学校
　　　　　　　　　　　　　
　（２）　静岡市（午前７時45分から午前８時15分）
　　　　　実施場所　静岡市葵区田町七丁目90
　　　　　　　　　　（静岡県立静岡商業高等学校正門周辺）
　　　　　関係学校　静岡県立静岡商業高等学校

　（３）　島田市（午前７時50分から午前８時20分）
　　　　　実施場所　島田市阿知ケ谷
　　　　　　　　　　（静岡県立島田工業高等学校正門・南門及び周辺交差点）

　　　　関係学校　静岡県立島田工業高等学校

　※　雨天の場合など、街頭指導が中止になる場合があるため、詳細は各市交通安全担当課
　　へお問い合わせください。

　・　沼津市・・・・055-934-4742（生活安心課）
　・　静岡市・・・・054-221-1595（葵区役所地域総務課）
　・　島田市・・・・0547-36-7144（生活安心課）

３　主催　静岡県交通安全対策協議会（会長：静岡県知事　川勝平太）

（参考）自転車マナー向上キャンペーン「指導強化の日」
　　関係機関が連携して、自転車通学の高校生等に対し、マナーやルールについて指導・取締り・街頭啓発を行うもの。



提 供 日 2023/05/12

タイトル 静岡駅北口で自転車の安全利用広報啓発活動を実施し
ます！！

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 交通安全班

TEL 054-221-2549

～すべての世代でヘルメットの着用を～
静岡駅北口において、自転車の安全利用を
呼びかける広報啓発活動を実施します！！

　静岡県交通安全対策協議会（会長：知事）は、５月１９日（金）の自転車マナー向上キャンペーン「指導強化の日」にあわせ、自転車の安全
利用を呼びかける広報啓発活動を下記のとおり実施します。

１　実施日時
　　令和５年５月１９日（金）午後２時から　おおむね１時間

２　実施場所
　　静岡市葵区黒金町４４－１７　ＪＲ静岡駅北口地下広場

３　参加者（予定）
　・ 静岡県くらし交通安全課　　　　　　　　　
　・ 静岡中央警察署交通課　　　　　　　　　
　・ 静岡南警察署交通課　　　　　　　　　　　　
　・ 静岡県交通安全協会静岡中央地区支部　　　合計約１５人　

４　活動内容
　・ ヘルメット着用、自転車の安全利用、点検整備及び保険加入の呼び掛け
　・ 啓発品（反射材等）、チラシの配布

５　その他
（１）活動状況により、予定よりも早く終了する場合があります。
（２）雨天の場合も実施します（荒天時を除く）。

【参考（活動の趣旨）】
　自転車マナー向上キャンペーン「指導強化の日」は、関係機関が連携して、高校生に対する自転車利用時のルールとマナーの指導・啓発
を行う施策ですが、本年４月に自転車利用者のヘルメット着用が努力義務化されたことから、日常的に自転車を利用しない方も含め幅広い年
代の方々が通行する地下道において本活動を実施します。



提 供 日 2023/05/15

タイトル インドネシア国立ボゴール農科大学が県立農林環境専
門職大学を訪問！～今後の交流について意見交換～

担　　当 経済産業部 農林環境専門職大学大学・短期大学部事務

局

連 絡 先 総務企画課

TEL 0538-31-7901

　　インドネシア国立ボゴール農科大学が県立農林環境専門職大学を訪問！
　　　　　　　　　～今後の交流について意見交換～

（要旨）
　静岡県立農林環境専門職大学と令和５年３月２日に「大学間交流に関する覚書」を締結した、インドネシア国立ボゴール農科大学の評議会
が本学を訪れ、今後の教育や研究分野での交流や連携等について、意見交換を行います。

（概要）
１　日時　令和５年５月18日（木）午前10時から午後1時

２　場所　静岡県立農林環境専門職大学　Ａ棟318中講義室（磐田市富丘６７８－１）

３　訪問者

氏　　　　名 備　　　考

1 Professor　Dr. Yonny Koesmaryono
（ヨニー・コエスマルヨノ）

ボゴール農科大学大学評議会；会長

2
Professor　Dr. M. Syukur
（エム・シュクル）　 同評議会；参事

3 Professor　Dr. Indra Jaya
（インドラ・ジャヤ）

同評議会；教務・科学技術振興委員会、主事

4
Professor　Dr. Erliza Hambali
（エルリザ・ハンバリ）

同評議会；総務・財務・
施設整備委員会、主事

5 Professor　Dr. Agustin Indrawati
（アウグスティン・インドラワティ）

同評議会；補導・倫理委員会、主事

6
Professor　Dr. Ali Khomsan
（アリ・コムサン） 同評議会；FD/SD委員会、主事補

7 Professor　Dr. Lailan Syaifulina
（ライラン・シャイフリナ）

同評議会；教務・科学技術振興委員会、主事
補

8
Associate Professor　Dr. Epi Taufik
（エピ・タウフィック） 評議会；規則・倫理委員会、主事補

9 Mr. Naro Jihadi
（ナロ・ジハディ）

大学事務員

　※その他、駐日インドネシア共和国大使館職員（１人）及び同伴者（４人）

＜参考＞
・同日、知事を表敬訪問します。（午後３時から午後３時30分）

　・ボゴール農科大学（1963年創立、インドネシア共和国西ジャワ州ボゴール市）は、インドネシアにおいて農業分野でトップクラスの大学で
す。



提 供 日 2023/05/15

タイトル インドネシア国立ボゴール農科大学大学評議会関係者
が知事を表敬訪問

担　　当 経済産業部 農林環境専門職大学大学・短期大学部事務

局

連 絡 先 総務企画課

TEL 0538-31-7901

　　　インドネシア国立ボゴール農科大学大学評議会関係者が
　　　　　　　　　　　　知事を表敬訪問

（要旨）
静岡県立農林環境専門職大学と令和５年３月２日に「大学間交流に関する覚書」を締結した、インドネシア国立ボゴール農科大学の評議会

会長ほかが本県を訪れ、知事を表敬訪問します。

（概要）
１　日時　令和５年５月18日（木）　午後３時から午後３時30分（30分間）

２　場所　県庁本館４階　特別会議室

３　訪問者

氏　　　　名 備　　　考

1
Professor　Dr. Yonny Koesmaryono
（ヨニー・コエスマルヨノ） ボゴール農科大学大学評議会；会長

2 Professor　Dr. M. Syukur
（エム・シュクル）　

同評議会；参事

3
Professor　Dr. Indra Jaya
（インドラ・ジャヤ） 同評議会；教務・科学技術振興委員会、主事

4 Professor　Dr. Erliza Hambali
（エルリザ・ハンバリ）

同評議会；総務・財務・
施設整備委員会、主事

5
Professor　Dr. Agustin Indrawati
（アウグスティン・インドラワティ） 同評議会；補導・倫理委員会、主事

6 Professor　Dr. Ali Khomsan
（アリ・コムサン）

同評議会；FD/SD委員会、主事補

7
Professor　Dr. Lailan Syaifulina
（ライラン・シャイフリナ）

同評議会；教務・科学技術振興委員会、主事
補

8 Associate Professor　Dr. Epi Taufik
（エピ・タウフィック）

評議会；規則・倫理委員会、主事補

9
Mr. Naro Jihadi
（ナロ・ジハディ） 大学事務員

　※その他、駐日インドネシア共和国大使館職員（１人）及び同伴者（４人）
＜参考＞
　・令和５年３月２日に、Heri Akhmadi（ヘリ・アフマディ）駐日インドネシア特命全権大使立会いのもと、農林環境専門職大学とボゴール農科

大学の両学長が覚書に調印。

　・ボゴール農科大学（1963年創立、インドネシア共和国西ジャワ州ボゴール市）は、インドネシアにおいて農業分野でトップクラスの大学で
す。

　・同日、農林環境専門職大学にて、ボゴール農科大学と意見交換をおこないます。（午前10時から午後１時）



提 供 日 2023/05/15

タイトル #しずおかむらたび春2023Instagramフォトコンテスト
作品募集中です！

担　　当 経済産業部 農地局農地保全課

連 絡 先 農地局農地保全課

TEL 054-221-2713

【ふじのくに美しく品格のある邑】

#しずおかむらたび春2023Instagramフォトコンテスト
作品募集中です！！

１　要　旨

　県は、農村とそこで暮らす人々の魅力を伝える写真を通じ、農業と
農村の魅力や価値をみんなで共有することを目的として「#しずおか
むらたびInstagramフォトコンテスト」を年４回（春夏秋冬）開催し
ます！
　５月１日から募集中の「#しずおかむらたび春2023」のテーマは
「探そう！広がる農村の輪」です。農山村に暮らす人々のつながり、
絆が感じられるような作品を募集します。

　

２　概　要

募集期間 2023年５月１日(月)～６月30日（金）

対象作品 過去３年以内に静岡県内で撮影した写真で未発表のもの

応募方法 （１）「むらサポ」Instagramアカウントをフォロー
（２）「#しずおかむらたび春2023」をつけて投稿

表彰 入選15点
〈副賞〉県内農産物3,000円分

実施団体 主催：静岡県
協催：静岡県土地改良事業団体連合会
　　　ふじのくに美しく品格のある邑づくり連合

お問合せ先 静岡県土地改良事業団体連合会
電話：054－255－5151（担当:鈴木）

☆特選・準特選について

「#しずおかむらたび冬2022」（開催済み）「#しずおかむらたび春2023」「#しずおかむらたび
夏2023」（2023年７月１日～）「#しずおかむらたび秋2023」（2023年10月１日～）の全入選作
品の中から特選１点、準特選２点を選定します。
　特選は審査委員長沼田早苗氏（写真家）による審査により決定します。ぜひ、年間を通じてご
参加ください。

■「ふじのくに美しく品格のある邑」とは？
　静岡県では、農業や美しい景観、地域に伝わる文化・伝統などの県民共有の財
産でもある地域資源を保全・活用し、次世代に継承する活動を行う集落等を「美
しく品格のある邑(むら)」として登録し、情報発信や知事顕彰を行っています。
令和５年３月末時点で153の地域が認定されています。



提 供 日 2023/05/15

タイトル 中小企業等の新事業展開を支援する補助金を募集中！

担　　当 経済産業部 商工業局商工振興課

連 絡 先 商工振興班

TEL 054-221-2990

中小企業等新事業展開促進事業費補助金

～5/9（火）から5/30（火）まで募集中～

　物価高騰、人手不足等の経営課題に対応し、新たな取組に挑戦する中小企業者等を支援する、中小企業等新事業展開促進事業費補助
金の募集を開始しました。
　詳細は、下記商工振興課ホームページを御確認ください。

区分 内容

対象申請者

　中小企業者、企業組合、協業組合、社団法人、財団法人、NPO法人等
　※令和５年１月以降の任意の１か月と平成31年～令和４年いずれかの年
　　 の同月を比較して、売上高が10％以上又は売上総利益が５％以上減少
　　 していること

対象事業

　原油価格・物価高騰の影響を受け、従来と異なる新サービスの展開や新たな業態に取り組む事業
　〈事業例〉
　・飲食店が店舗経営だけでなく、オンライン料理教室を開始（原材料の使用
　　比率を下げつつ、より高付加価値なサービスを提供）
　・製造業を営む事業者が、産業観光として自社工場見学及びものづくり
　　体験ワークショップ事業を開始

補助率 　２／３以内
補助上限 　３００万円（下限５０万円）
募集期間 　令和５年５月９日（火）～５月30日（火）※消印有効

応募手続

　所定の必要書類を、配達証明を伴う郵便、宅配便又は電子メールにより下記事務局あて提出
　〈提出先〉
　　住　所：〒460-0003
　　　　　　　愛知県名古屋市中区錦３－４－６
　　　　　　　桜通大津第一生命ビル３Ｆ　(株)アイランド・ブレイン
　　メール：new-challenge-shizuoka@islandbrain.co.jp

公募要領
様式等

　商工振興課ホームページからダウンロード
　　https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/kigyoshien/shienhojokin/1053983/1053985.html

問合せ先
　１．中小企業等新事業展開促進事業費補助金コールセンター
　　　　ＴＥＬ：０５０－３１２２－２８３０
　２．最寄りの商工会議所・商工会・中小企業団体中央会

mailto:new-challenge-shizuoka@islandbrain.co.jp
https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/kigyoshien/shienhojokin/1053983/1053985.html


提 供 日 2023/05/15

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第55報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 感染症対策課

TEL 054-221-2986

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和５年５月15日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第55報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：054-221-2986 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第55報（５月12日受付分）】 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 小学校 浜松市東区 486 23 1 26 10 10 5月15日
本日合計 １小学校 1 26 10 10

１５８施設
本日までの累

計（実数） （ １３高等学校、　３５中学校、　８９小学校、　９幼稚園、
　６保育所、　４こども園、　２特別支援学校、　０高等専門学校）

280 8,105 2,613 2,479

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲
されています。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入してい
ます。 　

　
　 　 　 　 　

＊発生報告については、全国一律に令和４年９月５日から新しいシーズンとして集計・公表して
います。 　

　
　 　 　 　 　

＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は
咳のいずれか１つ以上）」）を対象としています。 　 　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊小中一貫学校は初等部を小学校、中等部を中学校として計上しています。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊前回の発表・・・令和５年５月12日（賀茂郡河津町幼稚園、浜松市中区小学校） 　



提 供 日 2023/05/15

タイトル ふじのくに子ども観光大使認定講座「箱根西麓野菜の
ことを知ろう」

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光交流局観光政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3638

　　　　　　　　　　　箱根西麓野菜のことを知ろう
　　　　　　　～ふじのくに子ども観光大使認定講座を開催します～
　
　県では、小さな頃からふるさとに興味を持ち、その魅力を学び、自ら発信できる子どもたちを育成するため、「めざせ！
ふじのくに子ども観光大使」事業として、県内各地域で認定講座を開催しています。
　今年度第1回目となる今回の講座では、三島青果市場の宮澤　誠様を講師に迎え、箱根連山の西南、標高50ｍ以上の
場所で栽培される、「箱根西麓野菜」の魅力について学びます。この野菜は富士山や駿河湾など大自然がもたらす独特
の気候や豊富できれいな水など、恵まれた気候に支えられ、日本屈指の高級野菜として親しまれてきました。講義だけで
はなく、青果市場の見学や畑での体験活動も実施します。

日時 令和５年５月21日(日) 午前９時30分～午前11時30分
（受付開始:午前９時15分）

会場 三島青果市場（三島市市山新田144－１）
収穫体験のため、講座の途中で、三島青果市場から車で５分程度の畑に移動します。

対象 県内在住の小・中学生
参加人数 20名程度（予定）
講座内容 箱根西麓野菜についての講義、三島青果市場見学、畑での体験活動

[主　 催]　ＮＰＯ法人子ども未来、静岡県
[事務局]　ＮＰＯ法人子ども未来
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



会 見 日 2023/05/15

グランシップ館長の交代

　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　グランシップ館長の交代

１　要旨

　グランシップ館長で、静岡県文化財団副理事長の石塚正孝氏が、本年５月３１日をもって退任されます。
　次期館長には、現ＳＰＡＣ芸術総監督の宮城聰氏が内定しました。
　正式には、６月１日に静岡県文化財団理事長が任命することとなります。

２　新館長の略歴

（１）氏　名　　宮城　聰（みやぎ　さとし）

（２）出身地　　東京都千代田区

（３）略　歴
　１９９０年 　ク・ナウカ　シアターカンパニー設立
　２００７年４月 　ＳＰＡＣ芸術総監督に就任
　２０１４年７月 　フランス　アヴィニヨン演劇祭から招聘を受け、『マハーバーラタ』

を上演
　２０１７年７月 　フランス　アヴィニヨン演劇祭のオープニング作品として『アンティ

ゴネ』を法王庁中庭で上演
アジアの演劇がオープニングに選ばれたのは、同演劇際史上初

（４）主な受賞歴
　２００４年 　第３回朝日舞台芸術賞受賞
　２００５年 　第２回アサヒビール芸術賞受賞
　２０１８年 　平成２９年度（第６８回）芸術選奨文部科学大臣賞（演劇部門）受賞
　２０１９年 　フランス芸術文化勲章シュヴァリエを受賞
　
３　石塚館長の実績

　石塚館長には、平成２６年の就任以来、９年間にわたり、グランシップの運営に携わっていただき、日本放送協会秘書室特別主
幹などの経歴を生かし、グランシップ企画事業を始めとする文化事業への助言や情報発信のほか、施設経営に対して熱心に御指導
いただくなど、本県の文化力向上に貢献していただきました。

担当 ： スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連絡先 ： 　TEL 054-221-2907



会 見 日 2023/05/15

第27回伊豆文学賞作品募集

 

 　

第27回伊豆文学賞 作品募集の開始
～小説・随筆・紀行文部門は賞金100万円（掌篇部門は賞金5万円）～

　静岡県と静岡県教育委員会及び伊豆文学フェスティバル実行委員会では文学の地として名高い伊豆地域をはじめとする本県の魅
力を全国に発信するため1997年から毎年伊豆文学賞を開催しています。
　本文学賞は直木賞作家の今村翔吾氏も過去の受賞者に名を連ねる、歴史ある文学賞として認められており、本年も第27回目を５
月より募集を開始しています。
　多くの皆様から、静岡県の多彩な魅力に思いを込めた作品の応募をお待ちしています。
○募集内容

部門名 小説・随筆・紀行文部門 掌篇（しょうへん）部門（短編）

賞
最優秀賞１編　表彰状、賞金100万円
優 秀 賞１編　表彰状、賞金 20万円
佳　　作２編　表彰状、賞金 ５万円

最優秀賞１編　表彰状、賞金５万円
優 秀 賞５編　表彰状、賞金１万円

応募締切 令和５年10月１日（日）当日消印有効 令和５年９月17日（日）当日消印有効

　なお今年度の募集チラシは、静岡デザイン専門学校の学生によるデザインで作成したもので、伊豆と文学を強く印象づける　仕

上がりになっています。

・応募に関する詳細については、下記ホームページを御確認ください。

https://www.pref.shizuoka.jp/kankosports/bunkageijutsu /bunkaevent/1041162/1044340/1053492/1053493 .html
○本件に関するお問い合わせ
　伊豆文学フェスティバル実行委員会事務局（静岡県文化政策課内）
　〒420-8601　静岡市葵区追手町９-６
　電話　054-221-3109　FAX　054-221-2827
　Mail：mailto:izufes@pref.shizuoka.lg.jp

                                                                           　
担当 ： スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連絡先 ： 文化振興班　TEL 054-221-3109

https://www.pref.shizuoka.jp/kankosports/bunkageijutsu/bunkaevent/1041162/1044340/1053492/1053493.html
mailto:izufes@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2023/05/15

タイトル 週に１度はスポーツをしよう！
ニュースポーツふれあいフェスタin袋井の開催

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局スポーツ振興課

連 絡 先 生涯・パラスポーツ班

TEL 054-221-3284

週に１度はスポーツをしよう！
ニュースポーツふれあいフェスタin袋井を開催

　子どもから高齢者まで、誰もが気軽に楽しむことができる「ニュースポーツ」の体験イベントの開催についてお知らせします。

１　日時　令和５年５月21日（日）　午前の部　10:00～12:05
　　　　　　　　　　　　　　　　　午後の部　13:00～15:05

２　会場　袋井市総合体育館さわやかアリーナ（袋井市久能1912-1）

３　スケジュール
時間 内容

  9:30～10:00  午前の部　受付
 10:00～10:10  ニュースポーツの説明、準備体操
 10:10～12:05  ニュースポーツの体験

 ・ボッチャ　・バウンドテニス　・ドッジボール
 ・フーバ　　・ブローライフル

 12:05  午前の部　終了
 12:30～13:00  午後の部　受付
 13:00～13:10  ニュースポーツの説明、準備体操
 13:10～15:05  ニュースポーツの体験

 ・モルック　　・ダーツ　・スポーツチャンバラ
 ・スポレック　・ミニトランポウォーク

 15:05  午後の部　終了
※体験種目は都合により変更になる場合があります。

４　参加予定者数　午前の部、午後の部　各80名
　　　　　　　　　※午前、午後の部とも申し込みは締め切りました。

５　主催　静岡県、静岡県レクリエーション協会

※ニュースポーツふれあいフェスタの今後の予定
・令和５年６月３日（土）　伊東市民体育センター
・令和５年６月25日（日）　河津町Ｂ＆Ｇ海洋センター



提 供 日 2023/05/15

タイトル ベルテックス静岡がプロバスケットボールリーグB2昇
格のため知事を表敬

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局スポーツ政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-7424

ベルテックス静岡がプロバスケットボールリーグB2昇格報告のため知事を表敬

プロバスケットリーグＢ２リーグに昇格を決めたベルテックス静岡が、昇格報告のため知事を表敬訪問します。

１　⽇　時　令和５年５⽉16⽇（⽕）　15時30分 から 16時00分 まで（30分間）

２　場　所　知事室（県庁東館５階）

３　訪問者（予定）
　　ベルテックス静岡　代表取締役社⻑　松永　康太（まつなが　こうた）
　　ベルテックス静岡　選手　岡田　雄三（おかだ　ゆうぞう）
　　ベルテックス静岡　選手　大石　慎之介（おおいし　しんのすけ）
　　ベルテックス静岡　選手　加納　誠也（かのう　せいや）

４　内　容
　(1) 訪問者紹介
　(2) Ｂ２昇格報告
　(3) 歓談
　(4) 記念撮影

※訪問者が変更する場合がありますのでご承知願います。

　　　　　　　　　　



提 供 日 2023/05/15

タイトル 第６回静岡県サイクルスポーツの聖地創造会議を開催
します。

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局スポーツ政策課

連 絡 先 スポーツ政策課事業推進班

TEL 054-221-3744

第６回静岡県サイクルスポーツの聖地創造会議を開催します。

サイクルスポーツの聖地実現に向けた取組やブランド戦略について意見交換を行います。

１. 日時　令和５年５月18日（木）10時30分から11時30分まで

２. 場所　県庁別館９階特別第二会議室（ＷＥＢ会議を併用）

３. 出席者（予定）
　　議長　　静岡県知事
　　副議長　市長会会長（焼津市長）、町村会会長（森町長）
　　委員　　本県のサイクルスポーツ振興に取り組む方々、学識経験者等
　　※一部委員はＷＥＢにて参加します。

４　内容
　（１）開会、知事挨拶
　（２）議事
　　　・委員の交代について
　（３）報告事項
　　　・サイクルスポーツの聖地づくりに向けた取組み
　（４）意見交換　等
　　　・サイクルスポーツの聖地実現に向けたブランド戦略

【参考】
　＜静岡県サイクルスポーツの聖地創造会議＞
　　東京2020オリンピック・パラリンピック自転車競技の本県開催を契機に、
　　国内外のサイクリストの憧れを呼ぶ聖地を実現するため平成30年４月に設立
　　第１回会議：平成30年５月２日　 第２回会議：平成31年４月11日
　　第３回会議：令和２年６月２日　 第４回会議：令和３年５月18日
　　第５回会議：令和４年５月23日

＜静岡県自転車活用推進計画＞
　自転車活用推進法第10条に基づき策定。サイクルスポーツの聖地創造に向けたビジョンを市町や県民と共有しながら、ハード・
ソフトの施策を総合的に進める指針となる本計画は、県ウェブサイト〈
https://www.pref.shizuoka.jp/kankosports/sports/1049711/1018243.html〉からダウンロードできます。

https://www.pref.shizuoka.jp/kankosports/sports/1049711/1018243.html


会 見 日 2023/05/15

令和４年度　移住者数・移住相談件数

令和４年度の本県への移住者数は、

　　　　　　　　　　　　　2,634人で過去最高となりました。

令和４年度における本県への移住者数
※
は2,634人、移住相談件数は13,496件で、いずれも過去最高となりました。

移住者（世帯主）の年代をみると、20代から40代までの子育て世帯等が８割以上（83.6%）を占めました。

　　※ 「移住者数」は、県及び市町の移住相談窓口、移住促進施策等を利用して県外から移住した人数

○　移住者数、移住相談件数の概要

区分 Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

移住者数 1,291人 1,283人 1,398人 1,868人 2,634人

対前年度比 120.7％ 99.4％ 109.0％ 133.6％ 141.0％

移住相談件数 9,981件 10,085件 11,604件 11,641件 13,496件

対前年度比 112.9％ 101.0％ 115.1％ 100.3％ 115.9％

○　移住者（世帯主）の年代　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）　　　　　　　

世帯主の年代別割合
世帯数

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 不明

1,196 0.1 34.3 32.0 17.3 8.7 4.9 1.5 1.2

     　　　　　　　　　　　  　　　　　　                           　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○　県外からの移住者数が多い上位５市町

市町名 移住者数
(R3実績)

主な施策

　１ 浜松市
390人

（128人）
移住コーディネーターによる相談体制の強化
ハマライフ住宅取得費等補助金（住宅助成）

２ 静岡市 255人
（158人）

静岡市移住支援センター（東京）の運営
移住コンシェルジュによる相談体制の強化

３ 沼津市
253人
（45人）

官民連携による移住相談体制の強化・充実
インターネット広告の拡充

４ 富士市 241人
（162人）

テレビやウェブメディア等を使ったシティプロモーションの強化
市移住定住相談室による相談体制の強化

５ 三島市 130人
（171人）

三島市移住アンバサダーの配置
対面での移住体験ツアーの実施

※35市町中、18市町で過去最高を更新した。
担当 ： くらし・環境部 政策管理局企画政策課

連絡先 ： 移住・定住担当　TEL 054-221-2059･2250
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